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aggregate-address
BorderGatewayProtocol（BGP）データベース内に集約エントリを作成するには、アドレスファ
ミリまたはルータコンフィギュレーションモードで aggregate-addressコマンドを使用しま
す。この機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

aggregate-address address mask [as-set] [as-confed-set] [summary-only] [suppress-map
map-name] [advertise-map map-name] [attribute-map map-name]
no aggregate-address address mask [as-set] [as-confed-set] [summary-only] [suppress-map
map-name] [advertise-map map-name] [attribute-map map-name]

構文の説明 集約アドレス。address

集約マスク。mask

（オプション）自律システム設定パス情報を生成します。as-set

（オプション）自律連合設定パス情報を生成します。as-confed-set

（任意）アップデートからのすべてのより具体的なルートをフィルタ

処理します。

summary-only

（オプション）抑制するルートの選択に使用されるルートマップの

名前を指定します。

suppress-mapmap-name

（オプション）AS_SET送信元コミュニティを作成するルートの選択
に使用されるルートマップの名前を指定します。

advertise-map
map-name

（オプション）集約ルートの属性を設定するために使用されるルート

マップの名前を指定します。

attribute-mapmap-name

コマンドデフォルト アトミック集約属性は、as-setキーワードが指定されない限り、このコマンドによって集約ルー
トが作成されるときに自動的に設定されます。

コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション（config-router-af）

ルータコンフィギュレーション（config-router）

コマンド履歴 表 1 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン 集約ルートを BGPまたはマルチプロトコル BGP（mBGP）に再配布するか、条件付きの集約
ルーティング機能を使用することにより、BGPおよび mBGPに集約ルーティングを実装でき
ます。
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キーワードなしで aggregate-addressコマンドを使用すると、指定された範囲内にあるより具
体的な BGPまたは mBGPルートが使用できる場合、BGPまたは mBGPルーティングテーブ
ルに集約エントリが作成されます。（集約に一致する長いプレフィックスは、ルーティング情

報ベース（RIB）に存在する必要があります）。集約ルートは自律システムからのルートとし
てアドバタイズされます。また、この集約ルートには、情報が失われている可能性を示すため

に、アトミック集約属性が設定されます（as-setキーワードを指定しない場合は、アトミック
集約属性がデフォルトで設定されます）。

as-setキーワードを使用すると、コマンドがこのキーワードなしで従う同じルールを使用する
集約エントリが作成されますが、このルートにアドバタイズされるパスは、集約されているす

べてのパス内に含まれるすべての要素で構成されるAS_SETになります。このルートは集約さ
れたルート変更に関する自律システムパス到着可能性情報として継続的に削除してアップデー

トする必要があるため、多くのパスを集約する際にaggregate-addresscommandコマンドのこの
形式を使用しないでください。

as-confed-setキーワードによって作成される集約エントリでは、このキーワードを指定しない
場合にコマンドが従うルールと同じルールが使用されます。このキーワードは、自律的連合パ

ス情報を生成することを除いては、as-setキーワードと同じ機能を実行します。

summary-onlyキーワードを使用すると、集約ルート（192.*.*.*など）が作成されるだけでな
く、すべてのネイバーへのより具体的なルートのアドバタイズメントが抑制されます。特定の

ネイバーへのアドバタイズメントのみを抑制したい場合、neighbordistribute-listコマンドを使
用できますが、慎重に使用すべきです。より具体的なルートがリークした場合、すべてのBGP
またはmBGPルータは、生成中の具体的でない集約よりもこのルートを優先します（最長一致
ルーティングによる）。

suppress-mapキーワードを使用すると、集約ルートは作成されますが、指定されたルートのア
ドバタイズメントが抑制されます。ルートマップの match句を使用して、集約のより具体的
な一部のルートを選択的に抑制し、他のルートを抑制しないでおくことができます。IPアクセ
スリストと自律システムパスアクセスリストの一致句がサポートされています。

advertise-mapキーワードを使用すると、集約ルートの異なるコンポーネント（AS_SETやコ
ミュニティなど）を構築するために使用する特定のルートが選択されます。集約のコンポーネ

ントが別々の自律システムにあり、AS_SETで集約を作成して同じ自律システムの一部にアド
バタイズしたい場合、aggregate-addressコマンドのこの形式は役に立ちます。AS_SETから特
定の自律システム番号を省略し、集約が受信ルータの BGPループ検出メカニズムによってド
ロップされるのを防ぐことを忘れてはなりません。IPアクセスリストと自律システムパスア
クセスリストの match句がサポートされています。

attribute-mapキーワードを使用すると、集約ルートの属性を変更できます。AS_SETを構成す
るルートの 1つが community no-export属性（集約ルートがエクスポートされるのを防ぐ）など
の属性で設定されている場合、aggregate-addressコマンドのこの形式は役に立ちます。属性
マップルートマップを作成し、集約の属性を変更することができます。
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例

as-setの例

次に、集約 BGPアドレスがルータコンフィギュレーションモードで作成される例を
示します。このルートにアドバタイズされるパスは、集約中のすべてのパス内に含ま

れるすべての要素で構成される AS_SETになります。

Device(config)# router bgp 50000
Device(config-router)# aggregate-address 10.0.0.0 255.0.0.0 as-set

summary-onlyの例

次に、集約 BGPアドレスがアドレスファミリコンフィギュレーションモードで作成
され、IPバージョン 4アドレスファミリの下にあるマルチキャストデータベースに適
用される例を示します。summary-onlyキーワードが設定されているため、アップデー
トからより具体的なルートがフィルタ処理されます。

Device(config)# router bgp 50000
Device(config-router)# address-family ipv4 multicast
Device(config-router-af)# aggregate-address 10.0.0.0 255.0.0.0 summary-only

条件付き集約の例

次に、MAP-ONEというルートマップが作成され、AS-pathアクセスリストで一致す
る例を示します。このルートにアドバタイズされるパスは、ルートマップで照合され

るパスに含まれる要素で構成される AS_SETになります。

Device(config)# ip as-path access-list 1 deny ^1234_
Device(config)# ip as-path access-list 1 permit .*
Device(config)# !
Device(config)# route-map MAP-ONE
Device(config-route-map)# match ip as-path 1
Device(config-route-map)# exit
Device(config)# router bgp 50000
Device(config-router)# address-family ipv4
Device(config-router-af)# aggregate-address 10.0.0.0 255.0.0.0 as-set advertise-map
MAP-ONE
Router(config-router-af)# end

関連コマンド 説明コマンド

ルータをアドレスファミリコンフィギュレーションモードにして、

標準 IPv4アドレスプレフィックスを使用する、BGP、RIP、スタ
ティックルーティングセッションなどのルーティングセッションを

設定します。

address-familyipv4(BGP)

BGP自律システムパスアクセスリストを定義します。ipas-pathaccess-list
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説明コマンド

標準アクセスリストまたは拡張アクセスリストで許可された宛先

ネットワーク番号アドレスを含むすべてのルートを配布し、パケッ

トに対してポリシールーティングを実行します。

matchipaddress

アクセスリスト内の BGPネイバー情報を配布します。neighbordistribute-list

あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロトコルへ

ルートを再配布する条件を定義するか、ポリシールーティングをイ

ネーブルにします。

route-map(IP)
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area nssa
Not-So-StubbyArea（NSSA）を設定するには、ルータアドレスファミリまたはルータコンフィ
ギュレーションモードで areanssaコマンドを使用します。エリアから NSSAの区別を削除す
るには、このコマンドの no形式を使用します。

area nssa commandarea area-id nssa [no-redistribution] [default-information-originate [metric]
[metric-type]] [no-summary] [nssa-only]
no area area-id nssa [no-redistribution] [default-information-originate [metric] [metric-type]]
[no-summary] [nssa-only]

構文の説明 スタブエリアまたは NSSAの ID。IDは、10進数値または IPアドレ
スで指定します。

area-id

（任意）ルータがNSSAエリア境界ルータ（ABR）であり、redistribute
コマンドで、通常のエリアだけにルートをインポートし、NSSAエリ
アにインポートしない場合に使用します。

no-redistribution

（任意）タイプ 7デフォルトをNSSAエリアに生成するために使用し
ます。このキーワードは、NSSAABRまたはNSSA自律システム境界
ルータ（ASBR）だけで有効です。

default-information-
originate

（任意）OSPFデフォルトメトリックを指定します。metric

（任意）デフォルトルートのOSPFメトリックタイプを指定します。metric-type

（任意）エリアを NSSAにすることを許可しますが、サマリールー
トを注入しません。

no-summary

（任意）タイプ 7 LSAの Propagate（P）ビットを 0に設定すること
で、この NSSAエリアに対するデフォルトアドバタイズメントを制
限します。

nssa-only

コマンドデフォルト NSSAエリアは未定義です。

コマンドモード ルータアドレスファミリトポロジコンフィギュレーション（config-router-af-topology）ルー
タコンフィギュレーション（config-router）

コマンド履歴 表 2 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン 指定したエリアをソフトウェアコンフィギュレーションから削除するには、no area area-idコ
マンドを使用します（他のキーワードは指定しません）。つまり、noareaarea-idコマンドは、

IPユニキャストルーティングコマンド
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areaauthentication、areadefault-cost、areanssa、arearange、areastub、および areavirtual-link
などのすべてのエリアオプションを削除します。

Release 12.2(33)SRB

Multitopology Routing（MTR）機能を使用する予定の場合は、この OSPFルータコンフィギュ
レーションコマンドをトポロジ対応にするために、ルータアドレスファミリトポロジコン

フィギュレーションモードで areanssaコマンドを実行する必要があります。

例 次に、エリア 1を NSSAエリアにする例を示します。

Device ospf 1
redistribute rip subnets
network 172.19.92.0 0.0.0.255 area 1
area 1 nssa

関連コマンド 説明コマンド

ルートを1つのルーティングドメインから他のルーティングドメインに再配布し
ます。

redistribute

IPユニキャストルーティングコマンド
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area virtual-link
Open Shortest Path First（OSPF）仮想リンクを定義するには、ルータアドレスファミリトポロ
ジ、ルータコンフィギュレーション、またはアドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドで areavirtual-linkコマンドを使用します。仮想リンクを削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

area area-id virtual-link router-id authentication key-chain chain-name [hello-interval seconds]
[retransmit-interval seconds] [transmit-delay seconds] [dead-interval seconds] [ttl-security
hops hop-count]
no area area-id virtual-link router-id authentication key-chain chain-name

構文の説明 表 3 :

仮想リンクに割り当てるエリア ID。10進数値
または有効な IPv6プレフィックスを指定しま
す。デフォルトはありません。

area-id

仮想リンクネイバーに関連付けられるルータ

ID。ルータ IDは showipospfまたは show ipv6
displayコマンドに表示されます。デフォルト
はありません。

router-id

仮想リンク認証を有効にします。authentication

暗号化認証キーのキーチェーンを設定します。key-chain

有効な認証キーの名前。chain-name

（任意）Cisco IOSソフトウェアがインター
フェイス上で送信する helloパケットの間隔
（秒単位）を指定します。hello間隔は、hello
パケットでアドバタイズされる符号なし整数

値です。この値は、共通のネットワークに接

続されているすべてのルータおよびアクセス

サーバで同じであることが必要です。有効な

範囲は1～8192です。デフォルトは10です。

hello-interval seconds

IPユニキャストルーティングコマンド
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（任意）インターフェイスに属する隣接に対

するリンクステートアドバタイズメント

（LSA）の再送信間隔（秒単位）を指定しま
す。再送信間隔は、接続されているネットワー

ク上の任意の 2台のルータ間の予想されるラ
ウンドトリップ遅延です。この値は、予想さ

れるラウンドトリップ遅延よりも大きいこと

が必要です。有効な範囲は 1～ 8192です。デ
フォルトは 5分です。

retransmit-interval seconds

（任意）インターフェイス上でリンクステー

トアップデートパケットを送信するために必

要な推定される時間（秒単位）を指定します。

ゼロよりも大きい整数値を指定します。アッ

プデートパケット内のLSAの経過時間は、転
送前にこの値の分だけ増分されます。有効な

範囲は 1～ 8192です。デフォルト値は 1で
す。

transmit-delay seconds

（任意）helloパケットがどれだけの時間（秒
単位）届かなかった場合にネイバーがルータ

をダウンと見なすかを指定します。デッドイ

ンターバルは符号なし整数値です。デフォル

トは hello間隔の 4倍または 40秒です。hello
間隔と同様に、この値は、共通のネットワー

クに接続されているすべてのルータとアクセ

スサーバで同じでなければなりません。

dead-interval seconds

（任意）仮想リンク上で存続可能時間（TTL）
セキュリティを設定します。引数 hop-countの
範囲は 1～ 254です。

ttl-securityhops hop-count

コマンドデフォルト OSPF仮想リンクは定義されていません。

コマンドモード ルータアドレスファミリトポロジコンフィギュレーション（config-router-af-topology）

ルータコンフィギュレーション（config-router）

アドレスファミリコンフィギュレーション（config-router-af）

コマンド履歴 表 4 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a
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使用上のガイドライン OSPFでは、すべてのエリアがバックボーンエリアに接続されている必要があります。バック
ボーンへの接続が失われた場合は、仮想リンクを確立して修復できます。

hello間隔を短くするほど、トポロジの変更が速く検出されますが、ルーティングトラフィッ
クの増加につながります。再送信間隔は控えめに設定する必要があります。そうしないと、不

必要な再送信が発生します。シリアル回線および仮想リンクの場合は、値を大きくする必要が

あります。

インターフェイスの送信遅延と伝達遅延を考慮した伝送遅延値を選択する必要があります。

IPv6の OSPFで仮想リンクを設定するには、アドレスではなくルータ IDを使用する必要があ
ります。IPv6のOSPFでは、仮想リンクはリモートルータの IPv6プレフィックスではなくルー
タ IDを使用します。

ネイバーからのOSPFパケット上のTTL値のチェックをイネーブルにするか、ネイバーに送信
される TTL値を設定するには、ttl-securityhops hop-countキーワードと引数を使用します。こ
の機能により、OSPFにさらなる保護レイヤが追加されます。

仮想リンクを正しく設定するには、各仮想リンクネイバーにトランジットエリア IDと対応す
る仮想リンクネイバールータ IDが設定されている必要があります。ルータ IDを表示するに
は、特権 EXECモードで showipospfshowipv6ospfコマンドを使用します。

（注）

指定したエリアをソフトウェアコンフィギュレーションから削除するには、no area area-idコ
マンドを使用します（他のキーワードは指定しません）。つまり、noareaarea-idコマンドは、
areadefault-cost、areanssa、arearange、areastub、および areavirtual-linkなどのすべてのエリ
アオプションを削除します。

（注）

Release 12.2(33)SRB

Multitopology Routing（MTR）機能を使用する予定の場合は、この OSPFルータコンフィギュ
レーションコマンドをトポロジ対応にするために、ルータアドレスファミリトポロジコン

フィギュレーションモードで areavirtual-linkコマンドを実行する必要があります。

例 次に、すべてのオプションパラメータでデフォルト値を使用して、仮想リンクを確立

する例を示します。

ipv6 Device ospf 1
log-adjacency-changes
area 1 virtual-link 192.168.255.1

次に、IPv6の OSPFで仮想リンクを確立する例を示します。

ipv6 Device ospf 1
log-adjacency-changes
area 1 virtual-link 192.168.255.1 hello-interval 5

IPユニキャストルーティングコマンド
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次の例に、IPv6向けのOSPFv3で仮想リンク用の TTLセキュリティを設定する方法を
示します。

Device(config)# router ospfv3 1
Device(config-router)# address-family ipv6 unicast vrf vrf1
Device(config-router-af)# area 1 virtual-link 10.1.1.1 ttl-security hops 10

次の例に、仮想リンク用にキーチェーンを使用して認証を設定する方法を示します。

area 1 virtual-link 1.1.1.1 authentication key-chain ospf-chain-1

関連コマンド 説明コマンド

OSPFv3エリアパラメータを設定します。area

OSPFルーティングプロセスに関する全般的な情報の表示をイネーブルにしま
す。

showipospf

OSPFルーティングプロセスに関する全般的な情報の表示をイネーブルにしま
す。

showipv6ospf

ネイバーからの OSPFパケット上の TTL値のチェックか、ネイバーに送信さ
れる TTL値の設定をイネーブルにします。

ttl-securityhops

IPユニキャストルーティングコマンド
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auto-summary（BGP）
ネットワークレベルルートへのサブネットルートの自動集約を設定にするには、ルータコン

フィギュレーションモードで auto-summaryコマンドを使用します。自動集約をディセーブル
にし、クラスフルネットワーク境界を越えてサブプレフィックスルーティング情報を送信す

るには、このコマンドの no形式を使用します。

auto-summary
no auto-summary

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 自動集約はデフォルトで無効になっています（ソフトウェアは、クラスフルネットワーク境界

をまたいでサブプレフィックスルーティング情報を送信します）。

コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション（config-router-af）

ルータコンフィギュレーション（config-router）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン BGPは、このコマンドが有効になっている場合、クラスフルネットワーク境界へのルートを
自動的に集約します。ルート集約は、ルーティングテーブル内のルーティング情報の量を減ら

すために使用されます。自動集約は、接続された、静的な、再配布されたルートに適用されま

す。

MPLS VPN Per VRF Label機能は、自動集約をサポートしていません。（注）

デフォルトでは、自動集約は無効になっており、BGPは内部ゲートウェイプロトコル（IGP）
から再配布されたサブネットを受け入れます。クラスフルネットワーク境界を越えるときにサ

ブネットをブロックし、クラスフルネットワーク境界へのサマリサブプレフィックスを作成

するには、auto-summaryコマンドを使用します。

自動集約が有効なときに BGPのサブネットルートをアドバタイズして伝送するには、明示的
なnetworkコマンドを使用してサブネットをアドバタイズします。auto-summaryコマンドは、
networkコマンド経由で、または iBGPまたは eBGPを介して BGPに挿入されたルートには適
用されません。

デフォルトで BGPの自動集約が無効になっている理由

auto-summaryを有効にすると、再配布によってBGPに挿入されたルートがクラスフル境界上
に集約されます。32ビットの IPアドレスは、ネットワークアドレスとホストアドレスで構成
されています。サブネットマスクは、ネットワークアドレスに使用されるビット数とホスト

IPユニキャストルーティングコマンド
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アドレスに使用されるビット数を決定します。IPアドレスクラスには、次の表に示すように、
通常または標準のサブネットマスクがあります。

表 5 : IPアドレスクラス

標準マスクアドレス範囲クラ

ス

255.0.0.0または /81.0.0.0～ 126.0.0.0A

255.255.0.0または /16128.1.0.0～ 191.254.0.0B

255.255.255.0または
/24

192.0.1.0～
223.255.254.0

C

予約アドレスには、128.0.0.0、191.255.0.0、192.0.0.0、および 223.255.255.0が含まれます。

標準サブネットマスクを使用する場合、クラスAアドレスはネットワーク用に1つのオクテッ
トがあり、クラス Bアドレスはネットワーク用に 2つのオクテットがあり、クラス Cアドレ
スはネットワーク用に 3つのオクテットがあります。

たとえば、クラスBのアドレス 156.26.32.1に 24ビットのサブネットマスクがあるとします。
24ビットのサブネットマスクは、ネットワークに対して 3つのオクテット、156.26.32を選択
します。最後のオクテットはホストアドレスです。ネットワーク 156.26.32.1/24が IGPを介し
て学習され、その後BGPに再配布された場合、auto-summaryが有効になっていれば、ネット
ワークはクラス Bネットワークのナチュラルマスクに自動的に集約されます。BGPがアドバ
タイズするネットワークは156.26.0.0/16です。BGPは、クラスB全体のアドレス空間156.26.0.0
から 156.26.255.255まで到達できることをアドバタイジングします。BGPルータ経由で到達で
きる唯一のネットワークが 156.26.32.0/24である場合、BGPはこのルータ経由で到達できない
254個のネットワークをアドバタイズします。このため、auto-summary(BGP)コマンドはデ
フォルトでは無効になっています。

例 次の例では、IPv4アドレスファミリプレフィックスに対して自動集約が有効になって
います。

Device(config)# router bgp 50000

Device(config-router)# address-family ipv4 unicast

Device(config-router-af)# auto-summary

Device(config-router-af)# network 7.7.7.7 255.255.255.255

この例では、ループバックインターフェイス 6とループバックインターフェイス 7に
それぞれ 7.7.7.6と 7.7.7.7などの異なるサブネットがあります。auto-summaryコマン
ドと networkコマンドの両方が設定されています。

Device# show ip interface brief
Interface IP-Address OK? Method Status Protocol
Ethernet0/0 100.0.1.7 YES NVRAM up up
Ethernet0/1 unassigned YES NVRAM administratively down down

IPユニキャストルーティングコマンド
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Ethernet0/2 unassigned YES NVRAM administratively down down
Ethernet0/3 unassigned YES NVRAM administratively down down
Ethernet1/0 108.7.9.7 YES NVRAM up up
Ethernet1/1 unassigned YES NVRAM administratively down down
Ethernet1/2 unassigned YES NVRAM administratively down down
Ethernet1/3 unassigned YES NVRAM administratively down down
Loopback6 7.7.7.6 YES NVRAM up up
Loopback7 7.7.7.7 YES NVRAM up up

次の出力では、auto-summaryコマンドのため、BGPルーティングテーブルには7.7.7.6
の代わりに集約されたルート 7.0.0.0が表示されていることに注意してください。
auto-summaryコマンドの影響を受けない networkコマンドを使用して設定されたた
め、7.7.7.7/32ネットワークが表示されます。

Device# show ip bgp
BGP table version is 10, local router ID is 7.7.7.7
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale, m multipath, b backup-path, x best-external
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 6.6.6.6/32 100.0.1.6 0 0 6 i
*> 7.0.0.0 0.0.0.0 0 32768 ? <-- summarization
*> 7.7.7.7/32 0.0.0.0 0 32768 i <-- network command
r>i9.9.9.9/32 108.7.9.9 0 100 0 i
*> 100.0.0.0 0.0.0.0 0 32768 ?
r> 100.0.1.0/24 100.0.1.6 0 0 6 ?
*> 108.0.0.0 0.0.0.0 0 32768 ?
r>i108.7.9.0/24 108.7.9.9 0 100 0 ?
*>i200.0.1.0 108.7.9.9

関連コマンド 説明コマンド

ルータをアドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドにして、標準 IPv4アドレスプレフィックスを使用す
る、BGP、RIP、スタティックルーティングセッション
などのルーティングセッションを設定します。

address-familyipv4(BGP)

ルータをアドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドにして、標準VPNv4アドレスプレフィックスを使用す
る、BGP、RIP、スタティックルーティングセッション
などのルーティングセッションを設定します。

address-familyvpnv4

BGPおよびマルチプロトコルBGPによってアドバタイズ
されるネットワークを指定します。

network(BGPandmultiprotocolBGP)

IPユニキャストルーティングコマンド
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bgp graceful-restart
すべてのBGPネイバーに対してBorder Gateway Protocol（BGP）グレースフルリスタート機能
をグローバルに有効にするには、アドレスファミリまたはルータコンフィギュレーションモー

ドで bgpgraceful-restartコマンドを使用します。BGPグレースフルリスタート機能をすべて
の BGPネイバーに対してグローバルに無効にするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

bgp graceful-restart [{extended|restart-time seconds|stalepath-time seconds}] [all]
no bgp graceful-restart

構文の説明 （任意）BGPグレースフルリスタートの拡張
機能を有効にします。

extended

（任意）再起動イベント発生後にグレースフ

ルリスタート対応ネイバーが正常な動作に戻

るのをローカルルータが待つ最大時間を設定

します。この引数のデフォルト値は 120秒で
す。値の設定可能範囲は 1～ 3600秒です。

restart-time seconds

（任意）ローカルルータが再起動するピアの

古くなったパスを保持する最大時間を設定し

ます。すべての古いパスは、このタイマーが

期限切れになった後に削除されます。この引

数のデフォルト値は 360秒です。値の設定可
能範囲は 1～ 3600秒です。

stalepath-time seconds

（任意）すべてのアドレスファミリモードで

BGPグレースフルリスタート機能を有効にし
ます。

all

コマンドデフォルト このコマンドがキーワードまたは引数なしで入力された場合、次のデフォルト値が使用されま

す。

restart-time：120秒 stalepath-time：360秒

BGPグレースフルリスタート機能をイネーブルにするために、restartと stalepathのタイマー値
を変更する必要はありません。デフォルト値はほとんどのネットワーク構成にとって最適な値

であり、これらの値は経験豊富なネットワークオペレータのみが調整すべきです。

（注）

コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション（config-router-af）

ルータコンフィギュレーション（config-router）
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コマンド履歴 表 6 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン bgpgraceful-restartコマンドは、BGPネットワーク内のすべてのBGPネイバーに対してグレー
スフルリスタート機能をグローバルに有効または無効にするために使用します。グレースフル

リスタート機能は、セッションの確立時に OPENメッセージのノンストップフォワーディン
グ（NSF）対応ピアと NSF認識ピアの間でネゴシエートされます。BGPセッションの確立後
にグレースフルリスタート機能をイネーブルにした場合は、セッションをハードリセットし

て再起動する必要があります。

グレースフルリスタート機能は、NSF対応ルータおよびNSF認識ルータでサポートされます。
NSF対応ルータでは、ステートフルスイッチオーバー（SSO）処理（グレースフルリスター
ト）を実行し、その処理が完了するまでルーティングテーブル情報を保持することによってピ

アの再起動を支援できます。NSF対応ルータは NSF対応ルータと同様に機能しますが、SSO
処理を実行することはできません。

BGPグレースフルリスタート機能は、Cisco IOSソフトウェアのサポートバージョンがインス
トールされている場合、デフォルトで有効になっています。この機能のデフォルトのタイマー

値は、ほとんどのネットワーク構成にとって最適です。これらの値は、経験豊富なネットワー

クオペレータのみが調整することを推奨します。タイマー値を調整する場合、再起動タイマー

は、OPENメッセージ内にある保持時間を超える値に設定してはなりません。連続した再起動
動作が発生する場合、以前に古くなったとしてマークされたルート（再起動するルータからの

ルート）が削除されます。

BGPグレースフルリスタート機能をイネーブルにするために、restartと stalepathのタイマー値
を変更する必要はありません。デフォルト値はほとんどのネットワーク構成にとって最適な値

であり、これらの値は経験豊富なネットワークオペレータのみが調整すべきです。

（注）

例 次の例では、BGPグレースフルリスタート機能が有効になっています。

Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# bgp graceful-restart

次の例では、再起動タイマーが 130秒に設定されています。

Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# bgp graceful-restart restart-time 130

次の例では、stalepathタイマーが 350秒に設定されています。

Device# configure terminal

IPユニキャストルーティングコマンド
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Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# bgp graceful-restart stalepath-time 350

次の例では、extendedキーワードを使用しています。

Device# configure terminal
Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# bgp graceful-restart extended

関連コマンド 表 7 :

説明コマンド

BGPルーティングテーブル内のエントリを表
示します。

showipbgp

ネイバーへのTCP接続およびBGP接続につい
ての情報を表示します。

showipbgpneighbors

IPユニキャストルーティングコマンド
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clear proximity ip bgp
ハードまたはソフト再構成を使用して Border Gateway Protocol（BGP）接続をリセットするに
は、特権 EXECモードで clearproximityipbgpコマンドを使用します。

clear proximity ip bgp {*|allautonomous-system-numberneighbor-address|peer-group group-name}
[{in [prefix-filter]|out|slow|soft [{in [prefix-filter]|out|slow}]}]

構文の説明 現在のすべてのBGPセッションをリセットすることを指定します。*

（任意）すべてのアドレスファミリセッションのリセットを指定

します。

all

すべての BGPピアセッションがリセットされる自律システムの番
号。番号の範囲は 1～ 65535です。

• Cisco IOSリリース 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、
12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、Cisco IOS XEリリース 2.4、およ
びそれ以降のリリースでは、4バイト自律システム番号の形式
として asplain表記（65536～ 4294967295）と asdot表記（1.0
～ 65535.65535）がサポートされています。

• Cisco IOSリリース 12.0(32)S12、12.4(24)T、およびCisco IOSXE
リリース2.3では、4バイト自律システム番号の形式としてasdot
表記（1.0～ 65535.65535）のみがサポートされています。

自律システムの番号形式の詳細については、routerbgpコマンドを
参照してください。

autonomous-system-number

指定された BGPネイバーのみをリセットすることを指定します。
この引数の値には、IPv4アドレスまたは IPv6アドレスを指定でき
ます。

neighbor-address

指定された BGPピアグループのみをリセットすることを指定しま
す。

peer-group group-name

（オプション）インバウンド再構成を開始します。inと outのどち
らのキーワードも指定しない場合は、インバウンドとアウトバウン

ドの両方のセッションがリセットされます。

in

（任意）既存のアウトバウンドルートフィルタ（ORF）プレフィッ
クスリストを消去して、新しいルートリフレッシュまたはソフト

再構成をトリガーします。これにより、ORFプレフィックスリス
トが更新されます。

prefix-filter

IPユニキャストルーティングコマンド
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（オプション）インバウンド再構成またはアウトバウンド再構成を

開始します。inと outのどちらのキーワードも指定しない場合は、
インバウンドとアウトバウンドの両方のセッションがリセットされ

ます。

out

（オプション）低速ピアのステータスを強制的にクリアして、元の

アップデートグループに移します。

slow

（任意）ソフトリセットを開始します。セッションを切断しませ

ん。

soft

コマンドモード
特権 EXEC（#）

コマンド履歴 表 8 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン clearproximityipbgpコマンドを使用して、ハードリセットまたはソフト再構成を開始できま
す。ハードリセットは、指定されたピアリングセッションを切断して再構築し、BGPルーティ
ングテーブルを再構築します。ソフト再構成は、保存されたプレフィックス情報を使用し、既

存のピアリングセッションを切断せずに BGPルーティングテーブルの再構成とアクティブ化
を行います。ソフト再構成では、保存されているアップデート情報が使用されます。アップ

デートを保存するために追加のメモリが必要になりますが、ネットワークを中断せずに、新し

い BGPポリシーを適用することができます。ソフト再構成は、インバウンドセッション、ま
たはアウトバウンドセッションに対して設定できます。

clearproximityipbgpコマンドで使用できる一部のキーワードが複雑であるため、一部のキー
ワードは、別のコマンドとして説明します。個別に文書化された複雑なキーワードはすべて

clearipbgpで始まります。たとえば、IPv4アドレスファミリセッション内のすべての BGPネ
イバーに対してハードまたはソフト再構成を使用して BGP接続をリセットする方法について
は、clearipbgpipv4コマンドを参照してください。

（注）

保存された情報から更新を生成する

BGPセッションをリセットせずに（ダイナミックではなく）保存されたアップデート情報から
新しいインバウンドアップデートを生成するには、neighborsoft-reconfigurationinboundコマ
ンドを使用してローカルBGPルータを事前に設定する必要があります。この事前設定により、
インバウンドポリシーによって更新が受け入れられているかどうかにかかわらず、ソフトウェ

アは受信したすべての更新を変更なしで格納します。更新を保存するとメモリを消費するの

で、可能な場合は避けるべきです。
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アウトバウンド BGPソフト設定にはメモリのオーバーヘッドがなく、事前設定は必要ありま
せん。新しいインバウンドポリシーを有効にするために、BGPセッションの反対側でアウト
バウンドの再構成をトリガーすることができます。

次のいずれかの変更が発生するたびに、このコマンドを使用します。

• BGP関連のアクセスリストへの追加または変更

• BGP関連ウェイトの変更

• BGP関連配布リストの変更

• BGP関連ルートマップの変更

ダイナミックインバウンドソフトリセット

これは RFC 2918に定義されているルートリフレッシュ機能で、サポートしているピアへの
ルートリフレッシュ要求を交換することにより、ローカルルータがインバウンドルーティン

グテーブルを動的にリセットできるようにするものです。中断を伴わないポリシー変更につい

ては、ルートリフレッシュ機能がアップデート情報をローカルに保存することはありません。

その代わり、サポートしているピアとの動的な交換に依存します。ルートリフレッシュは、

BGP機能のネゴシエーションによってアドバタイズされます。すべての BGPルータが、ルー
トリフレッシュ機能をサポートしていなければなりません。

BGPルータがこの機能をサポートしているか確認するには、showipbgpneighborsコマンドを
使用します。ルータがルートリフレッシュ機能をサポートしている場合、次のメッセージが出

力されます。

Received route refresh capability from peer.

すべての BGPルータがルートリフレッシュ機能をサポートしている場合は、inキーワードを
指定して clear proximityip bgpコマンドを使用します。ルートリフレッシュ機能がサポートさ
れている場合は、ソフトリセットが自動的に行われるため、softキーワードを使用する必要は
ありません。

ソフトリセット（インバウンドまたはアウトバウンド）を設定した後、BGPルーティングプ
ロセスがメモリを保持するのは正常です。保持されるメモリの量は、ルーティングテーブルの

サイズと使用されるメモリチャンクの割合によって異なります。部分的に使用されているメモ

リチャンクは、グローバルルータプールからより多くのメモリが割り当てられる前に使用ま

たは解放されます。

（注）

例 次の例では、ネイバー 10.100.0.1とのインバウンドセッションに対してソフト再構成
が開始され、アウトバウンドセッションは影響を受けません。

Device#
clear proximity ip bgp 10.100.0.1 soft in
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次の例では、ルートリフレッシュ機能が BGPネイバールータでイネーブルになって
おり、ネイバー172.16.10.2とのインバウンドセッションに対してソフト再構成が開始
され、アウトバウンドセッションは影響を受けません。

Device#
clear proximity ip bgp 172.16.10.2 in

次の例では、自律システム番号 35700のすべてのルータとのセッションに対してハー
ドリセットが開始されます。

Device#
clear proximity ip bgp 35700

次の例では、asplain表記の4バイト自律システム番号65538のすべてのルータとのセッ
ションに対してハードリセットが開始されます。この例では、Cisco IOS Release
12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、Cisco IOS XE
Release 2.4またはそれ以降のリリースが必要です。

Device#
clear proximity ip bgp 65538

次の例では、asdot表記の4バイト自律システム番号1.2のすべてのルータとのセッショ
ンに対してハードリセットが開始されます。この例では、Cisco IOS Release
12.0(32)SY8、12.0(32)S12、12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、12.4(24)T、およ
び Cisco IOS XE Release 2.3またはそれ以降のリリースが必要です。

Device#
clear proximity ip bgp 1.2

関連コマンド 説明コマンド

ダイナミックに検出した低速ピアを低

速アップデートグループに移動しま

す。

bgpslow-peersplit-update-groupdynamicpermanent

IPv4アドレスファミリセッションの
ハードまたはソフト再構成を使用して

BGP接続をリセットします。

clearipbgpipv4

IPv6アドレスファミリセッションの
ハードまたはソフト再構成を使用して

BGP接続をリセットします。

clearipbgpipv6

VPNv4アドレスファミリセッション
のハードまたはソフト再構成を使用し

て BGP接続をリセットします。

clearipbgpvpnv4
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説明コマンド

VPNv6アドレスファミリセッション
のハードまたはソフト再構成を使用し

て BGP接続をリセットします。

clearipbgpvpnv6

ダイナミックに検出した低速ピアを低

速アップデートグループに移動しま

す。

neighborslow-peersplit-update-groupdynamicpermanent

アップデートの格納を開始するよう

に、Cisco IOSソフトウェアを設定し
ます。

neighborsoft-reconfiguration

BGPルーティングプロセスを設定し
ます。

routerbgp

BGPルーティングテーブル内のエン
トリを表示します。

showipbgp

ネイバーに対する BGP接続と TCP接
続に関する情報を表示します。

showipbgpneighbors

ダイナミックに検出した低速ピアを低

速アップデートグループに移動しま

す。

slow-peersplit-update-groupdynamicpermanent
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default-information originate（OSPF）
デフォルト外部ルートを Open Shortest Path First（OSPF）ルーティングドメイン内に生成する
には、ルータコンフィギュレーションモードまたはルータアドレスファミリトポロジコン

フィギュレーションモードでdefault-informationoriginateコマンドを使用します。この機能を
ディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

default-information originate [always] [metric metric-value] [metric-type type-value] [route-map
map-name]
no default-information originate [always] [metric metric-value] [metric-type type-value]
[route-map map-name]

構文の説明 （任意）ソフトウェアにデフォルトルートがあるかどうかにかかわらず、

常に、デフォルトルートをアドバタイズします。

ルートマップを使用する場合、キーワード alwaysには次の例外
が含まれます。ルートマップを使用する場合、OSPFによるデ
フォルトルートの送信は、ルーティングテーブル内にデフォル

トルートが存在するかどうかによって制限されず、alwaysキー
ワードは無視されます。

（注）

always

（任意）デフォルトルートを生成するために使用するメトリック。値を省

略して、default-metricルータコンフィギュレーションコマンドを使用し
て値を指定しない場合、デフォルトのメトリック値は 10になります。使
用される値はプロトコル固有です。

metric
metric-value

（任意）OSPFルーティングドメインにアドバタイズされる、デフォルト
ルートに関連付けられた外部リンクタイプ次のいずれかの値を指定できま

す。

•タイプ 1外部ルート。

•タイプ 2外部ルート。

デフォルトはタイプ 2外部ルートです。

metric-type
type-value

（任意）ルーティングプロセスは、ルートマップが満たされている場合

にデフォルトルートを生成します。

route-map
map-name

コマンドデフォルト このコマンドは、デフォルトでディセーブルになっています。OSPFルーティングドメイン内
にデフォルト外部ルートは生成されません。

コマンドモード ルータコンフィギュレーション（config-router）ルータアドレスファミリトポロジコンフィ
ギュレーション（config-router-af-topology）

コマンド履歴 このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a
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使用上のガイドライン redistributeまたは default-informationルータコンフィギュレーションコマンドを使用して、
OSPFルーティングドメインにルートを再配布する場合、Cisco IOSソフトウェアは自動的に
自律システム境界ルータ（ASBR）になります。ただし、デフォルトでは、ASBRはデフォル
トルートを OSPFルーティングドメインに生成しません。キーワード alwaysを指定した場合
を除き、ソフトウェアには、デフォルトルートを生成する前に、自身のためにデフォルトルー

トが設定されている必要があります。

ルートマップを使用する場合、OSPFによるデフォルトルートの送信は、ルーティングテー
ブル内にデフォルトルートが存在するかどうかによって制限されません。

Release 12.2(33)SRB

Multitopology Routing（MTR）機能を使用する予定の場合は、この OSPFルータコンフィギュ
レーションコマンドをトポロジ対応にするために、ルータアドレスファミリトポロジコン

フィギュレーションモードで default-informationoriginateコマンドを実行する必要がありま
す。

例 次に、OSPFルーティングドメインに再配布されるデフォルトルートのメトリックを
100に指定し、外部メトリックタイプをタイプ 1に指定する例を示します。

Device ospf 109
redistribute eigrp 108 metric 100 subnets
default-information originate metric 100 metric-type 1

関連コマンド 説明コマンド

Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）プロセスに外部情報
またはデフォルト情報を受け入れます。

default-information

ルートのデフォルトメトリック値を設定します。default-metric

ルートを 1つのルーティングドメインから他のルーティングドメインに
再配布します。

redistribute(IP)
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default-metric（BGP）
Border Gateway Protocol（BGP）に再配布されたルートのデフォルトメトリックを設定するに
は、アドレスファミリまたはルータコンフィギュレーションモードで default-metricコマン
ドを使用します。設定した値を削除し、BGPをデフォルト操作に戻すには、このコマンドの
no形式を使用します。

default-metric number
no default-metric number

構文の説明 再配布されたルートに適用されるデフォルトメトリック値。この引数の値の範囲は 1
～ 4294967295です。

number

コマンドデフォルト このコマンドが設定されていない場合、またはこのコマンドのno形式を入力した場合のデフォ
ルト動作は次のとおりです。

•再配布される内部ゲートウェイプロトコル（IGP）ルートのメトリックは、内部 BGP
（iBGP）メトリックに等しい値に設定されます。

•再配布される、接続されたルートとスタティックルートのメトリックは、0に設定されま
す。

このコマンドを有効にすると、再配布された接続ルートのメトリックは 0に設定されます。

コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション（config-router-af）

ルータコンフィギュレーション（config-router）

コマンド履歴 表 9 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン default-metricコマンドを使用して、BGPに再配布されたルートのメトリック値を設定し、受
信後に内部的に iBGPピアにアドバタイズされる任意の外部 BGP（eBGP）ルートに適用でき
ます。

この値は、ベストパス選択プロセス中にBGPによって評価されるMultiExitDiscriminator（MED）
です。MEDは、ローカル自律システム（AS）および隣接 AS内でのみ処理される非推移的な
値です。デフォルトのメトリックは、受信したルートにMED値がある場合には設定されませ
ん。
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イネーブルの場合、default-metricコマンドは、再配布された接続ルートに 0のメトリック値
を適用します。default-metricコマンドは、redistributeコマンドで適用されるメトリック値を
上書きしません。

（注）

例 次の例では、OSPFからBGPに再配布されるルートに 1024のメトリックが設定されて
います。

Device(config)# router bgp 50000
Device(config-router)# address-family ipv4 unicast

Device(config-router-af)# default-metric 1024
Device(config-router-af)# redistribute ospf 10
Device(config-router-af)# end

次の設定例と出力例では、受信されて内部的に iBGPピアにアドバタイズされる eBGP
ルートに対してメトリック 300が設定されています。

Device(config)# router bgp 65501
Device(config-router)# no synchronization
Device(config-router)# bgp log-neighbor-changes
Device(config-router)# network 172.16.1.0 mask 255.255.255.0
Device(config-router)# neighbor 172.16.1.1 remote-as 65501
Device(config-router)# neighbor 172.16.1.1 soft-reconfiguration inbound
Device(config-router)# neighbor 192.168.2.2 remote-as 65502
Device(config-router)# neighbor 192.168.2.2 soft-reconfiguration inbound
Device(config-router)# default-metric 300
Device(config-router)# no auto-summary

上記の設定後、showipbgpneighborsreceived-routesコマンドの出力に示すように、
192.168.2.2の eBGPピアからいくつかのルートが受信されます。

Device# show ip bgp neighbors 192.168.2.2 received-routes

BGP table version is 7, local router ID is 192.168.2.1
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 172.17.1.0/24 192.168.2.2 0 65502 i

192.168.2.2の eBGPピアから受信したルートが内部的に iBGPピアにアドバタイズされ
た後、showipbgpneighborsreceived-routesコマンドの出力は、これらのルートに対して
メトリック（MED）が 300に設定されたことを示します。

Device# show ip bgp neighbors 172.16.1.2 received-routes
BGP table version is 2, local router ID is 172.16.1.1
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
* i172.16.1.0/24 172.16.1.2 0 100 0 i
* i172.17.1.0/24 192.168.2.2 300 100 0 65502 i
Total number of prefixes 2
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関連コマンド 説明コマンド

ルートを 1つのルーティングドメインから他のルーティングドメインに再配
布します。

redistribute(IP)
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distance（OSPF）
アドミニストレーティブディスタンスを定義するには、ルータコンフィギュレーションモー

ドまたは VRFコンフィギュレーションモードで distanceコマンドを使用します。distanceを
削除し、システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

distance weight
[ip-address wildcard-mask [access-list name]]
no distance weight ip-address wildcard-mask [access-list-name]

構文の説明 アドミニストレーティブディスタンス。範囲は 10～ 255です。単独で使用さ
れる場合、weight引数は、ルーティング情報ソースに他の指定がない場合にソ
フトウェアが使用するデフォルトのアドミニストレーティブディスタンスを

指定します。アドミニストレーティブディスタンスが255のルートはルーティ
ングテーブルに格納されません。「使用上のガイドライン」の項の表に、デ

フォルトのアドミニストレーティブディスタンスがリストされています。

weight

（任意）4分割ドット付き 10進表記の IPアドレス。ip-address

（任意）4分割ドット付き 10進表記のワイルドカードマスク。wildcard-mask
引数でビットが 1に設定されている場合、ソフトウェアは、アドレス値で対
応するビットを無視します。

wildcard-mask

（任意）着信ルーティングアップデートに適用される IPアクセスリストの名
前。

access-list-name

コマンドデフォルト このコマンドが指定されていない場合、アドミニストレーティブディスタンスはデフォルトに

なります。「使用上のガイドライン」の項の表に、デフォルトのアドミニストレーティブディ

スタンスがリストされています。

コマンドモード ルータコンフィギュレーション（config-router）

VRFコンフィギュレーション（config-vrf）

コマンド履歴 表 10 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられている
ユーザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンド

を使用できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

アドミニストレーティブディスタンスは、10～ 255の整数です。通常は、値が大きいほど、
信頼性の格付けが下がります。255のアドミニストレーティブディスタンスは、ルーティング
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情報源がまったく信頼できないため、無視すべきであることを意味します。重み値は主観的に

選択します。重み値を選択するための定量的方法はありません。

アクセスリストがこのコマンドで使用される場合、ネットワークがルーティングテーブルに

挿入されるときに適用されます。この動作により、ルーティング情報を提供する IPプレフィッ
クスに基づいてネットワークをフィルタリングできます。たとえば、管理制御下にないネット

ワーキングデバイスからの、間違っている可能性があるルーティング情報をフィルタリングで

きます。

distanceコマンドを実行する順序は、「例」の項に示すように、割り当てられるアドミニスト
レーティブディスタンスに影響を与える可能性があります。次の表に、デフォルトのアドミニ

ストレイティブディスタンスを示します。

表 11 :デフォルトのアドミニストレーティブディスタンス

デフォルト距離レートソース

0接続されているインターフェイス

0インターフェイスからのスタティックルート

1ネクストホップへのスタティックルート

5EIGRP集約ルート

20外部 BGP

90内部 EIGRP

110OSPF

115IS-IS

120RIPバージョン 1および 2

170外部 EIGRP

200内部 BGP

255不明（Unknown）

タスク ID

動作タスク ID

読み取り、書き込みospf

例 次の例では、router ospfコマンドを使用して、Open Shortest Path First（OSPF）ルー
ティングインスタンス 1を設定しています。最初の distanceコマンドは、デフォルト
のアドミニストレーティブディスタンスを 255に設定します。つまり、ソフトウェア
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は、明示的なディスタンスが設定されていないネットワーキングデバイスからのすべ

てのルーティングアップデートを無視します。2番目の distanceコマンドは、ネット
ワーク 192.168.40.0上のすべてのデバイスのアドミニストレーティブディスタンスを
90に設定します。

Device# configure terminal
Device (config)# router ospf 1
Device (config-ospf)# distance 255
Device (config-ospf)# distance 90 192.168.40.0 0.0.0.255

関連コマンド 説明コマンド

BGPノードへの最適なルートである可能性がある、外部、内部およびローカル
アドミニストレーティブディスタンスの使用を許可します。

distance
bgp

OSPFノードへの最適なルートである可能性がある、外部、内部およびローカル
アドミニストレーティブディスタンスの使用を許可します。

distance
ospf

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf
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eigrp log-neighbor-changes
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）隣接関係の変更のロギングをイネーブルに
するには、ルータコンフィギュレーションモード、アドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモード、またはサービスファミリコンフィギュレーションモードでeigrplog-neighbor-changes
コマンドを使用します。EIGRP隣接関係の変化に関するロギングをディセーブルにするには、
このコマンドの no形式を使用します。

eigrp log-neighbor-changes
no eigrp log-neighbor-changes

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト 隣接関係の変更がロギングされます。

コマンドモード ルータコンフィギュレーション（config-router）アドレスファミリコンフィギュレーション
（config-router-af）サービスファミリコンフィギュレーション（config-router-sf）

コマンド履歴 表 12 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン このコマンドは、ルーティングシステムの安定性を監視して問題の検出に役立てるために、ネ

イバールータとの隣接関係の変更のロギングをイネーブルにします。デフォルトでは、ロギン

グはイネーブルです。隣接関係の変更のロギングをディセーブルにするには、このコマンドの

no形式を使用します。

EIGRPアドレスファミリ隣接関係の変更のロギングをイネーブルにするには、アドレスファ
ミリコンフィギュレーションモードで eigrplog-neighbor-changesコマンドを使用します。

EIGRPサービスファミリ隣接関係の変更のロギングをイネーブルにするには、サービスファ
ミリコンフィギュレーションモードで eigrplog-neighbor-changesコマンドを使用します。

例 次の設定は、EIGRPプロセス 209について隣接関係の変更のロギングをディセーブル
にします。

Device(config)# router eigrp 209
Device(config-router)# no eigrp log-neighbor-changes

次の設定は、EIGRPプロセス 209について隣接関係の変更のロギングをイネーブルに
します。

Device(config)# router eigrp 209
Device(config-router)# eigrp log-neighbor-changes
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次に、自律システム 4453で EIGRPアドレスファミリの隣接の変更のロギングをディ
セーブルにする例を示します。

Device(config)# router eigrp virtual-name
Device(config-router)# address-family ipv4 autonomous-system 4453
Device(config-router-af)# no eigrp log-neighbor-changes
Device(config-router-af)# exit-address-family

次の設定は、EIGRPサービスファミリプロセス 209について隣接関係の変更のロギン
グをイネーブルにします。

Device(config)# router eigrp 209
Device(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 4453
Device(config-router-sf)# eigrp log-neighbor-changes
Device(config-router-sf)# exit-service-family

関連コマンド 説明コマンド

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始して、EIGRP
ルーティングインスタンスを設定します。

address-family(EIGRP)

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを終了します。exit-address-family

サービスファミリコンフィギュレーションモードを終了します。exit-service-family

EIGRPルーティングプロセスを設定します。routereigrp

サービスファミリコンフィギュレーションモードを指定します。service-family

IPユニキャストルーティングコマンド
33

IPユニキャストルーティングコマンド
eigrp log-neighbor-changes



ip authentication key-chain eigrp
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）パケットの認証を有効にするには、イン
ターフェイスコンフィギュレーションモードで ipauthenticationkey-chaineigrpコマンドを使
用します。このような認証をディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用します。

ip authentication key-chain eigrp as-number key-chain
no ip authentication key-chain eigrp as-number key-chain

構文の説明 認証が適用される自律システム番

号

as-number

認証キーチェーン名key-chain

コマンドデフォルト EIGRPパケットには認証は適用されません。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）仮想ネットワークインターフェイス
（config-if-vnet）

コマンド履歴 表 13 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

例 次に、自律システム 2に認証を適用し、SPORTSというキーチェーン名を識別する例
を示します。

ip authentication key-chain eigrp 2 SPORTS

関連コマンド 説明コマンド

キーチェーンの認証キーが有効として受信される期間を設定しま

す。

accept-lifetime

EIGRPパケットで使用される認証タイプを指定します。ipauthenticationmodeeigrp

キーチェーンの認証キーを識別します。key

ルーティングプロトコルの認証をイネーブルにします。keychain

キーの認証文字列を指定します。key-string(authentication)

キーチェーンの認証キーが有効に送信される期間を設定します。send-lifetime
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ip authentication mode eigrp
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）パケットに使用される認証タイプを指定す
るには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで ipauthenticationmodeeigrpコマ
ンドを使用します。認証タイプをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

ip authentication mode eigrp as-number md5
no ip authentication mode eigrp as-number md5

構文の説明 自律システム（AS）番号。as-number

キー付きMessageDigest 5（MD5）認証。md5

コマンドデフォルト EIGRPパケットには認証は適用されません。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）仮想ネットワークインターフェイス
（config-if-vnet）

コマンド履歴 表 14 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン 認証を設定して、未承認のソースによる無許可または不正なルーティングメッセージの導入を

防ぎます。認証が設定される際に、MD5キー付きダイジェストが指定された自律システム内
の各 EIGRPパケットに追加されます。

例 次に、自律システム 10にある EIGRPパケットでMD5認証を使用するためにインター
フェイスを設定する例を示します。

ip authentication mode eigrp 10 md5

関連コマンド 説明コマンド

キーチェーンの認証キーが有効として受信される期間を設定し

ます。

accept-lifetime

EIGRPパケットの認証をイネーブルにします。ipauthenticationkey-chaineigrp

キーチェーンの認証キーを識別します。key

ルーティングプロトコルの認証をイネーブルにします。keychain
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説明コマンド

キーの認証文字列を指定します。key-string(authentication)

キーチェーンの認証キーが有効に送信される期間を設定しま

す。

send-lifetime
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ip bandwidth-percent eigrp
インターフェイス上でEnhanced InteriorGatewayRouting Protocol（EIGRP）で使用される可能性
ある帯域幅の割合を設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで

ipbandwidth-percenteigrpコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの
no形式を使用します。

ip bandwidth-percent eigrp as-number percent
no ip bandwidth-percent eigrp as-number percent

構文の説明 自律システム（AS）番号。as-number

EIGRPで使用できる帯域幅のパーセン
ト

percent

コマンドデフォルト EIGRPでは、利用可能な帯域幅の 50%を使用できます。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）仮想ネットワークインターフェイス
（config-if-vnet）

コマンド履歴 表 15 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン bandwidthインターフェイスコンフィギュレーションコマンドで定義されているように、
EIGRPはリンクの帯域幅を 50%まで使用します。このコマンドは、帯域幅のその他のフラク
ションが必要な場合に使用できます。100%を超える値が設定されている可能性があることに
注意してください。他の理由で帯域幅が意図的に低く設定されている場合、この設定オプショ

ンは便利な場合があります。

例 次に、EIGRPで、自律システム 209の 56-kbpsシリアルリンクを最大 75%（42 kbps）
使用できるようにする例を示します。

Device(config)# interface serial 0
Device(config-if)# bandwidth 56
Device(config-if)# ip bandwidth-percent eigrp 209 75

関連コマンド 説明コマンド

インターフェイスの帯域幅値を設定します。bandwidth(interface)
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ip community-list
BGPコミュニティリストを設定し、コミュニティ値に基づいて許可または拒否するルートを
制御するには、グローバルコンフィギュレーションモードで ip community-listコマンドを使
用します。コミュニティリストを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

標準コミュニティリスト
ip community-list {standard|standard list-name} {deny|permit} [community-number] [AA:NN]
[internet] [local-as] [no-advertise] [no-export] [gshut]
no ip community-list {standard|standard list-name}

拡張コミュニティリスト
ip community-list {expanded|expanded list-name} {deny|permit} regexp
no ip community-list {expanded|expanded list-name}

構文の説明 コミュニティの 1つ以上
の許可または拒否グルー

プを識別する 1～ 99まで
の標準のコミュニティリ

スト番号。

standard

標準コミュニティリスト

を設定します。

standard list-name

指定されたコミュニティ

（複数の場合あり）に一

致するルートを拒否しま

す。

deny

指定されたコミュニティ

（複数の場合あり）に一

致するルートを許可しま

す。

permit

（任意）1～ 4294967200
の範囲の 32ビットの番
号。1つのコミュニティ、
または複数のコミュニティ

をそれぞれスペースで区

切って入力できます。

community-number
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（任意）4バイトの新コ
ミュニティ形式で入力す

る自律システム番号およ

びネットワーク番号。こ

の値は、コロンで区切ら

れた 2バイトの数 2つで
設定されます。2バイトの
数ごとに 1～ 65535の数
を入力できます。1つのコ
ミュニティ、または複数

のコミュニティをそれぞ

れスペースで区切って入

力できます。

AA:NN

（任意）インターネット

コミュニティを指定しま

す。このコミュニティの

ルートは、すべてのピア

（内部および外部）にア

ドバタイズされます。

internet

（任意）local-asコミュニ
ティを指定します。コミュ

ニティのあるルートは、

ローカル自律システムの

一部であるピアへのみ、

または連合のサブ自律シ

ステム内のピアへのみア

ドバタイズされます。こ

れらのルートは、外部ピ

アや、連合内の他のサブ

自律システムにはアドバ

タイズされません。

local-as

（任意）no-advertiseコ
ミュニティを指定します。

このコミュニティのある

ルートはピア（内部また

は外部）にはアドバタイ

ズされません。

no-advertise
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（任意）no-exportコミュ
ニティを指定します。こ

のコミュニティのあるルー

トは、同じ自律システム

内のピアへのみ、または

連合内の他のサブ自律シ

ステムへのみアドバタイ

ズされます。これらのルー

トは外部ピアにはアドバ

タイズされません。

no-export

（任意）グレースフル

シャットダウン

（GSHUT）コミュニティ
を指定します。

gshut

コミュニティの 1つ以上
の許可または拒否グルー

プを識別する 100～ 500
までの拡張コミュニティ

リスト番号。

expanded

拡張コミュニティリスト

を設定します。

expanded list-name

入力ストリングとの照合

パターンの指定に使用さ

れる正規表現。

正規表現を使用

できるのは拡張

コミュニティリ

ストだけです。

（注）

regexp

コマンドデフォルト BGPコミュニティの交換はデフォルトではイネーブルになりません。

コマンドモード
グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 表 16 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a
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使用上のガイドライン ipcommunity-listコマンドは、1つ以上のコミュニティ値に基づいて BGPルートをフィルタリ
ングするために使用されます。BGPコミュニティ値は 32ビット数値（古い形式）または 4バ
イト数値（新しい形式）として設定されます。新しいコミュニティ形式は、

ipbgp-communitynew-formatコマンドをグローバルコンフィギュレーションモードで入力し
た場合に、イネーブルになります。新しいコミュニティ形式は、4バイト値で構成されます。
先頭の 2バイトは自律システム番号を表し、末尾の 2バイトはユーザ定義のネットワーク番号
を表します。名前付きおよび番号付きコミュニティリストがサポートされます。

BGPコミュニティの交換はデフォルトではイネーブルになりません。BGPピア間の BGPコ
ミュニティ属性の交換は、neighborsend-communityコマンドを使用してネイバー単位でイネー
ブルになります。BGPコミュニティ属性は、RFC 1997およびRFC 1998に定義されています。

このコマンドまたは setcommunityコマンドで他のコミュニティ値が設定されるまで、デフォ
ルトではすべてのルータまたはプレフィックスにインターネットコミュニティが適用されま

す。

ルートマップを使用してコミュニティリストを参照し、ポリシールーティングや設定値を適

用します。

コミュニティリストの処理

特定のコミュニティセットと照合するように permit値が設定されている場合は、デフォルト
で、コミュニティリストが他のすべてのコミュニティ値に対して暗黙拒否に設定されます。ア

クセスリストとは異なり、コミュニティリストには denyステートメントのみを含めることが
可能です。

•同じ ip community-listステートメントに複数のコミュニティを設定すると、論理 AND条
件が作成されます。ルートのすべてのコミュニティ値は、AND条件を満たすためにコミュ
ニティリストステートメントのコミュニティと一致する必要があります。

•独立した ip community-listステートメントに複数のコミュニティを設定すると、論理 OR
条件が作成されます。条件に一致する最初のリストが処理されます。

標準コミュニティリスト

標準コミュニティリストは、既知のコミュニティや特定のコミュニティ番号の設定に使用され

ます。標準コミュニティリストでは、最大 16のコミュニティを設定できます。16を超えるコ
ミュニティを設定しようとすると、制限数を超えた後続のコミュニティは処理されないか、ま

たは実行コンフィギュレーションファイルに保存されます。

拡張コミュニティリスト

拡張コミュニティリストは正規表現によるフィルタコミュニティに使用されます。正規表現

は、コミュニティ属性の照合パターンの設定に使用されます。*または +の文字を使用した照
合の順序は、最長のコンストラクトが最初になります。入れ子のコンストラクトは外側から内

側へと照合されます。連結コンストラクトは左側から順に照合されます。ある正規表現が、1
つの入力ストリングの異なる2つの部分と一致する可能性がある場合、早く入力された部分が
最初に一致します。正規表現の設定の詳細については、『Terminal ServicesConfigurationGuide』
の付録「Regular Expressions」を参照してください。
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例 次の例では、標準コミュニティリストが、自律システム 50000のネットワーク 10か
らのルートを許可するように設定されます。

Device(config)# ip community-list 1 permit 50000:10

次の例では、同じ自律システムのピアか、同じ連合内のサブ自律システムのピアから

のルートのみを許可するように、標準コミュニティリストが設定されます。

Device(config)# ip community-list 1 permit no-export

次の例では、標準コミュニティリストが、自律システム 65534内のネットワーク 40
からのコミュニティと自律システム 65412内のネットワーク 60からのコミュニティを
搬送するルートを拒否するように設定されます。この例は、論理 AND条件を示して
います。すべてのコミュニティ値が一致しないとリストが処理されません。

Device(config)# ip community-list 2 deny 65534:40 65412:60

次の例では、名前付き標準コミュニティリストが、ローカル自律システム内のすべて

のルートを許可する、または、自律システム 40000内のネットワーク 20からのルート
を許可するように設定されます。この例は、論理 OR条件を示しています。最初の一
致が処理されます。

Device(config)# ip community-list standard RED permit local-as
Device(config)# ip community-list standard RED permit 40000:20

次の例では、GSHUTコミュニティとのルートを拒否し、ローカルASコミュニティと
のルートを許可する標準コミュニティリストが設定されています。この例は、論理

OR条件を示しています。最初の一致が処理されます。

Device(config)# ip community-list 18 deny gshut
Device(config)# ip community-list 18 permit local-as

次の例では、拡張コミュニティリストが、プライベート自律システムからのコミュニ

ティを持つルートを拒否するように設定されています。

Device(config)# ip community-list 500 deny _64[6-9][0-9][0-9]_|_65[0-9][0-9][0-9]_

次の例では、名前付き拡張コミュニティリストが、自律システム 50000のネットワー
ク 1～ 99のルートを拒否するように設定されています。

Device(config)# ip community-list expanded BLUE deny 50000:[0-9][0-9]_

関連コマンド 説明コマンド

ルートのコミュニティと一致する必要がある BGPコミュニティを
定義します。

matchcommunity

ネイバーとの BGPコミュニティ交換を可能にします。neighborsend-community

BGPグレースフルシャットダウン機能を設定します。neighborshutdowngraceful

IPユニキャストルーティングコマンド
42

IPユニキャストルーティングコマンド
ip community-list



説明コマンド

あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロトコルへ

ルートを再配布する条件を定義するか、ポリシールーティングを

イネーブルにします。

route-map(IP)

BGPコミュニティ属性を設定します。setcommunity

インバウンドまたはアウトバウンドアップデートのコミュニティ

属性からコミュニティを削除します。

setcomm-listdelete

指定された BGPコミュニティに属するルートを示します。showipbgpcommunity

ローカルに設定された正規表現に一致するルートを表示します。showipbgpregexp
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ip prefix-list
プレフィックスリストを作成したり、プレフィックスリストエントリを追加するには、グロー

バルコンフィギュレーションモードで ip prefix-listコマンドを使用します。プレフィックスリ
ストエントリを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

ip prefix-list {list-name [seq number] {deny|permit} network/length [ge ge-length] [le le-length]|
説明 description|sequence-number}
no ip prefix-list {list-name [seq number] [{deny|permit} network/length [ge ge-length] [le
le-length]]|説明 description|sequence-number}

構文の説明 プレフィックスリストを識別するための名前を設定します。「detail」また
は「summary」という単語は、showipprefix-listコマンドのキーワードであ
るため、リスト名として使用しないでください。

list-name

（任意）プレフィックスリストエントリにシーケンス番号を適用します。seq

（任意）1～ 4294967294の整数。このコマンドを設定するときにシーケン
ス番号が入力されない場合は、デフォルトのシーケンス番号がプレフィック

スリストに適用されます。最初のプレフィックスエントリに番号 5が適用
され、後続の番号のないエントリには 5ずつ増えた番号が適用されます。

number

一致した条件へのアクセスを拒否します。deny

一致した条件へのアクセスを許可します。permit

ネットワークアドレスおよびネットワークマスクの長さ（ビット単位）を

設定します。ネットワーク番号には、任意の有効な IPアドレスまたはプレ
フィックスを指定できます。ビットマスクは 1から 32までの番号を使用で
きます。

network / length

（任意）引数 ge-lengthを指定された範囲に適用することにより、範囲の下
限（範囲の説明の「～から」の部分）を指定します。

geキーワードは、演算子の「以上」を表します。（注）

ge

（オプション）照合されるプレフィックスの最小の長さを表します。ge-length

（任意）引数 le-lengthを指定された範囲に適用することにより、範囲の上限
（範囲の説明の「～まで」の部分）を指定します。

leキーワードは、演算子の「以下」を表します。（注）

le

（オプション）照合されるプレフィックスの最大の長さを表します。le-length

（任意）プレフィックスリストに記述名を設定します。説明
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（任意）プレフィックスリストの記述名（1～ 80文字の長さ）。description

（任意）プレフィックスリストのシーケンス番号の使用を有効または無効

にします。

sequence-number

コマンドデフォルト プレフィックスリストまたはプレフィックスリストエントリは作成されません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 表 17 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン IPプレフィックスフィルタリングを設定するには、ip prefix-listコマンドを使用します。一致
条件に基づいてプレフィックスを許可または拒否するには、プレフィックスリストを permit
または denyキーワードを指定して設定します。どのプレフィックスリストのエントリとも一
致しないトラフィックに暗黙拒否が適用されます。

プレフィックスリストエントリは、IPアドレスとビットマスクで構成されています。IPアド
レスは、クラスフルなネットワーク、サブネット、または単一のホストルート用にできます。

ビットマスクは、1～ 32の数値です。

プレフィックスリストは、完全なプレフィックス長の一致、または geキーワードと leキー
ワードが使用されている場合は範囲内の一致に基づいてトラフィックをフィルタリングするよ

うに設定されます。geキーワードと leキーワードは、プレフィックス長の範囲を指定するた
めに使用され、network/length引数だけを使用するよりも柔軟な設定を提供します。プレフィッ
クスリストは、geキーワードと leキーワードのどちらも指定されていない場合、完全一致を
使用して処理されます。ge値のみが指定されている場合、範囲は ge ge-length引数に入力され
た値から完全な 32ビットの長さまでです。le値のみが指定されている場合、範囲は、
network/length引数に入力された値から le le-length引数までです。ge ge-lengthと le le-lengthの
両方のキーワードと引数が入力された場合、その範囲は ge-length引数と le-length引数に使用
される値の間です。

この動作は、次の式で表すことができます。

length <ge ge-length <le le-length <= 32

シーケンス番号なしで seqキーワードが設定されている場合、デフォルトのシーケンス番号は
5です。このシナリオでは、最初のプレフィックスリストエントリには番号 5が割り当てら
れ、後続のプレフィックスリストエントリは 5ずつ増分します。たとえば、次の 2つのエン
トリはシーケンス番号 10と 15を持ちます。最初のプレフィックスリストエントリにシーケ
ンス番号が入力され、後続のエントリには入力されない場合、後続のエントリ番号は5ずつ増
分します。たとえば、最初に設定されたシーケンス番号が3の場合、後続のエントリは8、13、
および18になります。デフォルトのシーケンス番号を抑制するには、seqキーワードを指定し
て no ip prefix-listコマンドを入力します。
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プレフィックスリストの評価はシーケンス番号が最も小さいからものから開始し、一致するも

のが見つかるまで順番に評価していきます。IPアドレスの一致が見つかると、そのネットワー
クに permitまたは deny文が適用され、リストの残りは評価されません。

最も処理される頻度の高いプレフィックスリスト文のシーケンス番号を最小にすれば、最良の

パフォーマンスを得ることができます。seq numberキーワードと引数はリシーケンスに使用で
きます。

ヒント

neighborprefix-listコマンドを入力すると、特定のピアのインバウンドまたはアウトバウンド
アップデートにプレフィックスリストが適用されます。プレフィックスリストの情報とカウ

ンタは、showipprefix-listコマンドの出力に表示されます。prefix-listカウンタをリセットする
には、clearipprefix-listコマンドを入力します。

例 次の例では、プレフィックスリストがデフォルトルート 0.0.0.0/0を拒否するように設
定されています。

Device(config)# ip prefix-list RED deny 0.0.0.0/0

次の例では、プレフィックスリストが 172.16.1.0/24サブネットからのトラフィックを
許可するように設定されています。

Device(config)# ip prefix-list BLUE permit 172.16.1.0/24

次の例では、プレフィックスリストが 24ビット以下のマスク長を持つ 10.0.0.0/8ネッ
トワークからのルートを許可するように設定されています。

Device(config)# ip prefix-list YELLOW permit 10.0.0.0/8 le 24

次の例では、プレフィックスリストが 25ビット以上のマスク長を持つ 10.0.0.0/8ネッ
トワークからのルートを拒否するように設定されています。

Device(config)# ip prefix-list PINK deny 10.0.0.0/8 ge 25

次の例では、マスク長が 8～ 24ビットの任意のネットワークからのルートを許可する
ようにプレフィックスリストが設定されています。

Device(config)# ip prefix-list GREEN permit 0.0.0.0/0 ge 8 le 24

次の例では、プレフィックスリストが 10.0.0.0/8ネットワークからの任意のマスク長
を持つルートを拒否するように設定されています。

Device(config)# ip prefix-list ORANGE deny 10.0.0.0/8 le 32

関連コマンド 説明コマンド

プレフィックスリストのエントリカウンタをリセットします。clearipprefix-list
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説明コマンド

プレフィックスリストのテキスト説明を追加します。ipprefix-list説明

デフォルトのプレフィックスリストシーケンシングを有効または無効に

します。

ipprefix-listsequence

標準アクセスリストまたは拡張アクセスリストで許可された宛先ネット

ワーク番号アドレスを含むすべてのルートを配布し、パケットに対して

ポリシールーティングを実行します。

matchipaddress

プレフィックスリストを使用して、指定されたネイバーからのルートを

フィルタリングします。

neighborprefix-list

プレフィックスリストまたはプレフィックスリストエントリに関する情

報を表示します。

showipprefix-list
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ip hello-interval eigrp
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）プロセスの Helloインターバルを設定する
には、インターフェイスコンフィギュレーションモードで iphello-intervaleigrpコマンドを使
用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ip hello-interval eigrp as-number seconds
no ip hello-interval eigrp as-number [seconds]

構文の説明 自律システム（AS）番号。as-number

helloインターバル（秒単位）。有効な範囲は1～65535です。seconds

コマンドデフォルト 低速の非ブロードキャストマルチアクセス（NBMA）ネットワークの helloインターバルは 60
秒で、その他のすべてのネットワークは 5秒です。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）仮想ネットワークインターフェイス
（config-if-vnet）

コマンド履歴 表 18 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン デフォルトの 60秒は、低速の NBMAメディアだけに適用されます。低速とは、bandwidthイ
ンターフェイスコンフィギュレーションコマンドで指定されているように、T1以下のレート
のことを指します。EIGRP、フレームリレー、およびスイッチドマルチメガビットデータ
サービス（SMDS）ネットワークはNBMAと見なすことができることに注意してください。こ
れらのネットワークは、インターフェイスで物理マルチキャストを使用するように設定されて

いない場合 NBMAと見なされ、それ以外の場合、NBMAとは見なされません。

例 次に、イーサネットインターフェイスの 0の helloインターバルを 10秒に設定する例
を示します。

Device(config)# interface ethernet 0
Device(config-if)# ip hello-interval eigrp 109 10

関連コマンド 説明コマンド

インターフェイスの帯域幅値を設定します。bandwidth(interface)

自律システム番号によって指定された特定の EIGRPルーティングプロ
セスのホールドタイムを設定します。

iphold-timeeigrp
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ip hold-time eigrp
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）プロセスのホールドタイムを設定するに
は、インターフェイスコンフィギュレーションモードで iphold-timeeigrpコマンドを使用しま
す。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ip hold-time eigrp as-number seconds
no ip hold-time eigrp as-number seconds

構文の説明 自律システム（AS）番号。as-number

ホールド時間（秒単位）。有効な範囲は1～65535です。seconds

コマンドデフォルト EIGRPホールドタイムは、低速の非ブロードキャストマルチアクセス（NBMA）ネットワー
クで 180秒で、その他のすべてのネットワークでは 15秒です。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）仮想ネットワークインターフェイス
（config-if-vnet）

コマンド履歴 表 19 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン 非常に混雑した大規模ネットワークでは、一部のルータおよびアクセスサーバが、デフォルト

ホールドタイム内にネイバーからhelloパケットを受信できない可能性があります。この場合、
ホールドタイムを増やすこともできます。

ホールドタイムは、少なくとも hello間隔の 3倍にすることを推奨します。指定されたホール
ド時間内にルータが helloパケットを受信しなかった場合は、そのルータ経由のルートが使用
できないと判断されます。

ホールドタイムを増やすと、ネットワーク全体のルート収束が遅くなります。

デフォルトの 180秒のホールドタイムと 60秒の helloインターバルは、低速の NBMAメディ
アだけに適用されます。低速とは、bandwidthインターフェイスコンフィギュレーションコ
マンドで指定されているように、T1以下のレートのことを指します。

例 次に、イーサネットインターフェイス 0のホールドタイムを 40秒に設定する例を示
します。

Device(config)# interface ethernet 0
Device(config-if)# ip hold-time eigrp 109 40
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関連コマンド 説明コマンド

インターフェイスの帯域幅値を設定します。bandwidth(interface)

自律システム番号によって指定された EIGRPルーティングプロセスの
helloインターバルを設定します。

iphello-intervaleigrp
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ip next-hop-self eigrp
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）を有効にして、ローカル発信インターフェ
イスアドレスを持つルートをネクストホップとしてアドバタイズするには、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードまたは仮想ネットワークインターフェイスモードで

ipnext-hop-selfeigrpコマンドを使用します。ローカル発信インターフェイスアドレスの代わり
に受信したネクストホップを使用するようEIGRPに指示するには、このコマンドのno形式を
使用します。

ip next-hop-self eigrp as-number
no ip next-hop-self eigrp as-number

構文の説明 自律システム（AS）番
号。

as-number

コマンドデフォルト IP next-hop-self状態が有効になっています。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

仮想ネットワークインターフェイス（config-if-vnet）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji
16.8.1a

使用上のガイドライン デフォルトの設定では、EIGRPは、ルートを学習したインターフェイスと同じインターフェイ
スから戻るルートをアドバタイズする場合も、ネクストホップ値をアドバタイズするルートの

ローカル発信インターフェイスアドレスに設定します。このデフォルトを変更するには、no
ipnext-hop-selfeigrpインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用して、これらの
ルートをアドバタイズするときに受信したネクストホップ値を使用するよう EIGRPに指示す
る必要があります。このポリシーには以下のようないくつかの例外があります。

•トポロジにスポーク間ダイナミックトンネルが必要ない場合は、no ipnext-hop-selfeigrp
コマンドを設定する必要はありません。

•トポロジにスポーク間ダイナミックトンネルが必要な場合は、スポークデバイスのトン
ネルインターフェイスでプロセススイッチングを使用する必要があります。それ以外の

場合は、ダイナミックマルチポイント VPN（DMVPN）で別のルーティングプロトコル
を使用する必要があります。

例 次の例では、ip next-hop-self機能を無効にし、受信したネクストホップ値を使用して
ルートをアドバタイズするようにEIGRPを設定することにより、IPv4クラシックモー
ドコンフィギュレーションでデフォルトのネクストホップ値を変更する方法を示しま

す。
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Device(config)# interface tun 0
Device(config-if)# no ip next-hop-self eigrp 101

関連コマンド 説明コマンド

IPv6ネクストホップがローカル発信インターフェイスであることを
EIGRPデバイスに指示します。

ipv6 next-hop self
eigrp

EIGRPが、ローカル発信インターフェイスアドレスで、ルートをネク
ストホップとしてアドバタイズするようにします。

next-hop-self
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ip ospf database-filter all out
Open Shortest Path First（OSPF）インターフェイスへの発信リンクステートアドバタイズメン
ト（LSA）をフィルタ処理するには、インターフェイスまたは仮想ネットワークインターフェ
イスコンフィギュレーションモードで ipospfdatabase-filteralloutコマンドを使用します。イ
ンターフェイスに対するLSAの転送を元に戻すには、このコマンドのno 形式を使用します。

ip ospf database-filter all out [disable]
no ip ospf database-filter all out

構文の説明 （任意）OSPFインターフェイスへの発信 LSAのフィルタリングを無効にします。す
べての発信 LSAがインターフェイスにフラッディングされます。

このキーワードは、仮想ネットワークインターフェイスモードでのみ使用

できます。

（注）

disable

コマンドデフォルト このコマンドは、デフォルトでディセーブルになっています。すべての発信 LSAがインター
フェイスにフラッディングされます。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

仮想ネットワークインターフェイス（config-if-vnet）

コマンド履歴 表 20 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン このコマンドは、neighbordatabase-filterコマンドがネイバーベースで実行する機能と同じ機
能を実行します。

仮想ネットワークに対して ipospfdatabase-filteralloutコマンドを有効にして無効にする場合
は、仮想ネットワークインターフェイスコンフィギュレーションモードでdisableキーワード
を使用します。

例 次に、イーサネットインターフェイス 0経由で到達可能なブロードキャスト、非ブ
ロードキャスト、ポイントツーポイントネットワークに OSPF LSAがフィルタリング
されないようにする例を示します。

interface ethernet 0
ip ospf database-filter all out
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関連コマンド 説明コマンド

OSPFネイバーへの発信LSAをフィルタします。neighbordatabase-filter
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ip ospf name-lookup
すべての OSPF show EXECコマンド表示で使用するドメインネームシステム（DNS）名を検
索するように Open Shortest Path First（OSPF）を設定するには、グローバルコンフィギュレー
ションモードで ipospfname-lookupコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするに
は、このコマンドの no 形式を使用します。

ip ospf name-lookup
noipospfname-lookup

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト このコマンドは、デフォルトでディセーブルになっています。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン このコマンドを使用するとルータがルータ IDやネイバー IDではなく名前で表示されるため、
ルータを識別しやすくなります。

例 次に、すべての OSPF show EXECコマンドの表示で使用する DNS名を検索するよう
に OSPFを設定する例を示します。

ip ospf name-lookup
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ip split-horizon eigrp
Enhanced InteriorGatewayRouting Protocol（EIGRP）スプリットホライズンを有効にするには、
インターフェイスコンフィギュレーションモードで ipsplit-horizoneigrpコマンドを使用しま
す。スプリットホライズンをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

ip split-horizon eigrp as-number
no ip split-horizon eigrp as-number

構文の説明 自律システム（AS）番
号。

as-number

コマンドデフォルト このコマンドの動作は、デフォルトでイネーブルです。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

仮想ネットワークインターフェイス（config-if-vnet）

コマンド履歴 表 21 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン 設定で EIGRPスプリットホライズンをディセーブルにするには、no ip split-horizon eigrpコマ
ンドを使用します。

例 次の例に、EIGRPスプリットホライズンを有効にする方法を示します。

ip split-horizon eigrp 101

関連コマンド 説明コマンド

スプリットホライズンメカニズムをイネーブルにします。ipsplit-horizon(RIP)

ルーティング情報を交換するネイバールータを定義します。neighbor(EIGRP)
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ip summary-address eigrp
指定されたインターフェイスでEnhanced InteriorGatewayRouting Protocol（EIGRP）のアドレス
集約を設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションまたは仮想ネットワークイ

ンターフェイスコンフィギュレーションモードで ipsummary-addresseigrpコマンドを使用し
ます。設定を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

ip summary-address eigrp as-number ip-address mask [admin-distance] [leak-map name]
no ip summary-address eigrp as-number ip-address mask

構文の説明 自律システム（AS）番号。as-number

インターフェイスに適用されるサマリー IPアドレス。ip-address

サブネットマスク。mask

（任意）アドミニストレーティブディスタンス。範囲は 0～ 255です。

Cisco IOS XEリリース 3.2S以降、admin-distance引数が削除されまし
た。アドミニストレーティブディスタンスを設定するには、

summary-metricコマンドを使用します。

（注）

admin-distance

（任意）サマリー経由でリークするルートを設定するために使用されるルート

マップ参照を指定します。

leak-map
name

コマンドデフォルト • EIGRPサマリールートには、アドミニストレーティブディスタンス 5が適用されます。

• EIGRPは、単一ホストルートに対しても、自動的にネットワークレベルを集約します。

•事前設定されるサマリーアドレスはありません。

• EIGRPのデフォルトのアドミニストレーティブディスタンスメトリックは 90です。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

仮想ネットワークインターフェイスコンフィギュレーション（config-if-vnet）

コマンド履歴 表 22 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン インターフェイスレベルのアドレス集約を設定するには、ipsummary-addresseigrpコマンドを
使用します。EIGRP集約ルートには、アドミニストレーティブディスタンス値 5が割り当て
られます。アドミニストレーティブディスタンスメトリックは、ルーティングテーブルにイ

ンストールすることなくサマリーをアドバタイズするために使用します。
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デフォルトでは、EIGRPはサブネットルートをネットワークレベルに集約します。
noauto-summaryコマンドを入力して、サブネットレベルの集約を設定することができます。

アドミニストレーティブディスタンスが 255に設定されている場合、サマリーアドレスはピ
アにアドバタイズされません。

リークするルートに対する EIGRPのサポート

キーワード leak-mapを設定すると、マニュアルサマリーによって抑制されるコンポーネント
ルートをアドバタイズできるようになります。サマリーの任意のコンポーネントサブセットを

リークできます。ルートマップおよびアクセスリストは、リークされたルートを特定するた

めに定義する必要があります。

不完全な設定を入力した場合、次がデフォルトの動作になります。

•存在しないルートマップを参照するようにキーワード leak-mapを設定する場合、このキー
ワードの設定は無効です。サマリーアドレスはアドバタイズされますが、すべてのコン

ポーネントルートは抑制されます。

•キーワード leak-mapを設定していてもアクセスリストが存在しないかルートマップがア
クセスリストを参照していない場合、サマリーアドレスおよびすべてのコンポーネント

ルートがアドバタイズされます。

仮想ネットワークトランクインターフェイスを設定していて ipsummary-addresseigrpコマン
ドを設定している場合、アドミニストレーティブディスタンスオプションは仮想ネットワー

クサブインターフェイス上の ipsummary-addresseigrpコマンドでサポートされていないため、
コマンドの admin-distance値はトランクインターフェイス上で実行されている仮想ネットワー
クによって継承されません。

例 次の例は、イーサネットインターフェイス 0/0で 192.168.0.0/16サマリーアドレスに
アドミニストレーティブディスタンスを 95に設定する方法を示しています。

Device(config)# router eigrp 1
Device(config-router)# no auto-summary
Device(config-router)# exit
Device(config)# interface Ethernet 0/0
Device(config-if)# ip summary-address eigrp 1 192.168.0.0 255.255.0.0 95

次に、10.2.2.0サマリーアドレスを通じてリークされる 10.1.1.0/24サブネットを設定
する例を示します。

Device(config)# router eigrp 1
Device(config-router)# exit
Device(config)# access-list 1 permit 10.1.1.0 0.0.0.255
Device(config)# route-map LEAK-10-1-1 permit 10
Device(config-route-map)# match ip address 1
Device(config-route-map)# exit
Device(config)# interface Serial 0/0
Device(config-if)# ip summary-address eigrp 1 10.2.2.0 255.0.0.0 leak-map LEAK-10-1-1
Device(config-if)# end
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次の例では、GigabitEthernetインターフェイス 0/0/0を仮想ネットワークトランクイ
ンターフェイスとして設定します。

Device(config)# interface gigabitethernet 0/0/0
Device(config-if)# vnet global
Device(config-if-vnet)# ip summary-address eigrp 1 10.3.3.0 255.0.0.0 33

関連コマンド 説明コマンド

ネットワークレベルのルートにサブネットルートの自動集約を設定し

ます（デフォルト動作）。

auto-summary(EIGRP)

EIGRPサマリー集約アドレスの固定メトリックを設定します。summary-metric
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metric weights（EIGRP）
Enhanced InteriorGatewayRouting Protocol（EIGRP）メトリック計算を調整するには、ルータコ
ンフィギュレーションモードまたはアドレスファミリコンフィギュレーションモードで

metricweightsコマンドを使用します。デフォルト値にリセットするには、このコマンドの no
形式を使用します。

ルータ設定
metric weights tos k1 k2 k3 k4 k5
no metric weights

アドレスファミリコンフィギュレーション
metric weights tos [k1 [k2 [k3 [k4 [k5 [k6]]]]]]
no metric weights

構文の説明 サービスのタイプ。この値は常にゼロである必要があります。tos

（任意）EIGRPメトリックベクトルをスカラー量に変換する定数。有効な値
は 0～ 255です。デフォルト値は次のとおりです。

• k1：1

• k2：0

• k3：1

• k4：0

• k5：0

• k6：0

アドレスファミリコンフィギュレーションモードでは、値を指定

しないと、デフォルト値が設定されます。k6引数は、アドレスファ
ミリコンフィギュレーションモードでのみサポートされています。

（注）

k1 k2 k3 k4 k5
k6

コマンドデフォルト EIGRPメトリック K値がデフォルト値として設定されます。

コマンドモード ルータコンフィギュレーション（config-router）

アドレスファミリコンフィギュレーション（config-router-af）

コマンド履歴 表 23 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a
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使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、EIGRPルーティングおよびメトリックの計算のデフォルト動作を
変更して、特定のタイプオブサービス（ToS）の EIGRPメトリック計算の調整が可能になり
ます。

k5が 0に等しい場合、次の計算式に従って複合 EIGRPメトリックが計算されます。

メトリック = [k1 *帯域幅 + (k2 *帯域幅)/(256 –負荷) + k3 *遅延 + K6 *拡張メトリック]

k5がゼロに等しくない場合、追加の計算が実行されます。

メトリック =メトリック * [k5/(信頼性 + k4)]

スケーリングされた帯域幅 = 107/最小インターフェイス帯域幅（キロビット/秒）* 256

遅延は、クラシックモードでは数十マイクロ秒、名前付きモードではピコ秒単位です。クラ

シックモードでは、16進数の FFFFFFFF（10進数 4294967295）の遅延は、ネットワークが到
達不能であることを示します。名前付きモードでは、16進数 FFFFFFFFFFFF（10進数
281474976710655）の遅延は、ネットワークが到達不能であることを示します。

信頼性は 255のフラクションとして指定されます。つまり、255は 100%の信頼度または完全
に安定したリンクであることを示します。

負荷は、255のフラクションとして指定されます。負荷 255は、完全に飽和状態のリンクを表
します。

例 次に、メトリックウェイトをデフォルトと少し異なる値に設定する例を示します。

Device(config)# router eigrp 109
Device(config-router)# network 192.168.0.0
Device(config-router)# metric weights 0 2 0 2 0 0

次に、アドレスファミリメトリックウェイトを ToS：0、K1：2、K2：0、K3：2、
K4：0、K5：0、K6：1に設定する例を示します。

Device(config)# router eigrp virtual-name
Device(config-router)# address-family ipv4 autonomous-system 4533
Device(config-router-af)# metric weights 0 2 0 2 0 0 1

関連コマンド 説明コマンド

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始して、EIGRP
ルーティングインスタンスを設定します。

address-family(EIGRP)

インターフェイスの帯域幅値を設定します。bandwidth(interface)

インターフェイスの遅延値を設定します。delay(interface)

IPv6 EIGRPルーティングプロセスを設定します。ipv6routereigrp

新しいEIGRPルーティング情報を一定の期間使用されないようにしま
す。

metricholddown
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説明コマンド

IPルーティングソフトウェアによって、コマンド（EIGRPのみ）に
よって指定されたものよりも多くのホップカウントのあるルートが到

達不能ルートとしてアドバタイズされます。

metricmaximum-hops

EIGRPルーティングプロセスを設定します。routereigrp
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neighbor advertisement-interval
BGPルーティングアップデートを送信する最小ルートアドバタイズメントインターバル
（MRAI）を設定するには、アドレスファミリまたはルータコンフィギュレーションモード
でneighboradvertisement-intervalコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

neighbor {ip-addresspeer-group-name} advertisement-interval seconds
no neighbor {ip-addresspeer-group-name} advertisement-interval seconds

構文の説明 ネイバーの IPアドレス。ip-address

BGPピアグループの名前。peer-group-name

時間（秒）は、0～600の整数で指定します。seconds

コマンドデフォルト VRF以外の eBGPセッション：30秒

VRFの eBGPセッション：0秒

iBGPセッション：0秒

コマンドモード
ルータコンフィギュレーション（config-router）

コマンド履歴 表 24 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン MRAIが 0秒の場合は、BGPルーティングテーブルが変更された時点ですぐに BGPルーティ
ングアップデートが送信されます。

peer-group-name引数を使用してBGPピアグループを指定すると、ピアグループのすべてのメ
ンバーが、このコマンドで設定される特性を継承します。

例 次に、BGPルーティングアップデートの最小送信間隔を 10秒に設定するルータコン
フィギュレーションモードの例を示します。

Device bgp 5
neighbor 10.4.4.4 advertisement-interval 10

次に、BGPルーティングアップデートの最小送信間隔を 10秒に設定するアドレス
ファミリコンフィギュレーションモードの例を示します。

Device bgp 5
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address-family ipv4 unicast
neighbor 10.4.4.4 advertisement-interval 10

関連コマンド 説明コマンド

ルータをアドレスファミリコンフィギュレーションモードにし

て、標準 IPv4アドレスプレフィックスを使用する、BGP、RIP、
スタティックルーティングセッションなどのルーティングセッ

ションを設定します。

address-familyipv4(BGP)

ルータをアドレスファミリコンフィギュレーションモードにし

て、標準 VPNv4アドレスプレフィックスを使用する、BGP、
RIP、スタティックルーティングセッションなどのルーティン
グセッションを設定します。

address-familyvpnv4

BGPピアグループを作成します。neighborpeer-group(creating)
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neighbor default-originate
BGPスピーカー（ローカルルータ）にネイバーへのデフォルトルート 0.0.0.0の送信を許可し
て、このルートがデフォルトルートとして使用されるようにするには、アドレスファミリま

たはルータコンフィギュレーションモードで neighbordefault-originateコマンドを使用しま
す。デフォルトルートを送信しないようにするには、このコマンドの no形式を使用します。

neighbor {ip-addresspeer-group-name} default-originate [route-map map-name]
no neighbor {ip-addresspeer-group-name} default-originate [route-map map-name]

構文の説明 ネイバーの IPアドレス。ip-address

BGPピアグループの名前。peer-group-name

（オプション）ルートマップの名前。ルートマップでは、条件に応じ

てルート 0.0.0.0を挿入できます。
route-map
map-name

コマンドデフォルト ネイバーにデフォルトルートは送信されません。

コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション（config-router-af）

ルータコンフィギュレーション（config-router）

コマンド履歴 表 25 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、ローカルルータの 0.0.0.0が不要になります。matchipaddress句
を含むルートマップとともに使用することで、IPアクセスリストと完全に一致するルートが
ある場合にデフォルトルート 0.0.0.0が挿入されるようにすることができます。ルートマップ
には他の match句も含めることができます。

neighbordefault-originateコマンドでは、標準アクセスリストまたは拡張アクセスリストを使
用できます。

例 次に、ネイバー 172.16.2.3にルート 0.0.0.0を無条件で挿入するようにローカルルータ
を設定するルータコンフィギュレーションの例を示します。

Device bgp 109
network 172.16.0.0
neighbor 172.16.2.3 remote-as 200
neighbor 172.16.2.3 default-originate
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次の例では、ローカルルータは、192.168.68.0へのルートがある場合（つまり、
255.255.255.0または 255.255.0.0などのマスクが存在するルートがある場合）にのみ、
ルート 0.0.0.0をネイバー 172.16.2.3に挿入します。

Device bgp 109
network 172.16.0.0
neighbor 172.16.2.3 remote-as 200
neighbor 172.16.2.3 default-originate route-map default-map
!
route-map default-map 10 permit
match ip address 1
!
access-list 1 permit 192.168.68.0

次の例では、設定の最後の行が拡張アクセスリストの使用を示すように変更されてい

ます。ローカルルータは、255.255.0.0のマスクを持つ 192.168.68.0へのルートがある
場合にのみ、ルート 0.0.0.0をネイバー 172.16.2.3に挿入します。

Device bgp 109
network 172.16.0.0
neighbor 172.16.2.3 remote-as 200
neighbor 172.16.2.3 default-originate route-map default-map
!
route-map default-map 10 permit
match ip address 100
!
access-list 100 permit ip host 192.168.68.0 host 255.255.0.0

関連コマンド 説明コマンド

ルータをアドレスファミリコンフィギュレーションモードにして、

標準 IPv4アドレスプレフィックスを使用する、BGP、RIP、スタ
ティックルーティングセッションなどのルーティングセッションを

設定します。

address-familyipv4(BGP)

ルータをアドレスファミリコンフィギュレーションモードにして、

標準 VPNv4アドレスプレフィックスを使用する、BGP、RIP、スタ
ティックルーティングセッションなどのルーティングセッションを

設定します。

address-familyvpnv4

直接接続されていないネットワーク上の外部ピアからのBGP接続を
受け入れ、またそのピアへの BGP接続を試みます。

neighborebgp-multihop

IPユニキャストルーティングコマンド
66

IPユニキャストルーティングコマンド
neighbor default-originate



neighbor description
説明をネイバーに関連付けるには、ルータコンフィギュレーションモードまたはアドレスファ

ミリコンフィギュレーションモードで neighbor説明コマンドを使用します。説明を削除する
には、このコマンドの no形式を使用します。

neighbor {ip-addresspeer-group-name} 説明 text
no neighbor {ip-addresspeer-group-name} 説明 [text]

構文の説明 ネイバーの IPアドレス。ip-address

EIGRPピアグループ名。この引数は、アドレ
スファミリコンフィギュレーションモードで

は利用できません。

peer-group-name

ネイバーを説明するテキスト（最大 80文
字）。

text

コマンドデフォルト ネイバーの説明はありません。

コマンドモード ルータコンフィギュレーション（config-router）アドレスファミリコンフィギュレーション
（config-router-af）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

例 次に、ネイバーに「peer with example.com」という説明を設定する例を示します。

Device(config)# router bgp 109
Device(config-router)# network 172.16.0.0
Device(config-router)# neighbor 172.16.2.3 description peer with example.com

次の例では、アドレスファミリネイバーの説明を「address-family-peer」としていま
す。

Device(config)# router eigrp virtual-name
Device(config-router)# address-family ipv4 autonomous-system 4453
Device(config-router-af)#
network 172.16.0.0
Device(config-router-af)#
neighbor 172.16.2.3 description address-family-peer
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関連コマンド 説明コマンド

アドレスファミリコンフィギュレーション

モードを開始して、EIGRPルーティングイン
スタンスを設定します。

address-family(EIGRP)

EIGRPルーティングプロセスのネットワーク
を指定します。

network(EIGRP)

EIGRPアドレスファミリプロセスを設定しま
す。

routereigrp
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neighbor ebgp-multihop
直接接続されていないネットワークに存在する外部ピアへの BGP接続を受け入れて試行する
には、ルータコンフィギュレーションモードで neighborebgp-multihopコマンドを使用しま
す。デフォルトに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

neighbor {ip-addressipv6-addresspeer-group-name} ebgp-multihop [ttl]
no neighbor {ip-addressipv6-addresspeer-group-name} ebgp-multihop

構文の説明 BGP-speakingネイバーの IPアドレス。ip-address

BGP-speakingネイバーの IPv6アドレス。ipv6-address

BGPピアグループの名前。peer-group-name

（任意）1～255ホップの範囲の存続可能時間。ttl

コマンドデフォルト 直接接続されたネイバーだけが許可されます。

コマンドモード
ルータコンフィギュレーション（config-router）

コマンド履歴 表 26 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン この機能は、シスコテクニカルサポート担当者の指示のもとでのみ使用してください。

peer-group-name引数を使用してBGPピアグループを指定すると、ピアグループのすべてのメ
ンバーが、このコマンドで設定される特性を継承します。

ルートが一定でないことによるループの発生を回避するために、マルチホップピアのルートが

デフォルトルート（0.0.0.0）だけの場合はマルチホップは確立されません。

例 次に、直接接続されていないネットワークに存在するネイバー 10.108.1.1との間の接
続を許可する例を示します。

Device bgp 109
neighbor 10.108.1.1 ebgp-multihop
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関連コマンド 説明コマンド

BGPスピーカー（ローカルルータ）にネイバーへのデ
フォルトルート0.0.0.0の送信を許可して、このルートが
デフォルトルートとして使用されるようにします。

neighboradvertise-mapnon-exist-map

BGPピアグループを作成します。neighborpeer-group(creating)

BGPルーティングプロセスのネットワークのリストを指
定します。

network(BGPandmultiprotocolBGP)
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neighbor maximum-prefix（BGP）
ネイバーから受信できるプレフィックスの数を制御するには、ルータコンフィギュレーション

モードで neighbormaximum-prefixコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

neighbor {ip-addresspeer-group-name} maximum-prefix maximum [threshold] [restart
restart-interval] [warning-only]
no neighbor {ip-addresspeer-group-name} maximum-prefix maximum

構文の説明 ネイバーの IPアドレス。ip-address

Border Gateway Protocol（BGP）ピアグループの名前。peer-group-name

指定ネイバーから受信できるプレフィックスの最大数。設定可能なプレフィッ

クス数は、ルータ上の使用可能なシステムリソースのみによって制限されま

す。

maximum

（任意）最大プレフィックス数の制限値の何パーセントになったらルータが

警告メッセージを生成するかを示すパーセンテージ。範囲は 1～ 100で、デ
フォルトは 75です。

threshold

（オプション）最大プレフィックス数の制限を超えたためにディセーブルに

なったピアリングセッションを BGPを実行するルータで自動的に再確立す
るように設定します。再起動タイマーは restart-interval引数で設定します。

restart

（オプション）ピアリングセッションを再確立する時間間隔（分）。範囲は

1～ 65535分です。
restart-interval

（任意）最大プレフィックス制限を超えた場合、ピアリングセッションを終

了せずに、ルータが syslogメッセージを生成できるようにします。
warning-only

コマンドデフォルト このコマンドは、デフォルトでディセーブルになっています。最大プレフィックス数を超える

と、ピアリングセッションはディセーブルになります。restart-interval引数が設定されていな
いと、最大プレフィックス制限を超えた後もディセーブルになったセッションはダウン状態の

ままになります。

threshold：75%

コマンドモード
ルータコンフィギュレーション（config-router）

コマンド履歴 表 27 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a
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使用上のガイドライン neighbormaximum-prefixコマンドを使用すると、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）
ルーティングプロセスが指定ピアから受け入れるプレフィックスの最大数を設定できます。こ

の機能は、ピアから受信されるプレフィックスの制御メカニズムを提供します（配布リスト、

フィルタリスト、ルートマップに加えて）。

受信プレフィックスの数が設定されている最大数を超えると、BGPはピアリングセッション
をディセーブルにします（デフォルト）。restartキーワードが設定されている場合、BGPは
設定されている時間間隔でピアリングセッションを自動的に再確立します。restartキーワー
ドが設定されておらず、最大プレフィックス制限を超過したためにピアリングセッションが終

了した場合、clearipbgpコマンドが入力されるまでピアリングセッションは再確立されませ
ん。warning-onlyキーワードが設定されていれば、BGPはログメッセージだけを送信し、送
信側とピアを保ちます。

このコマンドで設定できるプレフィックス数には、デフォルトの制限値はありません。設定可

能なプレフィックス数の制限は、システムリソースの容量によって決まります。

例 次の例では、192.168.1.1ネイバーから受け入れられる最大プレフィックス数が1000に
設定されます。

Device(config)# router bgp 40000

Device(config-router)# network 192.168.0.0

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.1 maximum-prefix 1000

次の例では、192.168.2.2ネイバーから受け入れられる最大プレフィックス数が5000に
設定されます。ルータは、最大プレフィックスリミット（2500プレフィックス）の
50%に到達した段階で警告メッセージを表示するようにも設定されます。

Device(config)# router bgp 40000
Device(config-router)# network 192.168.0.0

Device(config-router)# neighbor 192.168.2.2 maximum-prefix 5000 50

次の例では、192.168.3.3ネイバーから受け入れられる最大プレフィックス数が2000に
設定されます。ルータは、30分後にディセーブルにされたピアリングセッションを再
確立するようにも設定されます。

Device(config)# router bgp 40000

Device(config-router) network 192.168.0.0

Device(config-router)# neighbor 192.168.3.3 maximum-prefix 2000 restart 30

次の例では、192.168.4.4ネイバーの最大プレフィックス数のしきい値（500 X 0.75 =
375）を超えると警告メッセージが表示されます。

Device(config)# router bgp 40000

Device(config-router)# network 192.168.0.0

Device(config-router)# neighbor 192.168.4.4 maximum-prefix 500 warning-only
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関連コマンド 説明コマンド

BGPソフト再設定を使用してBGP接続をリセットします。clearipbgp
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neighbor peer-group（メンバーの割り当て）
BGPネイバーをピアグループのメンバーに設定するには、アドレスファミリまたはルータコ
ンフィギュレーションモードで neighborpeer-groupコマンドを使用します。ピアグループか
らネイバーを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

neighbor {ip-addressipv6-address} peer-group peer-group-name
no neighbor {ip-addressipv6-address} peer-group peer-group-name

構文の説明 peer-group-name引数で指定されたピアグループに属する BGPネイバーの IP
アドレス。

ip-address

peer-group-name引数で指定されたピアグループに属するBGPネイバーの IPv6
アドレス。

ipv6-address

このネイバーが属する BGPピアグループの名前。peer-group-name

コマンドデフォルト ピアグループ内に BGPネイバーは存在しません。

コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション（config-router-af）

ルータコンフィギュレーション（config-router）

コマンド履歴 表 28 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン 示された IPアドレスのネイバーは、ピアグループのすべての設定済みオプションを継承しま
す。

neighborpeer-groupコマンドの no形式を使用すると、ピアグループの関連付けだけでなく、
そのネイバーのすべての BGP設定が削除されます。

（注）

例 次のルータコンフィギュレーションモードの例では、internalという名前のピアグルー
プに 3つのネイバーを割り当てています。

Device bgp 100
neighbor internal peer-group
neighbor internal remote-as 100
neighbor internal update-source loopback 0
neighbor internal route-map set-med out
neighbor internal filter-list 1 out
neighbor internal filter-list 2 in

IPユニキャストルーティングコマンド
74

IPユニキャストルーティングコマンド

neighbor peer-group（メンバーの割り当て）



neighbor 172.16.232.53 peer-group internal
neighbor 172.16.232.54 peer-group internal
neighbor 172.16.232.55 peer-group internal
neighbor 172.16.232.55 filter-list 3 in

次のアドレスファミリコンフィギュレーションモードの例では、internalという名前
のピアグループに 3つのネイバーを割り当てています。

Device bgp 100
address-family ipv4 unicast
neighbor internal peer-group
neighbor internal remote-as 100
neighbor internal update-source loopback 0
neighbor internal route-map set-med out
neighbor internal filter-list 1 out
neighbor internal filter-list 2 in
neighbor 172.16.232.53 peer-group internal
neighbor 172.16.232.54 peer-group internal
neighbor 172.16.232.55 peer-group internal
neighbor 172.16.232.55 filter-list 3 in

関連コマンド 説明コマンド

ルータをアドレスファミリコンフィギュレーションモードにし

て、標準 IPv4アドレスプレフィックスを使用する、BGP、RIP、
スタティックルーティングセッションなどのルーティングセッ

ションを設定します。

address-familyipv4(BGP)

ルータをアドレスファミリコンフィギュレーションモードにし

て、標準 VPNv4アドレスプレフィックスを使用する、BGP、
RIP、スタティックルーティングセッションなどのルーティン
グセッションを設定します。

address-familyvpnv4

BGPピアグループを作成します。neighborpeer-group(creating)

ネイバーまたはピアグループをディセーブルにします。neighborshutdown
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neighbor peer-group（作成）
BGPまたはマルチプロトコル BGPピアグループを作成するには、アドレスファミリまたは
ルータコンフィギュレーションモードで neighborpeer-groupコマンドを使用します。ピアグ
ループとそのすべてのメンバーを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

neighbor peer-group-name peer-group
no neighbor peer-group-name peer-group

構文の説明 BGPピアグループの名
前。

peer-group-name

コマンドデフォルト BGPピアグループはありません。

コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション（config-router-af）

ルータコンフィギュレーション（config-router）

コマンド履歴 表 29 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン BGPまたはマルチプロトコル BGPスピーカーでは、多数のネイバーが同じアップデートポリ
シー（つまり、同じアウトバウンドルートマップ、配布リスト、フィルタリスト、アップデー

トソースなど）を使って設定されていることがよくあります。アップデートポリシーが同じ

ネイバーをピアグループにまとめると設定が簡単になり、アップデート計算の効率が高まりま

す。

ピアグループメンバーは、複数の論理 IPサブネットにまたがることができ、1つのピアグ
ループメンバーから別のピアグループメンバーへのルートを送信または伝えることができま

す。

（注）

neighborpeer-groupコマンドを使用してピアグループを作成すると、neighborコマンドを使用
して設定できるようになります。デフォルトでは、ピアグループのメンバーはピアグループ

のすべての設定オプションを継承します。また、アウトバウンドアップデートに影響しないオ

プションを無効にするように、メンバーを設定することもできます。

すべてのピアグループメンバーは、現在の設定とピアグループの変更を継承します。ピアグ

ループメンバーは、デフォルトで次の設定オプションを常に継承します。

• remote-as（設定されている場合）

• version
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• update-source

• outbound route-maps

• outbound filter-lists

• outbound distribute-lists

• minimum-advertisement-interval

• next-hop-self

ピアグループが remote-asオプションを使用して設定されていない場合、メンバーは neighbor
{ip-address | peer-group-name} remote-asコマンドを使用して設定できます。このコマンドを使
用すると、外部 BGP（eBGP）ネイバーを含むピアグループを作成できます。

例 次の設定例は、これらのタイプのネイバーピアグループを作成する方法を示していま

す。

•内部ボーダーゲートウェイプロトコル（IBGP）のピアグループ

• eBGPピアグループ

•マルチプロトコル BGPピアグループ

次の例では、internalという名前のピアグループが、ピアグループのメンバーを iBGP
ネイバーに設定しています。routerbgpコマンドと neighborremote-asコマンドは同じ
自律システム（この場合は自律システム100）を示しているため、定義上、これは iBGP
ピアグループです。すべてのピアグループメンバーは、ループバック0をアップデー
トソースとして使用し、set-medをアウトバウンドルートマップとして使用します。
neighborinternalfilter-list2inコマンドは、172.16.232.55を除くすべてのネイバーがフィ
ルタリスト 2をインバウンドフィルタリストとして持つことを示します。

Device bgp 100
neighbor internal peer-group
neighbor internal remote-as 100
neighbor internal update-source loopback 0
neighbor internal route-map set-med out
neighbor internal filter-list 1 out
neighbor internal filter-list 2 in
neighbor 172.16.232.53 peer-group internal
neighbor 172.16.232.54 peer-group internal
neighbor 172.16.232.55 peer-group internal
neighbor 172.16.232.55 filter-list 3 in

次の例では、neighborremote-asコマンドを使用しないで external-peersという名前のピ
アグループを定義します。ピアグループの個々のメンバーがそれぞれ自律システム番

号で個別に設定されるため、定義上、これは eBGPピアグループです。したがって、
ピアグループは、自律システム 200、300、および 400からのメンバーで構成されま
す。すべてのピアグループメンバーには、アウトバウンドルートマップとして

set-metricルートマップがあり、アウトバウンドフィルタリストとしてフィルタリス
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ト 99があります。ネイバー 172.16.232.110を除き、それらのすべてはインバウンド
フィルタリストとして 101を持っています。

Device bgp 100
neighbor external-peers peer-group
neighbor external-peers route-map set-metric out
neighbor external-peers filter-list 99 out
neighbor external-peers filter-list 101 in
neighbor 172.16.232.90 remote-as 200
neighbor 172.16.232.90 peer-group external-peers
neighbor 172.16.232.100 remote-as 300
neighbor 172.16.232.100 peer-group external-peers
neighbor 172.16.232.110 remote-as 400
neighbor 172.16.232.110 peer-group external-peers
neighbor 172.16.232.110 filter-list 400 in

次の例では、ピアグループのすべてのメンバーがマルチキャスト対応です。

Device bgp 100
neighbor 10.1.1.1 remote-as 1
neighbor 172.16.2.2 remote-as 2
address-family ipv4 multicast
neighbor mygroup peer-group
neighbor 10.1.1.1 peer-group mygroup
neighbor 172.16.2.2 peer-group mygroup
neighbor 10.1.1.1 activate
neighbor 172.16.2.2 activate

関連コマンド 説明コマンド

ルータをアドレスファミリコンフィギュレーションモードにして、

標準 IPv4アドレスプレフィックスを使用する、BGP、RIP、スタ
ティックルーティングセッションなどのルーティングセッションを

設定します。

address-familyipv4(BGP)

ルータをアドレスファミリコンフィギュレーションモードにして、

標準 VPNv4アドレスプレフィックスを使用する、BGP、RIP、スタ
ティックルーティングセッションなどのルーティングセッションを

設定します。

address-familyvpnv4

BGPピアグループのすべてのメンバを削除します。clearipbgppeer-group

BGPピアグループに関する情報を表示します。showipbgppeer-group
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neighbor route-map
着信ルートまたは発信ルートにルートマップを適用するには、アドレスファミリまたはルー

タコンフィギュレーションモードで neighborroute-mapコマンドを使用します。ルートマッ
プを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

neighbor{ip-addresspeer-group-name|ipv6-address[{%}]}route-map map-name{in|out}
no neighbor{ip-addresspeer-group-name|ipv6-address[{%}]}route-map map-name{in|out}

構文の説明 ネイバーの IPアドレス。ip-address

BGPまたはマルチプロトコル BGPピアグループの名前。peer-group-name

ネイバーの IPv6アドレス。ipv6-address

（任意）IPv6リンクローカルアドレス識別子。このキーワードは、リンク
ローカル IPv6アドレスがそのインターフェイスのコンテキスト外で使用され
る場合は、追加する必要があります。

%

ルートマップの名前。map-name

着信ルートにルートマップを適用します。in

発信ルートにルートマップを適用します。out

コマンドデフォルト ピアにルートマップは適用されません。

コマンドモード ルータコンフィギュレーション（config-router）

コマンド履歴 表 30 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン このコマンドをアドレスファミリコンフィギュレーションモードで指定した場合、そのアド

レスファミリだけにルートマップが適用されます。ルータコンフィギュレーションモードで

指定した場合は、IPv4または IPv6ユニキャストルートだけにルートマップが適用されます。

発信ルートマップを指定した場合、ルートマップの少なくとも1のセクションに一致するルー
トだけがアドバタイズされます。これは適切な動作です。

peer-group-name引数を使用して BGPまたはマルチプロトコル BGPピアグループを指定する
と、ピアグループのすべてのメンバーが、このコマンドで設定される特性を継承します。ネイ

バーにコマンドを指定すると、ピアグループから継承された受信ポリシーが上書きされます。
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%キーワードは、リンクローカル IPv6アドレスがインターフェイスのコンテキスト外で使用
される場合に使用されます。このキーワードは、非リンクローカル IPv6アドレスに使用する
必要はありません。

例 次に、172.16.70.24からの BGP着信ルートに internal-mapという名前のルートマップ
を適用するルータコンフィギュレーションモードの例を示します。

Device bgp 5
neighbor 172.16.70.24 route-map internal-map in
route-map internal-map
match as-path 1
set local-preference 100

次に、172.16.70.24からのマルチプロトコルBGP着信ルートに internal-mapという名前
のルートマップを適用するアドレスファミリコンフィギュレーションモードの例を

示します。

Device bgp 5
address-family ipv4 multicast
neighbor 172.16.70.24 route-map internal-map in
route-map internal-map
match as-path 1
set local-preference 100

関連コマンド 説明コマンド

ルータをアドレスファミリコンフィギュレーションモードにして、

標準 IPバージョン 4アドレスプレフィックスを使用する、BGP、
RIP、スタティックルーティングセッションなどのルーティング
セッションを設定します。

address-familyipv4(BGP)

標準 IPv6アドレスプレフィックスを使用する BGPなどのルーティ
ングセッションを設定するために、アドレスファミリコンフィギュ

レーションモードを開始します。

address-familyipv6

ルータをアドレスファミリコンフィギュレーションモードにして、

標準VPNバージョン 4アドレスプレフィックスを使用する、BGP、
RIP、スタティックルーティングセッションなどのルーティング
セッションを設定します。

address-familyvpnv4

標準 IPv6アドレスプレフィックスを使用するルーティングセッショ
ンを設定するために、ルータをアドレスファミリコンフィギュレー

ションモードにします。

address-familyvpnv6

BGPピアグループを作成します。neighborremote-as
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neighbor update-source
シスコ製ソフトウェアの Border Gateway Protocol（BGP）セッションで TCP接続用に操作イン
ターフェイスを使用できるようにするには、ルータコンフィギュレーションモードで

neighborupdate-sourceコマンドを使用します。インターフェイスの割り当てを最も近いイン
ターフェイス（最適ローカルアドレス）に復元するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

neighbor{ip-address|ipv6-address[{%}]peer-group-name}update-source interface-type interface-number
neighbor{ip-address|ipv6-address[{%}]peer-group-name}update-source interface-type interface-number

構文の説明 BGP-speakingネイバーの IPv4アドレス。ip-address

BGP-speakingネイバーの IPv6アドレス。ipv6-address

（任意）IPv6リンクローカルアドレス識別子。このキーワードは、リンク
ローカル IPv6アドレスがそのインターフェイスのコンテキスト外で使用され
る場合は、追加する必要があります。

%

BGPピアグループの名前。peer-group-name

インターフェイスタイプ。interface-type

インターフェイス番号。interface-number

コマンドデフォルト 最良ローカルアドレス

コマンドモード
ルータコンフィギュレーション（config-router）

コマンド履歴 表 31 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン このコマンドは、『Cisco IOS Interface andHardware Component ConfigurationGuide』の「Interface
ConfigurationOverview」の章で説明されているループバックインターフェイス機能と併用でき
ます。

peer-group-name引数を使用してBGPピアグループを指定すると、ピアグループのすべてのメ
ンバーが、このコマンドで設定される特性を継承します。

内部または外部の BGPセッションの IPv6リンクローカルピアリングを有効にするには、
neighborupdate-sourceコマンドを使用する必要があります。
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%キーワードは、リンクローカル IPv6アドレスがインターフェイスのコンテキスト外で使用
される場合に使用され、これらのリンクローカル IPv6アドレスに対しては、それらが存在す
るインターフェイスを指定する必要があります。構文は <IPv6 local-link address>%<interface
name>になります（例：FE80::1%Ethernet1/0）。この状況では名前の短縮がサポートされてい
ないため、インターフェイスタイプと番号にはスペースを含めず、省略されていない形式で使

用する必要があることに注意してください。%キーワードおよびそれ以降のインターフェイス
構文は、非リンクローカル IPv6アドレスには使用されません。

例 次に、指定されたネイバーの BGP TCP接続に、ベストローカルアドレスではなく、
ループバックインターフェイスの IPアドレスを供給する例を示します。

Device bgp 65000
network 172.16.0.0
neighbor 172.16.2.3 remote-as 110
neighbor 172.16.2.3 update-source Loopback0

次に、自律システム 65000内の指定されたネイバーの IPv6BGPTCP接続にループバッ
クインターフェイス 0のグローバル IPv6アドレスを供給し、自律システム 65400内の
指定されたネイバーに Fastイーサネットインターフェイス 0/0のリンクローカル IPv6
アドレスを供給する例を示します。FE80::2のリンクローカル IPv6アドレスはイーサ
ネットインターフェイス 1/0にあることに注意してください。

Device bgp 65000
neighbor 3ffe::3 remote-as 65000
neighbor 3ffe::3 update-source Loopback0
neighbor fe80::2%Ethernet1/0 remote-as 65400
neighbor fe80::2%Ethernet1/0 update-source FastEthernet 0/0
address-family ipv6
neighbor 3ffe::3 activate
neighbor fe80::2%Ethernet1/0 activate
exit-address-family

関連コマンド 説明コマンド

BGPネイバールータとの情報交換をイネーブルにします。neighboractivate

BGPネイバーテーブルまたはマルチプロトコル BGPネイバーテーブルに
エントリを追加します。

neighborremote-as
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network（BGPおよびマルチプロトコル BGP）
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）およびマルチプロトコルBGPルーティングプロセ
スでアドバタイズするネットワークを指定するには、アドレスファミリまたはルータコンフィ

ギュレーションモードで networkコマンドを使用します。ルーティングテーブルからエント
リを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

network {network-number [mask network-mask]nsap-prefix} [route-map map-tag]
no network {network-number [mask network-mask]nsap-prefix} [route-map map-tag]

構文の説明 BGPまたはマルチプロトコル BGPでアドバタイズするネットワーク。network-number

（オプション）ネットワークまたはサブネットワークのマスクとそのアド

レス。

mask
network-mask

BGPまたはマルチプロトコル BGPがアドバタイズする Connectionless
Network Service（CLNS）ネットワークのネットワークサービスアクセス
ポイント（NSAP）プレフィックス。この引数は、NSAPアドレスファミ
リコンフィギュレーションモードでのみ使用されます。

nsap-prefix

（オプション）設定されているルートマップの ID。ルートマップは、ア
ドバタイズされるネットワークをフィルタリングするために調べる必要が

あります。この値を指定しない場合、すべてのネットワークがアドバタイ

ズされます。このキーワードを指定し、ルートマップタグを1つも指定し
ないと、いずれのネットワークもアドバタイズされません。

route-map
map-tag

コマンドデフォルト ネットワークは指定されていません。

コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション（config-router-af）

ルータコンフィギュレーション（config-router）

コマンド履歴 表 32 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン BGPおよびマルチプロトコル BGPのネットワークは、接続されたルート、ダイナミックルー
ティング、およびスタティックルートの情報源から学習できます。

使用できる networkコマンドの最大数は、設定されているNVRAMや RAMなど、ルータのリ
ソースで決まります。
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例 次に、ネットワーク 10.108.0.0を BGPアップデートに含めるように設定する例を示し
ます。

Device bgp 65100
network 10.108.0.0

次に、ネットワーク 10.108.0.0をマルチプロトコル BGPアップデートに含めるように
設定する例を示します。

Device bgp 64800
address family ipv4 multicast
network 10.108.0.0

次に、マルチプロトコル BGPアップデートで NSAPプレフィックス 49.6001をアドバ
タイズする例を示します。

Device bgp 64500
address-family nsap
network 49.6001

関連コマンド 説明コマンド

ルータをアドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドにして、標準 IPバージョン 4アドレスプレフィックスを
使用する、BGP、RIP、スタティックルーティングセッショ
ンなどのルーティングセッションを設定します。

address-familyipv4(BGP)

ルータをアドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドにして、標準 VPNv4アドレスプレフィックスを使用す
る、BGP、RIP、スタティックルーティングセッションな
どのルーティングセッションを設定します。

address-familyvpnv4

ネットワーク 0.0.0.0の BGPへの再配布を許可します。default-informationoriginate(BGP)

あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロト

コルにルートを再配布する条件を定義します。

route-map(IP)

BGPルーティングプロセスを設定します。routerbgp
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network（EIGRP）
Enhanced InteriorGatewayRouting Protocol（EIGRP）ルーティングプロセスのネットワークを指
定するには、ルータコンフィギュレーションモードまたはアドレスファミリコンフィギュ

レーションモードで networkコマンドを使用します。エントリを削除するには、このコマン
ドの no形式を使用します。

network ip-address [wildcard-mask]
no network ip-address [wildcard-mask]

構文の説明 直接接続されるネットワークの IPアドレスip-address

（任意）EIGRPワイルドカードビット。ワイルドカードマスクは、サブネット
マスクをビット単位で補完するサブネットワークを示します。

wildcard-mask

コマンドデフォルト ネットワークは指定されていません。

コマンドモード ルータコンフィギュレーション（config-router）アドレスファミリコンフィギュレーション
（config-router-af）

コマンド履歴 表 33 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン EIGRPルーティングプロセスに対して networkコマンドが設定されると、ルータは 1つ以上
のローカルインターフェイスを一致させます。networkコマンドは、networkコマンドで設定
されたアドレスと同じサブネット内にあるアドレスで構成されているローカルインターフェイ

スのみと一致します。次にルータが一致したインターフェイスを通じてネイバー関係を確立し

ます。ルータに設定可能なネットワーク文（(networkコマンド）の数に制限はありません。

ネットワークをまとめてグループ化するためのショートカットとしてワイルドカードマスクを

使用します。ワイルドカードマスクは、IPアドレスのネットワーク部分のすべてをゼロと一
致させます。ワイルドカードマスクは、特定のホスト/IPアドレス、ネットワーク全体、サブ
ネット、さらには IPアドレスの範囲を対象としています。

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始する際、このコマンドは名前付き

EIGRP IPv4設定だけに適用されます。名前付き IPv6および Service Advertisement Framework
（SAF）設定では、アドレスファミリコンフィギュレーションモードでこのコマンドをサポー
トしていません。

例 次に、EIGRP自律システム 1を設定し、ネットワーク 172.16.0.0および 192.168.0.0を
通じてネイバーを確立する例を示します。
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Device(config)# router eigrp 1

Device(config-router)# network 172.16.0.0
Device(config-router)# network 192.168.0.0
Device(config-router)# network 192.168.0.0 0.0.255.255

次に、EIGRPアドレスファミリ自律システム 4453を設定し、ネットワーク 172.16.0.0
および 192.168.0.0を通じてネイバーを確立する例を示します。

Device(config)# router eigrp virtual-name
Device(config-router)# address-family ipv4 autonomous-system 4453
Device(config-router-af)# network 172.16.0.0
Device(config-router-af)# network 192.168.0.0

関連コマンド 説明コマンド

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始して、EIGRP
ルーティングインスタンスを設定します。

address-family(EIGRP)

EIGRPアドレスファミリプロセスを設定します。routereigrp
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nsf（EIGRP）
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）の Cisco Nonstop Forwarding（NSF）動作を
イネーブルにするには、ルータコンフィギュレーションモードまたはアドレスファミリコン

フィギュレーションモードで nsfコマンドを使用します。EIGRP NSFをディセーブルにして
EIGRP NSF設定を running-configファイルから削除するには、このコマンドの no形式を使用
します。

nsf
no nsf

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト EIGRP NSFはディセーブルです。

コマンドモード ルータコンフィギュレーション（config-router）

アドレスファミリコンフィギュレーション（config-router-af）

コマンド履歴 表 34 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン nsfコマンドは、NSF対応ルータで EIGRPNSFサポートをイネーブルまたはディセーブルにす
るために使用します。NSFは、高可用性をサポートするプラットフォームでのみサポートされ
ています。

例 次の例は、NSFをディセーブルにする方法を示しています。

Device# configure terminal
Device(config)# router eigrp 101
Device(config-router)# no nsf
Device(config-router)# end

次に、EIGRP IPv6 NSFをイネーブルにする例を示します。

Device# configure terminal
Device(config)# router eigrp virtual-name-1
Device(config-router)# address-family ipv6 autonomous-system 10
Device(config-router-af)# nsf
Device(config-router-af)# end
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関連コマンド 説明コマンド

EIGRPアドレスファミリの IPv6イベント通知に関
する情報を表示します。

debugeigrpaddress-familyipv6notifications

EIGRPルーティングプロセスの NSFイベントに関
する通知と情報を表示します。

debugeigrpnsf

EIGRPルーティングプロセスの情報と通知を表示
します。

debugipeigrpnotifications

アクティブルーティングプロトコルプロセスのパ

ラメータと現在の状態を表示します。

showipprotocols

アクティブ IPv6ルーティングプロトコルプロセス
のパラメータと現在の状態を表示します。

showipv6protocols

EIGRPを実行している NSF認識ルータが、非アク
ティブなピア用のルートを保持する期間を決定する

ために、graceful-restart purge-timeタイマーを設定し
ます。

timersgraceful-restartpurge-time

再起動しているルータが NSF対応または NSF認識
ピアから end-of-table通知を待機する最大時間を設
定します。

timersnsfconverge

初期再起動期間の最大時間を設定します。timersnsfsignal
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offset-list（EIGRP）
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）を介して学習されたルートに対する着信お
よび発信メトリックにオフセットを追加するには、ルータコンフィギュレーションモードま

たはアドレスファミリトポロジコンフィギュレーションモードで offset-listコマンドを使用
します。オフセットリストを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

offset-list {access-list-numberaccess-list-name} {in|out} offset [interface-type interface-number]
no offset-list {access-list-numberaccess-list-name} {in|out} offset [interface-type interface-number]

構文の説明 標準アクセスリスト番号または適用される名前。アクセスリスト番

号0は、すべてのネットワーク（ネットワーク、プレフィックス、ま
たはルート）を示します。offset値が 0の場合、アクションは実行さ
れません。

access-list-number |
access-list-name

着信メトリックにアクセスリストが適用されます。in

発信メトリックにアクセスリストが適用されます。out

アクセスリストと一致するネットワークのメトリックに提供される

プラスのオフセット。オフセットが0の場合、アクションは実行され
ません。

offset

（任意）オフセットリストが適用されるインターフェイスタイプ。interface-type

（任意）オフセットリストが適用されるインターフェイス番号。interface-number

コマンドデフォルト EIGRPを介して学習されたルートに対する着信および発信メトリックに、オフセット値が追加
されません。

コマンドモード ルータコンフィギュレーション（config-router）アドレスファミリトポロジコンフィギュレー
ション（config-router-af-topology）

コマンド履歴 表 35 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン オフセット値がルーティングメトリックに追加されました。インターフェイスタイプおよび

インターフェイス番号のあるオフセットリストは、拡張済みと見なされ、拡張されていないオ

フセットリストよりも優先されます。したがって、エントリで拡張オフセットリストと通常

のオフセットリストが渡される場合、拡張オフセットリストのオフセットがメトリックに追

加されます。
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例 次の例では、ルータによって、アクセスリスト 21に対してだけ 10のオフセットが
ルータの遅延コンポーネントに適用されます。

Device(config-router)# offset-list 21 out 10

次の例では、ルータによって、イーサネットインターフェイス 0から学習されたルー
トに対して 10のオフセットが適用されます。

Device(config-router)# offset-list 21 in 10 ethernet 0

次の例では、ルータによって、EIGRP名前付きコンフィギュレーションのイーサネッ
トインターフェイス 0から学習されたルートに対して 10のオフセットが適用されま
す。

Device(config)# router eigrp virtual-name
Device(config-router)# address-family ipv4 autonomous-system 1
Device(config-router-af)# topology base
Device(config-router-af-topology)# offset-list 21 in 10 ethernet0
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router bgp
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルーティングプロセスを設定するには、グローバ
ルコンフィギュレーションモードで routerbgpコマンドを使用します。BGPルーティングプ
ロセスを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

router bgp autonomous-system-number
no router bgp autonomous-system-number

構文の説明 他のBGPルータに対するルータを指定し、同時に渡されるルーティ
ング情報のタギングをする、自律システムの番号。番号の範囲は 1
～ 65535です。

• Cisco IOSリリース 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、
12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、Cisco IOS XEリリース 2.4、およ
びそれ以降のリリースでは、4バイト自律システム番号の形式
として asplain表記（65536～ 4294967295）と asdot表記（1.0
～ 65535.65535）がサポートされています。

• Cisco IOSリリース 12.0(32)S12、12.4(24)T、およびCisco IOSXE
リリース2.3では、4バイト自律システム番号の形式としてasdot
表記（1.0～ 65535.65535）のみがサポートされています。

自律システムの番号形式の詳細については、「使用上のガイドライ

ン」セクションを参照してください。

autonomous-system-number

コマンドデフォルト デフォルトでは BGPルーティングプロセスはイネーブルではありません。

コマンドモード
グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 表 36 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、自律システム間でのルーティング情報のループなしのやり取りが

自動的に保証される、分散ルーティングコアを設定できます。

RFC 4271『A Border Gateway Protocol 4 (BGP-4)』に記述されているように、2009年 1月まで、
企業に割り当てられていた BGP自律システム番号は 1～ 65535の範囲の 2オクテットの数値
でした。自律システム番号の要求の増加に伴い、インターネット割り当て番号局（IANA）に
より割り当てられる自律システム番号は 2009年 1月から 65536～ 4294967295の範囲の 4オク
テットの番号になります。RFC 5396『Textual Representation of Autonomous System (AS) Numbers』
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には、自律システム番号を表す 3つの方式が記述されています。シスコでは、次の 2つの方式
を実装しています。

• asplain：10進表記方式。2バイトおよび 4バイト自律システム番号をその 10進数値で表
します。たとえば、65526は 2バイト自律システム番号、234567は 4バイト自律システム
番号になります。

• asdot：自律システムドット付き表記。2バイト自律システム番号は 10進数で、4バイト
自律システム番号はドット付き表記で表されます。たとえば、65526は 2バイト自律シス
テム番号、1.169031（10進表記の 234567をドット付き表記にしたもの）は 4バイト自律
システム番号になります。

自律システム番号を表す 3つ目の方法については、RFC 5396を参照してください。

4バイトのASNサポートを含む Cisco IOSリリースでは、4バイトのASN番号を含むコマンド
アカウンティングおよびコマンド認可が、コマンドラインインターフェイスで使用される形式

に関係なく、asplain表記で送信されます。

（注）

asdotだけを使用する自律システム番号形式

Cisco IOS Release 12.0(32)S12、12.4(24)T、Cisco IOS XE Release 2.3、およびそれ以降のリリー
スでは、1.10または45000.64000など、4オクテット（4バイト）の自律システム番号が、asdot
表記だけで入力され、表示されます。4バイト自律システム番号のマッチングに正規表現を使
用する場合、asdot形式には正規表現で特殊文字となるピリオドが含まれていることに注意し
ます。正規表現でのマッチングに失敗しないよう、1\.14のようにピリオドの前にバックスラッ
シュを入力する必要があります。次の表は、asdot形式だけが使用できる Cisco IOSイメージ
で、2バイトおよび4バイト自律システム番号の設定、正規表現とのマッチング、および show
コマンド出力での表示に使用される形式をまとめたものです。

表 37 : asdotだけを使用する 4バイト自律システム番号形式

showコマンド出力および正規表現のマッチング形
式

設定形式書

式

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～ 65535.655352バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

asdot

asplainをデフォルトとする自律システム番号形式

Cisco IOS Release 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、Cisco
IOS XERelease 2.4、およびそれ以降のリリースでは、シスコ実装の 4バイト自律システム番号
で asplainがデフォルトの自律システム番号表示形式として使用されていますが、4バイト自律
システム番号は asplainおよび asdot形式のどちらにも設定できます。また、正規表現で 4バイ
ト自律システム番号とマッチングするためのデフォルト形式は asplainであるため、4バイト自
律システム番号とマッチングする正規表現はすべて、asplain形式で記述する必要があります。
デフォルトの showコマンド出力を変更して、4バイトの自律システム番号を asdot形式で表示
する場合は、ルータコンフィギュレーションモードで bgpasnotationdotコマンドを使用しま
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す。デフォルトで asdot形式がイネーブルにされている場合、正規表現の 4バイト自律システ
ム番号のマッチングには、すべて asdot形式を使用する必要があり、使用しない場合正規表現
によるマッチングは失敗します。次の表に示すように、4バイト自律システム番号は asplainと
asdotのどちらにも設定できますが、showコマンド出力と正規表現を使用した 4バイト自律シ
ステム番号のマッチング制御には 1つの形式だけが使用されます。デフォルトは asplain形式
です。showコマンド出力に 4バイトの自律システム番号を表示し、asdot形式で正規表現の一
致を制御するには、bgpasnotationdotコマンドを設定する必要があります。bgpasnotationdot
コマンドを有効にした後、clearipbgp*コマンドを入力してすべての BGPセッションに対して
ハードリセットを開始する必要があります。

4バイト自律システム番号をサポートしているイメージにアップグレードしている場合でも、
2バイト自律システム番号を使用できます。4バイト自律システム番号で設定されている形式
に関係なく、2バイト自律システム番号では、showコマンドの出力と正規表現一致は変更され
ず、asplain（10進数の値）形式のままです。

（注）

表 38 : asplainをデフォルトとする 4バイト自律システム番号形式

showコマンド出力および正規表現のマッチン
グ形式

設定形式書式

2バイト：1～ 655354バイト：65536～
4294967295

2バイト：1～ 655354バイト：65536
～ 4294967295

asplain

2バイト：1～ 655354バイト：65536～
4294967295

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

asdot

表 39 : asdotを使用する 4バイト自律システム番号形式

showコマンド出力および正規表現のマッチン
グ形式

設定形式書式

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

2バイト：1～ 655354バイト：65536～
4294967295

asplain

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

2バイト：1～ 655354バイト：1.0～
65535.65535

asdot

予約済みおよびプライベートの自律システム番号

Cisco IOS Release 12.0(32)S12、12.0(32)SY8、12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、
12.4(24)T、Cisco IOS XE Release 2.3およびそれ以降のリリースでは、シスコ実装の BGPは、
RFC 4893をサポートします。RFC 4893は、2バイト自律システム番号から 4バイト自律シス
テム番号への段階的移行をBGPがサポートできるように開発されました。新しい予約済み（プ
ライベート）自律システム番号（23456）はRFC 4893により作成された番号で、Cisco IOSCLI
ではこの番号を自律システム番号として設定できません。
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RFC 5398『Autonomous System (AS) Number Reservation for Documentation Use』では、文書化を
目的として新たに予約された自律システム番号について説明されています。予約済み番号を使

用することで、設定例を正確に文書化しつつ、その設定がそのままコピーされた場合でも製品

ネットワークに競合が発生することを防止できます。予約済み番号は IANA自律システム番号
レジストリに記載されています。予約済み 2バイト自律システム番号は 64496～ 64511の連続
したブロック、予約済み 4バイト自律システム番号は 65536～ 65551をその範囲としていま
す。

64512～ 65534を範囲とするプライベートの 2バイト自律システム番号は依然有効で、65535
は特殊な目的のために予約されています。プライベート自律システム番号は内部ルーティング

ドメインで使用できますが、インターネットにルーティングされるトラフィックについては変

換が必要です。プライベート自律システム番号を外部ネットワークへアドバタイズするように

BGPを設定しないでください。Cisco IOSソフトウェアは、デフォルトではルーティングアッ
プデートからプライベート自律システム番号を削除しません。ISPがプライベート自律システ
ム番号をフィルタリングすることを推奨します。

パブリックネットワークおよびプライベートネットワークに対する自律システム番号の割り

当ては、IANAが管理しています。予約済み番号の割り当てや自律システム番号の登録申込な
ど、自律システム番号についての情報については、http://www.iana.org/を参照してください。

（注）

例 次に、自律システム 45000に BGPプロセスを設定し、2バイト自律システム番号を使
用して異なる自律システムで 2つの外部 BGPネイバーを設定する例を示します。

Device bgp 45000
neighbor 192.168.1.2 remote-as 40000
neighbor 192.168.3.2 remote-as 50000
neighbor 192.168.3.2 description finance
!
address-family ipv4
neighbor 192.168.1.2 activate
neighbor 192.168.3.2 activate
no auto-summary
no synchronization
network 172.17.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family

次に、自律システム 65538にBGPプロセスを設定し、asplain表記の 4バイト自律シス
テム番号を使用して異なる自律システムで 2つの外部BGPネイバーを設定する例を示
します。この例は、Cisco IOS Release 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、
12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、Cisco IOS XE Release 2.4およびそれ以降のリリースでサ
ポートされています。

Device bgp 65538
neighbor 192.168.1.2 remote-as 65536
neighbor 192.168.3.2 remote-as 65550
neighbor 192.168.3.2 description finance
!
address-family ipv4
neighbor 192.168.1.2 activate
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neighbor 192.168.3.2 activate
no auto-summary
no synchronization
network 172.17.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family

次に、自律システム 1.2にBGPプロセスを設定し、asdot表記の 4バイト自律システム
番号を使用して異なる自律システムで 2つの外部BGPネイバーを設定する例を示しま
す。この例は、Cisco IOSRelease 12.0(32)SY8、12.0(32)S12、12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、
12.2(33)SXI1、12.4(24)T、Cisco IOS XE Release 2.3およびそれ以降のリリースでサポー
トされています。

Device bgp 1.2
neighbor 192.168.1.2 remote-as 1.0
neighbor 192.168.3.2 remote-as 1.14
neighbor 192.168.3.2 description finance
!
address-family ipv4
neighbor 192.168.1.2 activate
neighbor 192.168.3.2 activate
no auto-summary
no synchronization
network 172.17.1.0 mask 255.255.255.0
exit-address-family

関連コマンド 説明コマンド

デフォルトの表示を変更し、BGP 4バイト自律システム
番号の正規表現一致形式を、asplain（10進数の値）から
ドット付き表記にします。

bgpasnotationdot

BGPネイバーテーブルまたはマルチプロトコル BGPネ
イバーテーブルにエントリを追加します。

neighborremote-as

BGPルーティングプロセスのネットワークのリストを指
定します。

network(BGPandmultiprotocolBGP)
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router-id
固定ルータ IDを使用するには、ルータコンフィギュレーションモードで router-idコマンド
を使用します。Open Shortest Path First（OSPF）で以前の OSPFルータ IDの動作を強制するに
は、このコマンドの no形式を使用します。

router-id ip-address
no router-id ip-address

構文の説明 IPアドレス形式でのルータ ID。ip-address

コマンドデフォルト OSPFルーティングプロセスは定義されません。

コマンドモード ルータコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン IPアドレス形式で各ルータに任意の値を定義できます。ただし、それぞれ固有のルータ IDに
する必要があります。

すでにアクティブになっている（ネイバーが存在する）OSPFルータプロセスでこのコマンド
を使用すると、次回のリロード時または手動のOSPFプロセスの再起動時に、新しいルータ ID
が使用されます。OSPFプロセスを手動で再起動するには、clear ip ospfコマンドを使用しま
す。

例 次に、固定ルータ IDを指定する例を示します。

router-id 10.1.1.1

関連コマンド 説明コマンド

OSPFルーティングプロセス IDに基づいて再配布をクリアします。clearipospf

OSPFルーティングプロセスを設定します。routerospf
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router eigrp
Enhanced InteriorGatewayRouting Protocol（EIGRP）ルーティングプロセスを設定するには、グ
ローバルコンフィギュレーションモードで routereigrpコマンドを使用します。EIGRPルー
ティングプロセスを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

router eigrp {autonomous-system-numbervirtual-instance-name}
no router eigrp {autonomous-system-numbervirtual-instance-name}

構文の説明 別の EIGRPアドレスファミリルートに対するサービスを識別する
ための自律システム番号。ルーティング情報にタグを付加するため

にも使用されます。有効範囲は 1～ 65535です。

autonomous-system-number

EIGRP仮想インスタンス名。この名前は、単一ルータ上のすべての
アドレスファミリルータプロセスで一意でなければいけませんが、

ルータ間で一意である必要はありません。

virtual-instance-name

コマンドデフォルト EIGRPプロセスは設定されていません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 表 40 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン autonomous-system-number引数を使用して routereigrpコマンドを設定すると、自律システム
（AS）設定と呼ばれる EIGRP設定が作成されます。EIGRP AS設定により、ルーティング情
報のタギングに使用できる EIGRPルーティングインスタンスが作成されます。

引数 virtual-instance-nameを指定して routereigrpコマンドを設定すると、EIGRP名前付きコン
フィギュレーションと呼ばれるEIGRP設定が作成されます。EIGRP名前付きコンフィギュレー
ション自体は、EIGRPルーティングインスタンスを作成しません。EIGRP名前付きコンフィ
ギュレーションは、ルーティングに使用される、アドレスファミリコンフィギュレーション

を定義する際に必要なベースコンフィギュレーションです。

例 次に、EIGRPプロセス 109を設定する例を示します。

Device(config)# router eigrp 109

次に、EIGRPアドレスファミリルーティングプロセスを設定し、これに「virtual-name」
という名前を割り当てる例を示します。

Device(config)#
Device eigrp virtual-name
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関連コマンド 説明コマンド

EIGRPプロセスのネットワークリストを指定します。network(EIGRP)
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router ospf
Open Shortest Path First（OSPF）ルーティングプロセスを設定するには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで routerospfコマンドを使用します。OSPFルーティングプロセスを終
了するには、このコマンドの no形式を使用します。

router ospf process-id [vrf vrf-name]
no router ospf process-id [vrf vrf-name]

構文の説明 OSPFルーティングプロセスの内部で使用される識別パラメータ。ローカルで割
り当てられ、任意の正の整数を使用できます。OSPFルーティングプロセスごと
に固有の値が割り当てられます。

process-id

（任意）OSPF VRFプロセスに関連付ける VPNルーティング/転送（VRF）イン
スタンスの名前を指定します。

vrf
vrf-name

コマンドデフォルト OSPFルーティングプロセスは定義されません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン 1ルータあたり複数の OSPFルーティングプロセスを指定できます。

routerospfコマンドの入力後、パスの最大番号を入力できます。1～ 32のパスを指定できま
す。

例 次に、OSPFルーティングプロセスを設定し、プロセス番号 109を割り当てる例を示
します。

Device(config)# router ospf 109

次の例に、routerospfコマンドを使用して、VRF first、second、thirdのOSPFVRFイン
スタンスプロセスを設定する、基本的な OSPF設定を示します。

Router> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router ospf 12 vrf first
Device(config)# router ospf 13 vrf second
Device(config)# router ospf 14 vrf third
Device(config)# exit

次の例に、maximum-pathsオプションの使用方法を示します。

Router> enable
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Device# configure terminal
Device(config)# router ospf

Device(config-router)# maximum-paths?
Device(config-router)# 20

Device(config-router)# exit

関連コマンド 説明コマンド

OSPFを実行するインターフェイスを定義し、それらのインターフェイスに対す
るエリア IDを定義します。

networkarea
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set community
BGPコミュニティ属性を設定するには、setcommunityルートマップコンフィギュレーション
コマンドを使用します。エントリを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

set community {community-number [additive] [well-known-community]|none}
no set community

構文の説明 そのコミュニティ番号を指定します。有効な値の範囲は1～4294967200、
no-export、または no-advertiseです。

community-number

（オプション）既存のコミュニティにコミュニティを追加します。additive

（オプション）次のキーワードを使用することにより、ウェルノウンコ

ミュニティを指定できます。

• internet

• local-as

• no-advertise

• no-export

well-known-community

（オプション）ルートマップを渡すプレフィックスからコミュニティ属

性を削除します。

none

コマンドデフォルト BGPコミュニティ属性は存在しません。

コマンドモード
ルートマップコンフィギュレーション（config-route-map）

コマンド履歴 表 41 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン タグを設定する場合は、match句を使用する必要があります（「permit everything」リストを指
している場合でも）。

あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロトコルにルートを再配布する条件を

定義するには、route-mapグローバルコンフィギュレーションコマンドと、matchおよび set
ルートマップコンフィギュレーションコマンドを使用します。各 route-mapコマンドには、
matchおよび setコマンドのリストが関連付けられています。matchコマンドは、一致基準、
つまり現在の route-mapコマンドに再配布が許可される条件を指定します。setコマンドは、
set処理、つまり matchコマンドで指定した基準を満たしている場合に実行する特定の再配布
アクションを指定します。no route-mapコマンドは、ルートマップを削除します。
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setルートマップコンフィギュレーションコマンドは、ルートマップのすべての一致基準が
満たされたときに実行される再配布 set処理を指定します。すべての一致基準を満たすと、す
べての set処理が実行されます。

例 次の例では、自律システムパスアクセスリスト 1を通過するルートのコミュニティ
が 109に設定されます。自律システムパスアクセスリスト 2を通過するルートのコ
ミュニティは、no-export（これらのルートがどの eBGPピアにもアドバタイズされな
い）に設定されます。

route-map set_community 10 permit
match as-path 1
set community 109
route-map set_community 20 permit
match as-path 2
set community no-export

次の同様の例では、自律システムパスアクセスリスト 1を通過するルートのコミュ
ニティが 109に設定されます。自律システムパスアクセスリスト 2を通過するルー
トのコミュニティは、local-as（ルータがローカル自律システムの外部のピアにこのルー
トをアドバタイズしない）に設定されます。

route-map set_community 10 permit
match as-path 1
set community 109
route-map set_community 20 permit
match as-path 2
set community local-as

関連コマンド 説明コマンド

BGP用のコミュニティリストを作成し、このリストへのコントロール
アクセスを作成します。

ipcommunity-list

BGPコミュニティを照合します。matchcommunity

あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロトコルへルー

トを再配布する条件を定義するか、ポリシールーティングをイネーブ

ルにします。

route-map(IP)

インバウンドまたはアウトバウンドアップデートのコミュニティ属性

からコミュニティを削除します。

setcomm-listdelete

指定された BGPコミュニティに属するルートを示します。showipbgpcommunity
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set ip next-hop（BGP）
ポリシールーティングにおいてルートマップの match句を通過するパケットの出力先を示す
には、ルートマップコンフィギュレーションモードで setipnext-hopコマンドを使用します。
エントリを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

set ip next-hop ip-address[{...ip-address}][{peer-address}]
no set ip next-hop ip-address[{...ip-address}][{peer-address}]

構文の説明 パケットが出力される出力先ネクストホップの IPアドレス。隣接ルータである
必要はありません。

ip-address

（オプション）ネクストホップを BGPピアアドレスに設定します。peer-address

コマンドデフォルト このコマンドは、デフォルトでディセーブルになっています。

コマンドモード
ルートマップコンフィギュレーション（config-route-map）

コマンド履歴 表 42 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン コマンド構文の省略記号（...）は、コマンド入力で ip-address引数に複数の値を含めることが
できることを示します。

ippolicyroute-mapインターフェイスコンフィギュレーションコマンド、route-mapグローバ
ルコンフィギュレーションコマンド、およびmatchと setルートマップコンフィギュレーショ
ンコマンドを使用して、ポリシールーティングパケットの条件を定義します。ippolicyroute-map
コマンドは、ルートマップを名前で識別します。各 route-mapコマンドには、matchおよび
setコマンドのリストが関連付けられています。matchコマンドは、一致基準（ポリシールー
ティングが発生する条件）を指定します。setコマンドは、set処理、つまりmatchコマンドで
指定した基準を満たしている場合に実行する特定のルーティングアクションを指定します。

setipnext-hopコマンドで指定された最初のネクストホップがダウン状態になると、任意で指
定された IPアドレスが使用されます。

BGPピアのインバウンドルートマップで peer-addressキーワードを指定し、setipnext-hopコ
マンドを使用すると、受信した一致するルートのネクストホップをネイバーピアアドレスに

設定し、サードパーティのネクストホップを上書きします。したがって、同じルートマップ

を複数の BGPピアに適用すると、サードパーティのネクストホップを上書きできます。

BGPピアのアウトバウンドルートマップで peer-addressキーワードを指定し、setipnext-hop
コマンドを使用すると、アドバタイズされた一致するルートのネクストホップをローカルルー

タのピアアドレスに設定し、ネクストホップ計算をディセーブルにします。一部のルートに
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ネクストホップを設定し、他のルートには設定できないという点で、setipnext-hopコマンド
の粒度は、(per-neighbor) neighbornext-hop-selfコマンドより細かくなっています。
neighbornext-hop-selfコマンドは、そのネイバーに送信されたすべてのルートにネクストホッ
プを設定します。

set句は互いに組み合わせて使用できます。set句は次の順で評価されます。

1. setipnext-hop

2. setinterface

3. setipdefaultnext-hop

4. setdefaultinterface

反映されたルートの一般的な設定エラーを回避するために、BGPルートリフレクタクライア
ントに適用するルートマップで setipnext-hopコマンドを使用しないでください。

（注）

VRFインターフェイスで setipnext-hop ...ip-addressコマンドを設定すると、指定したVRFアド
レスファミリでネクストホップを検索できます。このコンテキストでは、...ip-address引数は、
指定された VRFインスタンスの引数と一致します。

例 次の例では、3台のルータが同じ FDDI LAN上にあります（IPアドレス 10.1.1.1、
10.1.1.2、および10.1.1.3）。それぞれが異なる自律システム（AS）です。setipnext-hop
peer-addressコマンドは、ルートマップと一致する、リモート自律システム 300内の
ルータ（10.1.1.3）からリモート自律システム100内のルータ（10.1.1.1）へのトラフィッ
クが、LANへの相互接続上で自律システム100内のルータ（10.1.1.1）に直接送信され
るのではなく、ルータ bgp 200を通過するように指定します。

Device bgp 200
neighbor 10.1.1.3 remote-as 300
neighbor 10.1.1.3 route-map set-peer-address out
neighbor 10.1.1.1 remote-as 100
route-map set-peer-address permit 10
set ip next-hop peer-address

関連コマンド 説明コマンド

インターフェイスでポリシールーティングに使用するルートマップを

特定します。

ippolicyroute-map

標準アクセスリストまたは拡張アクセスリストで許可された宛先ネッ

トワーク番号アドレスを含むすべてのルートを配布し、パケットに対し

てポリシールーティングを実行します。

matchipaddress

パケットのレベル3長に基づいてポリシールーティングを実行します。matchlength

IPユニキャストルーティングコマンド
104

IPユニキャストルーティングコマンド

set ip next-hop（BGP）



説明コマンド

ルータ上で BGPアップデートのネクストホップ処理をディセーブルに
します。

neighbornext-hop-self

あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロトコルへルー

トを再配布する条件を定義するか、ポリシールーティングをイネーブル

にします。

route-map(IP)

ポリシールーティングのルートマップの一致句を満たし、宛先に対す

る明示ルートを持っていないパケットの出力先を示します。

setdefaultinterface

ポリシールーティング用のルートマップの match節を通過したパケッ
トの送出先を示します。

setinterface

ポリシールーティングにおいてルートマップの一致句を満たしたパケッ

トの宛先への明示ルートを Cisco IOSソフトウェアが持たない場合の出
力先を示します。

setipdefaultnext-hop
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show ip bgp
Border Gateway Protocol（BGP）ルーティングテーブル内のエントリを表示するには、ユーザ
EXECモードまたは特権 EXECモードで showipbgpコマンドを使用します。

show ip bgp [{ip-address [{mask [{longer-prefixes [{injected}] |shorter-prefixes [{length}]
|bestpath |multipaths |subnets}] |bestpath |multipaths}] |all |oer-paths |prefix-list name
|pending-prefixes |route-map name |version {version-number |recent offset-value}}]

構文の説明 （オプション）特定のホストまたはネットワークだけを BGPルーティ
ングテーブルに表示するために出力をフィルタリングするために入力

された IPアドレス。

ip-address

（オプション）指定したネットワークの一部であるホストをフィルタ

リングまたは照合するためのマスク。

mask

（オプション）指定したルートと、より限定的なすべてのルートを表

示します。

longer-prefixes

（オプション）BGPルーティングテーブルに注入された、より限定的
なプレフィックスを表示します。

injected

（オプション）指定したルートと、より限定的でないすべてのルート

を表示します。

shorter-prefixes

（オプション）プレフィックス長。範囲は 0～ 32の数字です。length

（オプション）このプレフィックスの最適パスを表示します。bestpath

（オプション）このプレフィックスのマルチパスを表示します。multipaths

（オプション）指定したプレフィックスのサブネットルートを表示し

ます。

subnets

（オプション）BGPルーティングテーブルのすべてのアドレスファミ
リ情報を表示します。

all

（オプション）BGPルーティングテーブルに Optimized Edge Routing
（OER）制御プレフィックスを表示します。

oer-paths

（オプション）指定したプレフィックスリストに基づいて出力をフィ

ルタリングします。

prefix-list name

（オプション）BGPルーティングテーブルからの削除が保留されてい
るプレフィックスを表示します。

pending-prefixes

（オプション）指定したルートマップに基づいて出力をフィルタリン

グします。

route-map name
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（オプション）指定したバージョン番号以上のネットワークバージョ

ンを持つすべてのプレフィックスを表示します。範囲は1～4294967295
です。

version
version-number

（オプション）現在のルーティングテーブルバージョンからのオフ

セットを表示します。範囲は 1～ 4294967295です。
recent offset-value

コマンドモード ユーザ EXEC (>)

特権 EXEC（#）

コマンド履歴 表 43 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン showipbgpコマンドは、BGPルーティングテーブルの内容を表示するために使用します。出
力は、特定のプレフィックスのエントリ、特定のプレフィックス長のエントリ、および、プレ

フィックスリスト、ルートマップ、または条件付きアドバタイズメントを介して注入された

プレフィックスのエントリを表示するようにフィルタリングできます。

ネットワークアドレスが変更されると、ネットワークバージョン番号が増分されます。特定

のネットワークバージョンを表示するには、version キーワードを使用します。

Cisco IOSRelease 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、Cisco IOS
XERelease2.4、およびそれ以降のリリースでは、シスコが採用している4バイト自律システム
番号は、自律システム番号の正規表現のマッチングおよび出力表示形式のデフォルトとして

asplain（たとえば、65538）を使用していますが、RFC 5396に記載されているとおり、4バイ
ト自律システム番号を asplain形式および asdot形式の両方で設定できます。4バイト自律シス
テム番号の正規表現マッチングと出力表示のデフォルトを asdot形式に変更するには、
bgpasnotationdotコマンドの後に clearipbgp*コマンドを実行し、現在の BGPセッションをす
べてハードリセットします。

Cisco IOSリリース 12.0(32)S12、12.4(24)T、および Cisco IOS XEリリース 2.3では、シスコが
採用している4バイト自律システム番号は、設定形式、正規表現とのマッチング、および出力
表示として、asdot（たとえば、1.2）だけを使用しています。asplainはサポートしていません。

oer-pathsキーワード

Cisco IOSリリース 12.3(8)T以降のリリースでは、oer-pathsキーワードを指定して showipbgp
コマンドを入力すると、OERによって監視および制御される BGPプレフィックスが表示され
ます。

show ip bgp：例

次に、BGPルーティングテーブルの出力例を示します。
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Device# show ip bgp

BGP table version is 6, local router ID is 10.0.96.2
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale, m multipath, b backup-path, x best-external, f
RT-Filter, a additional-path
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete
RPKI validation codes: V valid, I invalid, N Not found

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path

N* 10.0.0.1 10.0.0.3 0 0 3 ?

N*> 10.0.3.5 0 0 4 ?

Nr 10.0.0.0/8 10.0.0.3 0 0 3 ?

Nr> 10.0.3.5 0 0 4 ?

Nr> 10.0.0.0/24 10.0.0.3 0 0 3 ?

V*> 10.0.2.0/24 0.0.0.0 0 32768 i

Vr> 10.0.3.0/24 10.0.3.5 0 0 4 ?

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 44 : show ip bgpのフィールドの説明

説明フィールド

テーブルの内部バージョン番号。この番号は、テーブルが変更されるたび

に増分します。

BGP table version

ルータの IPアドレスlocal router ID
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説明フィールド

テーブルエントリのステータス。テーブルの各行の最初にステータスが表

示されます。次のいずれかの値を指定できます。

• s：テーブルエントリが抑制されます。

• d：テーブルエントリがダンプニングされています。

• h：テーブルエントリの履歴です。

• *：テーブルエントリが有効です。

• >：テーブルエントリがそのネットワークで使用するための最良エン
トリです。

• i：テーブルエントリが内部 BGP（iBGP）セッションを経由して学習
されます。

• r：テーブルエントリは RIB障害です。

• S：テーブルエントリは失効しています。

• m：テーブルエントリには、そのネットワークで使用するためのマル
チパスが含まれています。

• b：テーブルエントリには、そのネットワークで使用するためのバック
アップパスが含まれています。

• x：テーブルエントリには、ネットワークで使用するための最適外部
ルートが含まれています。

Status codes

エントリの作成元。作成元のコードはテーブルの各行の終わりにあります。

次のいずれかの値を指定できます。

• a：追加のパスとしてパスが選択されます。

• i：内部ゲートウェイプロトコル（IGP）から発信され、networkルー
タコンフィギュレーションコマンドを使用してアドバタイズされたエ

ントリ。

• e：エクステリアゲートウェイプロトコル（EGP）から発信されたエ
ントリ。

• ?：パスの発信元はクリアされません。通常、これは IGPから BGPに
再配信されるルータです。

Origin codes

表示されている場合、RPKIサーバからダウンロードされたネットワーク
プレフィックスの RPKI検証状態。このコードは、bgp rpki serverまたは
neighbor announce rpki stateコマンドが設定されている場合にのみ表示さ
れます。

RPKI validation
codes
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説明フィールド

ネットワークエンティティの IPアドレスNetwork

パケットを宛先ネットワークに転送するときに使用される次のシステムの

IPアドレス。0.0.0.0のエントリは、ルータにこのネットワークへの非 BGP
ルートがあることを示します。

Next Hop

表示されている場合は相互自律システムメトリック。Metric

setlocal-preferenceルートマップコンフィギュレーションコマンドで設定
されたローカルプリファレンス値。デフォルト値は 100です。

LocPrf

自律システムフィルタを介して設定されたルートの重み。Weight

宛先ネットワークへの自律システムパス。パス内の各自律システムに対し

て、このフィールド内に 1エントリを含めることができます。
Path

指定した自律システムの次のパスがグレースフルリスタートプロセス中に

「stale」とマークされたことを示します。
(stale)

show ip bgp（4バイト自律システム番号）：例

次に、BGPルーティングテーブルの出力例を示します。[Path]フィールドの下に 4バ
イト自律システム番号（65536と 65550）が表示されます。この例では、Cisco IOS
Release 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、Cisco IOS
XE Release 2.4またはそれ以降のリリースが必要です。

Device# show ip bgp

BGP table version is 4, local router ID is 172.16.1.99
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure, S Stale
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.1.1.0/24 192.168.1.2 0 0 65536 i
*> 10.2.2.0/24 192.168.3.2 0 0 65550 i
*> 172.16.1.0/24 0.0.0.0 0 32768 i

show ip bgp network：例

次に、BGPルーティングテーブルの 192.168.1.0エントリに関する情報の出力例を示
します。

Device# show ip bgp 192.168.1.0

BGP routing table entry for 192.168.1.0/24, version 22
Paths: (2 available, best #2, table default)
Additional-path
Advertised to update-groups:

3
10 10
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192.168.3.2 from 172.16.1.2 (10.2.2.2)
Origin IGP, metric 0, localpref 100, valid, internal, backup/repair

10 10
192.168.1.2 from 192.168.1.2 (10.3.3.3)
Origin IGP, localpref 100, valid, external, best , recursive-via-connected

次に、BGPルーティングテーブルの 10.3.3.3 255.255.255.255エントリに関する情報の
出力例を示します。

Device# show ip bgp 10.3.3.3 255.255.255.255

BGP routing table entry for 10.3.3.3/32, version 35
Paths: (3 available, best #2, table default)
Multipath: eBGP
Flag: 0x860
Advertised to update-groups:

1
200
10.71.8.165 from 10.71.8.165 (192.168.0.102)
Origin incomplete, localpref 100, valid, external, backup/repair
Only allowed to recurse through connected route

200
10.71.11.165 from 10.71.11.165 (192.168.0.102)
Origin incomplete, localpref 100, weight 100, valid, external, best
Only allowed to recurse through connected route

200
10.71.10.165 from 10.71.10.165 (192.168.0.104)
Origin incomplete, localpref 100, valid, external,
Only allowed to recurse through connected route

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 45 : show ip bgp ip-addressのフィールドの説明

説明フィールド

ルーティングテーブルエントリの IPアドレスまたはネットワーク番
号。

BGP routing table entry
for

テーブルの内部バージョン番号。この番号は、テーブルが変更される

たびに増分します。

version

使用可能なパスの数、およびインストールされた最適パスの数。最適

パスが IPルーティングテーブルに登録されている場合、この行に
「Default-IP-Routing-Table」と表示されます。

Paths

このフィールドは、マルチパスロードシェアリングがイネーブルの場

合に表示されます。このフィールドは、マルチパスが iBGPと eBGPの
どちらであるかを示します。

Multipath

アドバタイズメントが処理される各アップデートグループの数。Advertised to
update-groups
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説明フィールド

エントリの作成元。送信元は IGP、EGP、incompleteのいずれかになり
ます。この行には、設定されたメトリック（メトリックが設定されて

いない場合は0）、ローカルプリファレンス値（100がデフォルト）、
およびルートのステータスとタイプ（内部、外部、マルチパス、最適）

が表示されます。

Origin

このフィールドは、ルートが拡張コミュニティ属性を伝送する場合に

表示されます。この行には、属性コードが表示されます。拡張コミュ

ニティに関する情報は後続の行に表示されます。

Extended Community

show ip bgp all：例

次に、allキーワードを指定して入力された showipbgpコマンドの出力例を示します。
設定されたすべてのアドレスファミリに関する情報が表示されます。

Device# show ip bgp all

For address family: IPv4 Unicast *****
BGP table version is 27, local router ID is 10.1.1.1
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.1.1.0/24 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.13.13.0/24 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.15.15.0/24 0.0.0.0 0 32768 ?
*>i10.18.18.0/24 172.16.14.105 1388 91351 0 100 e
*>i10.100.0.0/16 172.16.14.107 262 272 0 1 2 3 i
*>i10.100.0.0/16 172.16.14.105 1388 91351 0 100 e
*>i10.101.0.0/16 172.16.14.105 1388 91351 0 100 e
*>i10.103.0.0/16 172.16.14.101 1388 173 173 100 e
*>i10.104.0.0/16 172.16.14.101 1388 173 173 100 e
*>i10.100.0.0/16 172.16.14.106 2219 20889 0 53285 33299 51178 47751 e
*>i10.101.0.0/16 172.16.14.106 2219 20889 0 53285 33299 51178 47751 e
* 10.100.0.0/16 172.16.14.109 2309 0 200 300 e
*> 172.16.14.108 1388 0 100 e
* 10.101.0.0/16 172.16.14.109 2309 0 200 300 e
*> 172.16.14.108 1388 0 100 e
*> 10.102.0.0/16 172.16.14.108 1388 0 100 e
*> 172.16.14.0/24 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 192.168.5.0 0.0.0.0 0 32768 ?
*> 10.80.0.0/16 172.16.14.108 1388 0 50 e
*> 10.80.0.0/16 172.16.14.108 1388 0 50 e
For address family: VPNv4 Unicast *****
BGP table version is 21, local router ID is 10.1.1.1
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
Route Distinguisher: 1:1 (default for vrf vpn1)
*> 10.1.1.0/24 192.168.4.3 1622 0 100 53285 33299 51178
{27016,57039,16690} e
*> 10.1.2.0/24 192.168.4.3 1622 0 100 53285 33299 51178
{27016,57039,16690} e
*> 10.1.3.0/24 192.168.4.3 1622 0 100 53285 33299 51178
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{27016,57039,16690} e
*> 10.1.4.0/24 192.168.4.3 1622 0 100 53285 33299 51178
{27016,57039,16690} e
*> 10.1.5.0/24 192.168.4.3 1622 0 100 53285 33299 51178
{27016,57039,16690} e
*>i172.17.1.0/24 10.3.3.3 10 30 0 53285 33299 51178 47751 ?
*>i172.17.2.0/24 10.3.3.3 10 30 0 53285 33299 51178 47751 ?
*>i172.17.3.0/24 10.3.3.3 10 30 0 53285 33299 51178 47751 ?
*>i172.17.4.0/24 10.3.3.3 10 30 0 53285 33299 51178 47751 ?
*>i172.17.5.0/24 10.3.3.3 10 30 0 53285 33299 51178 47751 ?
For address family: IPv4 Multicast *****
BGP table version is 11, local router ID is 10.1.1.1
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.40.40.0/26 172.16.14.110 2219 0 21 22 {51178,47751,27016} e
* 10.1.1.1 1622 0 15 20 1 {2} e
*> 10.40.40.64/26 172.16.14.110 2219 0 21 22 {51178,47751,27016} e
* 10.1.1.1 1622 0 15 20 1 {2} e
*> 10.40.40.128/26 172.16.14.110 2219 0 21 22 {51178,47751,27016} e
* 10.1.1.1 2563 0 15 20 1 {2} e
*> 10.40.40.192/26 10.1.1.1 2563 0 15 20 1 {2} e
*> 10.40.41.0/26 10.1.1.1 1209 0 15 20 1 {2} e
*>i10.102.0.0/16 10.1.1.1 300 500 0 5 4 {101,102} e
*>i10.103.0.0/16 10.1.1.1 300 500 0 5 4 {101,102} e
For address family: NSAP Unicast *****
BGP table version is 1, local router ID is 10.1.1.1
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,

r RIB-failure
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
* i45.0000.0002.0001.000c.00 49.0001.0000.0000.0a00 100 0 ?
* i46.0001.0000.0000.0000.0a00 49.0001.0000.0000.0a00 100 0 ?
* i47.0001.0000.0000.000b.00 49.0001.0000.0000.0a00 100 0 ?
* i47.0001.0000.0000.000e.00 49.0001.0000.0000.0a00

show ip bgp longer-prefixes：例

次に、showipbgp longer-prefixesコマンドの出力例を示します。

Device# show ip bgp 10.92.0.0 255.255.0.0 longer-prefixes

BGP table version is 1738, local router ID is 192.168.72.24
Status codes: s suppressed, * valid, > best, i - internal
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 10.92.0.0 10.92.72.30 8896 32768 ?
* 10.92.72.30 0 109 108 ?
*> 10.92.1.0 10.92.72.30 8796 32768 ?
* 10.92.72.30 0 109 108 ?
*> 10.92.11.0 10.92.72.30 42482 32768 ?
* 10.92.72.30 0 109 108 ?
*> 10.92.14.0 10.92.72.30 8796 32768 ?
* 10.92.72.30 0 109 108 ?
*> 10.92.15.0 10.92.72.30 8696 32768 ?
* 10.92.72.30 0 109 108 ?
*> 10.92.16.0 10.92.72.30 1400 32768 ?
* 10.92.72.30 0 109 108 ?
*> 10.92.17.0 10.92.72.30 1400 32768 ?
* 10.92.72.30 0 109 108 ?
*> 10.92.18.0 10.92.72.30 8876 32768 ?
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* 10.92.72.30 0 109 108 ?
*> 10.92.19.0 10.92.72.30 8876 32768 ?
* 10.92.72.30 0 109 108 ?

show ip bgp shorter-prefixes：例

次に、 show ip bgpshorter-prefixesコマンドの出力例を示します。8ビットプレフィッ
クス長を指定しています。

Device# show ip bgp 172.16.0.0/16 shorter-prefixes 8

*> 172.16.0.0 10.0.0.2 0 ?
* 10.0.0.2 0 0 200 ?

show ip bgp prefix-list：例

次に、showipbgp prefix-listコマンドの出力例を示します。

Device# show ip bgp prefix-list ROUTE

BGP table version is 39, local router ID is 10.0.0.1
Status codes:s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i -
internal
Origin codes:i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 192.168.1.0 10.0.0.2 0 ?
* 10.0.0.2 0 0 200 ?

show ip bgp route-map：例

次に、show ip bgproute-mapコマンドの出力例を示します。

Device# show ip bgp route-map LEARNED_PATH

BGP table version is 40, local router ID is 10.0.0.1
Status codes:s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i -
internal
Origin codes:i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 192.168.1.0 10.0.0.2 0 ?
* 10.0.0.2 0 0 200 ?

show ip bgp（追加のパス）：例

次の出力は、追加のパスタグ（group-best、all、best 2または best 3）のいずれかがパ
スに適用されているかどうかを（各ネイバーに対して）示します。出力の行は、rx
pathid（ネイバーから受信）と tx pathid（ネイバーにアナウンス）を示します。BGPの
追加パス機能が有効になっている場合、「Path advertised to update-groups:」が per-path
になりました。

Device# show ip bgp 10.0.0.1 255.255.255.224
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BGP routing table entry for 10.0.0.1/28, version 82
Paths: (10 available, best #5, table default)
Path advertised to update-groups:

21 25
Refresh Epoch 1
20 50, (Received from a RR-client)
192.0.2.1 from 192.0.2.1 (192.0.2.1)
Origin IGP, metric 200, localpref 100, valid, internal, all
Originator: 192.0.2.1, Cluster list: 2.2.2.2
mpls labels in/out 16/nolabel
rx pathid: 0, tx pathid: 0x9

Path advertised to update-groups:
18 21

Refresh Epoch 1
30
192.0.2.2 from 192.0.2.2 (192.0.2.2)
Origin IGP, metric 200, localpref 100, valid, internal, group-best, all
Originator: 192.0.2.2, Cluster list: 4.4.4.4
mpls labels in/out 16/nolabel
rx pathid: 0x1, tx pathid: 0x8

Path advertised to update-groups:
16 18 19 20 21 22 24
25 27

Refresh Epoch 1
10
192.0.2.3 from 192.0.2.3 (192.0.2.3)
Origin IGP, metric 200, localpref 100, valid, external, best2, all
mpls labels in/out 16/nolabel
rx pathid: 0, tx pathid: 0x7

Path advertised to update-groups:
20 21 22 24 25

Refresh Epoch 1
10
192.0.2.4 from 192.0.2.4 (192.0.2.4)
Origin IGP, metric 300, localpref 100, valid, external, best3, all
mpls labels in/out 16/nolabel
rx pathid: 0, tx pathid: 0x6

Path advertised to update-groups:
10 13 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

Refresh Epoch 1
10
192.0.2.5 from 192.0.2.5 (192.0.2.5)
Origin IGP, metric 100, localpref 100, valid, external, best
mpls labels in/out 16/nolabel
rx pathid: 0, tx pathid: 0x0

Path advertised to update-groups:
21

Refresh Epoch 1
30
192.0.2.6 from 192.0.2.6 (192.0.2.6)
Origin IGP, metric 200, localpref 100, valid, internal, all
Originator: 192.0.2.6, Cluster list: 5.5.5.5
mpls labels in/out 16/nolabel
rx pathid: 0x1, tx pathid: 0x5

Path advertised to update-groups:
18 23 24 26 28

Refresh Epoch 1
60 40, (Received from a RR-client)
192.0.2.7 from 192.0.2.7 (192.0.2.7)
Origin IGP, metric 250, localpref 100, valid, internal, group-best
Originator: 192.0.2.7, Cluster list: 3.3.3.3
mpls labels in/out 16/nolabel
rx pathid: 0x2, tx pathid: 0x2
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Path advertised to update-groups:
25

Refresh Epoch 1
30 40, (Received from a RR-client)
192.0.2.8 from 192.0.2.8 (192.0.2.8)
Origin IGP, metric 200, localpref 100, valid, internal, all
Originator: 192.0.2.8, Cluster list: 2.2.2.2
mpls labels in/out 16/nolabel
rx pathid: 0x1, tx pathid: 0x3

Path advertised to update-groups:
18 21 23 24 25 26 28

Refresh Epoch 1
20 40, (Received from a RR-client)
192.0.2.9 from 192.0.2.9 (192.0.2.9)
Origin IGP, metric 200, localpref 100, valid, internal, group-best, all
Originator: 192.0.2.9, Cluster list: 2.2.2.2
mpls labels in/out 16/nolabel
rx pathid: 0x1, tx pathid: 0x4

Path advertised to update-groups:
21

Refresh Epoch 1
30 40
192.0.2.9 from 192.0.2.9 (192.0.2.9)
Origin IGP, metric 100, localpref 100, valid, internal, all
Originator: 192.0.2.9, Cluster list: 4.4.4.4
mpls labels in/out 16/nolabel
rx pathid: 0x1, tx pathid: 0x1

show ip bgp network（BGP属性フィルタ）：例

次に、不明のパス属性と破棄されたパス属性を表示する show ipbgpコマンドの出力例
を示します。

Device# show ip bgp 192.0.2.0/32

BGP routing table entry for 192.0.2.0/32, version 0
Paths: (1 available, no best path)
Refresh Epoch 1
Local
192.168.101.2 from 192.168.101.2 (192.168.101.2)
Origin IGP, localpref 100, valid, internal
unknown transitive attribute: flag 0xE0 type 0x81 length 0x20
value 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000

0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000

unknown transitive attribute: flag 0xE0 type 0x83 length 0x20
value 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000

0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000

discarded unknown attribute: flag 0x40 type 0x63 length 0x64
value 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000

0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000 0000

show ip bgp version：例

次に、show ip bgp versionコマンドの出力例を示します。
Device# show ip bgp version
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BGP table version is 5, local router ID is 10.2.4.2
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,
r RIB-failure, S Stale, m multipath, b backup-path, x best-external
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete
Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 192.168.34.2/24 10.0.0.1 0 0 1 ?
*> 192.168.35.2/24 10.0.0.1 0 0 1 ?

次に、ネットワークのバージョンを表示する例を示します。

Device# show ip bgp 192.168.34.2 | include version

BGP routing table entry for 192.168.34.2/24, version 5

showipbgpversionrecentコマンドの次の出力例は、指定されたバージョンのプレフィッ
クス変更を表示します。

Device# show ip bgp version recent 2

BGP table version is 5, local router ID is 10.2.4.2
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal,
r RIB-failure, S Stale, m multipath, b backup-path, x best-external
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 192.168.134.1/28 10.0.0.1 0 0 1 ?
*> 192.168.134.19/28 10.0.0.1 0 0 1 ?
*> 192.168.134.34/28 10.0.0.1 0 0 1 ?

関連コマンド 説明コマンド

デフォルトの表示を変更し、BGP 4バイト自律システム番号の正
規表現一致形式を、asplain（10進数の値）からドット付き表記に
します。

bgpasnotationdot

ハードまたはソフトの再設定を使用して BGP接続をリセットし
ます。

clearipbgp

コミュニティを AA:NN形式で表示するように BGPを設定しま
す。

ipbgp community
new-format

プレフィックスリストを作成したり、プレフィックスリストエ

ントリを追加したりします。

ipprefix-list

あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロトコル

にルートを再配布するための条件を定義します。

route-map

BGPルーティングプロセスを設定します。routerbgp
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show ip bgp neighbors
ネイバーへの Border Gateway Protocol（BGP）接続および TCP接続に関する情報を表示するに
は、ユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで show ip bgp neighborsコマンドを使用し
ます。

show ip bgp [{ipv4 {multicast|unicast}|vpnv4 all|vpnv6 unicast all}] neighbors
[{slowip-address|ipv6-address [{advertised-routes|dampened-routes|flap-statistics|paths
[reg-exp]|policy [detail]|received prefix-filter|received-routes|routes}]}]

構文の説明 （任意）IPv4アドレスファミリのピアを表示します。ipv4

（任意）IPv4マルチキャストアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（オプション）IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスを指定しま
す。

unicast

（任意）VPNv4アドレスファミリのピアを表示します。vpnv4all

（任意）VPNv6アドレスファミリのピアを表示します。vpnv6unicastall

（オプション）ダイナミックに設定された低速ピアに関する情報を表示し

ます。

slow

（任意）IPv4ネイバーの IPアドレス。この引数を省略すると、すべての
ネイバーに関する情報が表示されます。

ip-address

（任意）IPv6ネイバーの IPアドレス。ipv6-address

（オプション）ネイバーにアドバタイズされたすべてのルートを表示しま

す。

advertised-routes

（任意）指定されたネイバーから受信されたダンプニングされたルートを

表示します。

dampened-routes

（任意）指定されたネイバーから学習されたルートのフラップ統計を表示

します（外部 BGPピアの場合のみ）。
flap-statistics

（オプション）指定したネイバーから学習した自律システムパスを表示

します。オプションの正規表現を使用して、出力をフィルタ処理できま

す。

paths reg-exp

（オプション）アドレスファミリごとに、このネイバーに適用されるポ

リシーを表示します。

policy

（オプション）ルートマップ、プレフィックスリスト、コミュニティリ

スト、アクセスコントロールリスト（ACL）、自律システムパスフィル
タリストなどの詳細なポリシー情報を表示します。

detail
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（オプション）指定したネイバーから送信されたプレフィックスリスト

（アウトバウンドルートフィルタ（ORF））を表示します。
receivedprefix-filter

（オプション）指定したネイバーから受信したすべてのルートを表示しま

す。

received-routes

（オプション）受信され、受け入れられるすべてのルートを表示します。

このキーワードが入力されたときに表示される出力は、received-routes
キーワードによって表示される出力のサブセットです。

routes

コマンドデフォルト このコマンドの出力には、すべてのネイバーの情報が表示されます。

コマンドモード ユーザ EXEC (>)

特権 EXEC（#）

コマンド履歴 表 46 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

変更内容メインラインと Tリ
リース

このコマンドが導入されました。10.0

このコマンドが変更されました。received-routesキーワードが追加さ
れました。

11.2

このコマンドが変更されました。receivedおよびprefix-filterキーワー
ドが追加されました。

12.2(4)T

このコマンドが変更されました。BGPグレースフルリスタート機能
情報の表示のサポートが追加されました。

12.2(15)T

このコマンドが変更されました。BGP TTLセキュリティチェック機
能をサポートし、明示的なヌルのラベル情報を表示するようにコマン

ド出力が変更されました。

12.3(7)T

このコマンドが変更されました。Bidirectional Forwarding Detection
（BFD）情報の表示のサポートが追加されました。

12.4(4)T

このコマンドが変更されました。policyおよび detailキーワードのサ
ポートが追加されました。

12.4(11)T

このコマンドが変更されました。BGP TCPパスMTUディスカバリを
サポートするように出力が変更されました。

12.4(20)T
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変更内容メインラインと Tリ
リース

このコマンドが変更されました。asdot表記の4バイト自律システム番
号の表示のサポートが追加されました。

12.4(24)T

変更内容Sリリース

このコマンドが変更されました。no-prepend設定オプションを表示するように
出力が変更されました。

12.0(18)S

このコマンドが変更されました。マルチプロトコルラベルスイッチング

（MPLS）ラベル情報を表示するように出力が変更されました。
12.0(21)ST

このコマンドが変更されました。BGPグレースフルリスタート機能情報の表示
のサポートが追加されました。Cisco 12000シリーズルータ（エンジン 0および
エンジン 2）のサポートも追加されました。

12.0(22)S

このコマンドが変更されました。policyおよびdetailキーワードが追加されまし
た。

12.0(25)S

このコマンドが変更されました。BGPTTLセキュリティチェック機能をサポー
トし、明示的なヌルのラベル情報を表示するようにコマンド出力が変更されま

した。

12.0(27)S

このコマンドが変更されました。BFD情報の表示のサポートが追加されました。12.0(31)S

このコマンドが変更されました。asdot表記の 4バイト自律システム番号の表示
のサポートが追加されました。

12.0(32)S12

このコマンドが変更されました。asplain表記と asdot表記の 4バイト自律システ
ム番号の表示のサポートが追加されました。

12.0(32)SY8

このコマンドが変更されました。4バイトの自律システム番号を asplain表記で
表示するためのサポートが追加され、デフォルトの表示形式が asplainになりま
した。

12.0(33)S3

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(14)Sに統合されました。12.2(14)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(17)SXAに統合されました。12.2(17b)SXA

このコマンドが変更されました。BFD情報の表示のサポートが追加されました。12.2(18)SXE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドが変更されました。BGPTCPパス最大伝送ユニット（MTU）ディ
スカバリをサポートするように出力が変更されました。

12.2(33)SRA

このコマンドが変更されました。policyおよびdetailキーワードのサポートが追
加されました。

12.2(33)SRB

IPユニキャストルーティングコマンド
120

IPユニキャストルーティングコマンド
show ip bgp neighbors



変更内容Sリリース

このコマンドが変更されました。BGP動的ネイバー情報の表示のサポートが追
加されました。

12.2(33)SXH

このコマンドが変更されました。BGPグレースフルリスタート情報の表示のサ
ポートが追加されました。

12.2(33)SRC

このコマンドが変更されました。ピアごとの BFDおよび BGPのグレースフル
リスタート情報を表示するサポートが追加され、policyおよびdetailキーワード
のサポートが Cisco IOSリリース 12.2(33)SBに統合されました。

12.2(33)SB

このコマンドが変更されました。asplain表記と asdot表記の 4バイト自律システ
ム番号の表示のサポートが追加されました。

12.2(33)SXI1

このコマンドが変更されました。BGPの最良の外部およびBGP追加パス機能情
報を表示するサポートが追加されました。asplain表記と asdot表記の 4バイト自
律システム番号の表示のサポートが追加されました。

12.2(33)SRE

このコマンドが変更されました。asplain表記と asdot表記の 4バイト自律システ
ム番号のサポートが追加されました。

12.2(33)XNE

このコマンドが変更されました。slowキーワードが追加されました。15.0(1)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 15.0(1)SYに統合されました。15.0(1)SY

このコマンドが変更されました。グレースフルリスタートまたはノンストップ

フォワーディング（NSF）が有効の場合、レイヤ 2 VPNアドレスファミリが表
示されます。

15.1(1)S

このコマンドが変更されました。4バイトの自律システム番号を asplain表記で
表示するためのサポートが追加され、デフォルトの表示形式が asplainになりま
した。

15.1(1)SG

このコマンドが Cisco 7200シリーズルータで変更および実装されました。設定
された discard属性と treat-as-withdraw属性が、一致する discard属性または
treat-as-withdraw属性を持つ着信更新の数、および不正な更新が treat-as-withdraw
であるとされた回数とともに表示されます。ネイバーがアドバタイズまたは受

信される追加のパスを送受信する機能が追加されました。

15.2(4)S

このコマンドが、Cisco ASR 901シリーズの集約サービスルータに実装されま
した。

15.1(2)SNG

このコマンドが Cisco IOS Release 15.2(1)Eに統合されました。15.2(1)E

変更内容Cisco IOS XE

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOS XE Release 2.1

IPユニキャストルーティングコマンド
121

IPユニキャストルーティングコマンド
show ip bgp neighbors



変更内容Cisco IOS XE

このコマンドが変更されました。4バイトの自律システム番号を
asplain表記で表示するためのサポートが追加され、デフォルトの
表示形式が asplainになりました。

Cisco IOS XE Release 2.4

このコマンドが変更されました。slowキーワードが追加されまし
た。

Cisco IOS XE Release 3.1S

このコマンドが変更されました。BGP BFDマルチホップおよび C
ビット情報を表示するサポートが追加されました。

Cisco IOS XE Release 3.6S

このコマンドが変更されました。4バイトの自律システム番号を
asplain表記で表示するためのサポートが追加され、デフォルトの
表示形式が asplainになりました。

Cisco IOSXERelease 3.3SG

このコマンドが、CiscoASR 903ルータに実装され、出力が変更さ
れました。設定された discard属性と treat-as-withdraw属性が、一
致する discard属性または treat-as-withdraw属性を持つ着信更新の
数、および不正な更新が treat-as-withdrawであるとされた回数とと
もに表示されます。ネイバーがアドバタイズまたは受信される追

加のパスを送受信する機能が追加されました。

Cisco IOS XEリリース
3.7S

このコマンドが変更されました。BGPマルチクラスタ ID機能の
サポートでは、ネイバーにクラスタが割り当てられている場合、

ネイバーのクラスタ IDが表示されます。

Cisco IOS XE Release 3.8S

使用上のガイドライン ネイバーセッションのBGPおよび TCP接続情報を表示するには、showipbgpneighborsコマン
ドを使用します。BGPの場合、これには詳細なネイバー属性、機能、パス、およびプレフィッ
クス情報が含まれています。TCPの場合、これには BGPネイバーセッション確立およびメン
テナンスに関連した統計が含まれています。

アドバタイズされ、取り消されたプレフィックスの数に基づいて、プレフィックスアクティビ

ティが表示されます。ポリシー拒否には、アドバタイズされたものの、その後、出力に表示さ

れている機能または属性に基づいて無視されたルートの数が表示されます。

Cisco IOSRelease 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、Cisco IOS
XERelease2.4、およびそれ以降のリリースでは、シスコが採用している4バイト自律システム
番号は、自律システム番号の正規表現のマッチングおよび出力表示形式のデフォルトとして

asplain（たとえば、65538）を使用していますが、RFC 5396に記載されているとおり、4バイ
ト自律システム番号を asplain形式および asdot形式の両方で設定できます。4バイト自律シス
テム番号の正規表現マッチングと出力表示のデフォルトを asdot形式に変更するには、
bgpasnotationdotコマンドの後に clearipbgp*コマンドを実行し、現在の BGPセッションをす
べてハードリセットします。

Cisco IOSリリース 12.0(32)S12、12.4(24)T、および Cisco IOS XEリリース 2.3では、シスコが
採用している4バイト自律システム番号は、設定形式、正規表現とのマッチング、および出力
表示として、asdot（たとえば、1.2）だけを使用しています。asplainはサポートしていません。
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Cisco IOSリリース 12.0(25)S、12.4(11)T、12.2(33)SRB、12.2(33)SB、およびそれ以降のリリース

BGPネイバーが複数レベルのピアテンプレートを使用する場合、ネイバーに適用されるポリ
シーを判別するのは難しい場合があります。

Cisco IOSリリース 12.0(25)S、12.4(11)T、12.2(33)SRB、12.2(33)SB、およびそれ以降のリリー
スでは、継承されたポリシーと指定されたネイバーに直接設定されたポリシーを表示するため

のpolicyおよびdetailキーワードが追加されました。継承されたポリシーは、ピアグループ、
またはピアポリシーテンプレートからネイバーが継承したポリシーです。

例 出力例は、showipbgpneighborsコマンドで使用できるさまざまなキーワードによって
異なります。以降のセクションでは、さまざまなキーワードの使用例を示します。

show ip bgp neighbors：例

次に、10.108.50.2の BGPネイバーの出力例を示します。このネイバーは、内部 BGP
（iBGP）ピアです。ルート更新とグレースフルリスタート機能をサポートしていま
す。

Device# show ip bgp neighbors 10.108.50.2

BGP neighbor is 10.108.50.2, remote AS 1, internal link
BGP version 4, remote router ID 192.168.252.252
BGP state = Established, up for 00:24:25
Last read 00:00:24, last write 00:00:24, hold time is 180, keepalive interval is
60 seconds
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received(old & new)
MPLS Label capability: advertised and received
Graceful Restart Capability: advertised
Address family IPv4 Unicast: advertised and received

Message statistics:
InQ depth is 0
OutQ depth is 0

Sent Rcvd
Opens: 3 3
Notifications: 0 0
Updates: 0 0
Keepalives: 113 112
Route Refresh: 0 0
Total: 116 115

Default minimum time between advertisement runs is 5 seconds
For address family: IPv4 Unicast
BGP additional-paths computation is enabled
BGP advertise-best-external is enabled
BGP table version 1, neighbor version 1/0
Output queue size : 0
Index 1, Offset 0, Mask 0x2
1 update-group member

Sent Rcvd
Prefix activity: ---- ----
Prefixes Current: 0 0
Prefixes Total: 0 0
Implicit Withdraw: 0 0
Explicit Withdraw: 0 0
Used as bestpath: n/a 0
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Used as multipath: n/a 0
Outbound Inbound

Local Policy Denied Prefixes: -------- -------
Total: 0 0

Number of NLRIs in the update sent: max 0, min 0
Connections established 3; dropped 2
Last reset 00:24:26, due to Peer closed the session

External BGP neighbor may be up to 2 hops away.
Connection state is ESTAB, I/O status: 1, unread input bytes: 0
Connection is ECN Disabled
Local host: 10.108.50.1, Local port: 179
Foreign host: 10.108.50.2, Foreign port: 42698
Enqueued packets for retransmit: 0, input: 0 mis-ordered: 0 (0 bytes)
Event Timers (current time is 0x68B944):
Timer Starts Wakeups Next
Retrans 27 0 0x0
TimeWait 0 0 0x0
AckHold 27 18 0x0
SendWnd 0 0 0x0
KeepAlive 0 0 0x0
GiveUp 0 0 0x0
PmtuAger 0 0 0x0
DeadWait 0 0 0x0
iss: 3915509457 snduna: 3915510016 sndnxt: 3915510016 sndwnd: 15826
irs: 233567076 rcvnxt: 233567616 rcvwnd: 15845 delrcvwnd: 539
SRTT: 292 ms, RTTO: 359 ms, RTV: 67 ms, KRTT: 0 ms
minRTT: 12 ms, maxRTT: 300 ms, ACK hold: 200 ms
Flags: passive open, nagle, gen tcbs
IP Precedence value : 6
Datagrams (max data segment is 1460 bytes):
Rcvd: 38 (out of order: 0), with data: 27, total data bytes: 539
Sent: 45 (retransmit: 0, fastretransmit: 0, partialack: 0, Second Congestion: 08

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。アスタリスク文字

（*）の後ろにあるフィールドは、カウンタが非ゼロ値の場合だけ表示されます。

表 47 : show ip bgp neighborsのフィールドの説明

説明フィールド

BGPネイバーの IPアドレスとその自律システム番号。BGP neighbor

ネイバーの自律システム番号。remote AS

ローカルの自律システム番号が受信された外部ルートの先頭に

付加されていないことを確認します。この出力は、ネットワー

ク管理者が自律システムを移行しているときのローカル自律シ

ステムの非表示をサポートします。

local AS 300 no-prepend（出力
には表示されない）

iBGPネイバーの場合「internal link」と表示されます。外部BGP
（eBGP）ネイバーの場合は「external link」と表示されます。

internal link

リモートルータとの通信に使用される BGPバージョン。BGP version

ネイバーの IPアドレス。remote router ID

セッションネゴシエーションの有限状態マシン（FSM）ステー
ジ。

BGP state
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説明フィールド

ベースとなるTCP接続が存在している時間（hh:mm:ss形式）。up for

BGPがこのネイバーから最後にメッセージを受信してからの時
間（hh:mm:ss形式）。

Last read

BGPがこのネイバーに最後にメッセージを送信してからの時間
（hh:mm:ss形式）。

last write

BGPがメッセージを受信せずにこのネイバーとセッションを維
持した時間（秒数）。

hold time

キープアライブメッセージがこのネイバーに転送される間隔

（秒数）。

keepalive interval

このネイバーからアドバタイズされ受信されるBGP機能。2つ
のルータ間で機能が正常に交換されている場合、「advertised
and received」と表示されます。

Neighbor capabilities

ルートリフレッシュ機能のステータス。Route refresh

MPLSラベルが eBGPピアによって送受信されることを示しま
す。

MPLS Label capability

グレースフルリスタート機能のステータス。Graceful Restart Capability

このネイバーの IP Version 4ユニキャスト固有プロパティ。Address family IPv4 Unicast

メッセージタイプごとにまとめられた統計。Message statistics

入力キュー内のメッセージ数。InQ depth is

出力キュー内のメッセージ数。OutQ depth is

送信されたメッセージの合計数。Sent

受信されたメッセージの合計数。Revd

送受信されたオープンメッセージ数。Opens

送受信された通知（エラー）メッセージ数。Notifications

送受信されたアップデートメッセージ数。Updates

送受信されたキープアライブメッセージ数。Keepalives

送受信されたルートリフレッシュ要求メッセージ数。Route Refresh

送受信されたメッセージの合計数。Total
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説明フィールド

アドバタイズメント送信の間の時間（秒数）。Default minimum time
between...

後続のフィールドが参照するアドレスファミリ。For address family:

テーブルの内部バージョン番号。これは、ネイバーが更新され

たプライマリルーティングテーブルです。テーブルが変更さ

れると、番号が増えます。

BGP table version

送信済みのプレフィックスおよび送信する必要があるプレフィッ

クスを追跡するためにソフトウェアによって使用された番号。

neighbor version

このアドレスファミリのアップデートグループメンバーの数。1 update-group member

このアドレスファミリのプレフィックス統計。Prefix activity

このアドレスファミリに対して受け入れられるプレフィックス

数。

Prefixes Current

受信されたプレフィックスの合計数。Prefixes Total

プレフィックスが取り消されて再アドバタイズされた回数。Implicit Withdraw

フィージブルでなくなったため、プレフィックスが取り消され

た回数。

Explicit Withdraw

最良パスとしてインストールされた受信プレフィックス数。Used as bestpath

マルチパスとしてインストールされた受信プレフィックス数。Used as multipath

ソフト再構成をサポートするネイバーで実行されたソフトリ

セットの数。このフィールドは、カウンタが非ゼロ値の場合の

み表示されます。

* Saved（ソフト再構成）

このフィールドは、カウンタが非ゼロ値の場合のみ表示されま

す。

* History paths

無効なパスの数。このフィールドは、カウンタが非ゼロ値の場

合のみ表示されます。

* Invalid paths

ローカルポリシー設定が原因で拒否されたプレフィックス。カ

ウンタは、インバウンドおよびアウトバウンドのポリシー拒否

ごとに更新されます。この見出しの下のフィールドは、カウン

タの値がゼロ以外である場合にだけ表示されます。

Local Policy Denied Prefixes

インバウンドおよびアウトバウンドのルートマップポリシー拒

否を表示します。

* route-map
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説明フィールド

インバウンドおよびアウトバウンドのフィルタリストポリシー

拒否を表示します。

* filter-list

インバウンドおよびアウトバウンドのプレフィックスリストポ

リシー拒否を表示します。

* prefix-list

アウトバウンド拡張コミュニティポリシーの拒否のみを表示し

ます。

* Ext Community

アウトバウンド AS_PATH長さポリシーの拒否を表示します。* AS_PATH too long

アウトバウンド AS_PATHループポリシーの拒否を表示しま
す。

* AS_PATH loop

アウトバウンドコンフェデレーションポリシー拒否を表示し

ます。

* AS_PATH confed info

自律システム 0のアウトバウンド拒否を表示します。* AS_PATH contains AS 0

アウトバウンドのMartian拒否を表示します。* NEXT_HOP Martian

アウトバウンド非ローカルネクストホップ拒否を表示します。* NEXT_HOP non-local

アウトバウンドのネクストホップ自身の拒否を表示します。* NEXT_HOP is us

アウトバウンドのクラスタリストループ拒否を表示します。* CLUSTER_LIST loop

ローカルで発信されたルートのアウトバウンド拒否を表示しま

す。

* ORIGINATOR loop

非抑制マップによるインバウンド拒否を表示します。* unsuppress-map

アドバタイズマップによるインバウンド拒否を表示します。* advertise-map

VPNプレフィックスのインバウンド拒否を表示します。* VPN Imported prefix

ウェルノウンコミュニティのインバウンド拒否を表示します。* Well-known Community

site-of-originによるインバウンド拒否を表示します。* SOO loop

最適パスがローカルルータから提供されたことによるインバウ

ンド拒否を表示します。

* Bestpath from this peer

ネイバーまたはリンクがダンプニング状態であることによるイ

ンバウンド拒否を表示します。

* Suppressed due to dampening

最適パスが iBGPネイバーから提供されたことによるインバウ
ンド拒否を表示します。

* Bestpath from iBGP peer
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説明フィールド

カスタマーエッジ（CE）ルータの RIBエラーによるインバウ
ンド拒否を表示します。

* Incorrect RIB for CE

配布リストによるインバウンド拒否を表示します。* BGP distribute-list

アップデート内のネットワーク層到達可能性属性の数。Number of NLRIs...

TCPおよび BGP接続が正常に確立した回数。Connections established

有効セッションに障害が発生したか停止した回数。dropped

このピアリングセッションが最後にリセットされてからの時間

（hh:mm:ss形式）。リセットがこの行に表示された理由。
Last reset

BGP存続可能時間（TTL）セキュリティチェックがイネーブル
であることを示します。ローカルピアとリモートピアをまた

ぐことができるホップの最大数がこの行に表示されます。

External BGP neighbor may
be...

BGPピアの接続ステータス。Connection state

処理待ちのパケットのバイト数。unread input bytes

明示的輻輳通知のステータス（イネーブルまたはディセーブ

ル）。

Connection is ECN Disabled

ローカルBGPスピーカーの IPアドレス。BGPポート番号179。Local host: 10.108.50.1, Local
port: 179

ネイバーアドレスと BGP宛先ポート番号。Foreign host: 10.108.50.2,
Foreign port: 42698

TCPによって再送信のためにキューに格納されたパケット。Enqueued packets for
retransmit:

TCPイベントタイマー。起動およびウェイクアップのカウン
タが提供されます（期限切れタイマー）。

Event Timers

パケットを再送信した回数。Retrans

再送信タイマーが期限切れになるまで待機する時間。TimeWait

確認応答ホールドタイマーAckHold

伝送（送信）ウィンドウ。SendWnd

キープアライブパケットの数。KeepAlive

確認応答がないためにパケットがドロップされた回数。GiveUp

パスMTUディスカバリタイマー。PmtuAger
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説明フィールド

デッドセグメントの有効期限タイマー。DeadWait

初期パケット送信シーケンス番号。iss:

確認応答されなかった最後の送信シーケンス番号。snduna:

次に送信されるパケットのシーケンス番号。sndnxt:

リモートネイバーの TCPウィンドウサイズ。sndwnd:

初期パケット受信シーケンス番号。irs:

ローカルに確認応答された最後の受信シーケンス番号。rcvnxt:

ローカルホストの TCPウィンドウサイズ。rcvwnd:

遅延受信ウィンドウ：ローカルホストによって接続から読み取

られ、ホストがリモートホストにアドバタイズした受信ウィン

ドウから削除されていないデータ。このフィールドの値は、フ

ルサイズのパケットより大きくなるまで次第に増加し、それに

達した時点で、rcvwndフィールドに適用されます。

delrcvwnd:

計算されたスムーズラウンドトリップタイムアウト。SRTT:

ラウンドトリップタイムアウト。RTTO:

ラウンドトリップ時間の差異。RTV:

新しいラウンドトリップタイムアウト（Karnアルゴリズムを
使用）。このフィールドは、再送信されたパケットのラウンド

トリップ時間を個別に追跡します。

KRTT:

記録された最短ラウンドトリップタイムアウト（計算に使用さ

れる組み込み値）。

minRTT:

記録された最長ラウンドトリップタイムアウト。maxRTT:

ローカルホストが追加データを伝送（ピギーバック）するため

に確認応答を遅らせる時間の長さ。

ACK hold:

BGPパケットの IPプレシデンス。IP Precedence value:

ネイバーから受信したアップデートパケットの数。Datagrams

受信パケット数。Rcvd:

シーケンスを外れて受信したパケットの数。out of order:

データとともに送信されたアップデートパケットの数。with data
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説明フィールド

受信データの合計量（バイト）。total data bytes

送信されたアップデートパケットの数。Sent

データとともに送信されたアップデートパケットの数。Second Congestion

ネイバーから受信したアップデートパケットの数。Datagrams: Rcvd

再送信されたパケット数。retransmit

再送信タイマーが期限切れになる前に、順序が不正なセグメン

トのために再送信された重複する確認応答の数。

fastretransmit

部分的な確認応答（後続の確認応答がない、またはそれ以前の

送信）のために再送信された回数。

partialack

輻輳による再送信に要した秒数。Second Congestion

show ip bgp neighbors（4バイト自律システム番号）

次の部分的な例は、4バイトの自律システム番号 65536と 65550を持つ自律システム
内のいくつかの外部 BGPネイバーの出力を示しています。この例では、Cisco IOS
Release 12.0(32)SY8、12.0(33)S3、12.2(33)SRE、12.2(33)XNE、12.2(33)SXI1、Cisco IOS
XE Release 2.4またはそれ以降のリリースが必要です。

Device# show ip bgp neighbors

BGP neighbor is 192.168.1.2, remote AS 65536, external link
BGP version 4, remote router ID 0.0.0.0
BGP state = Idle
Last read 02:03:38, last write 02:03:38, hold time is 120, keepalive interval is 70

seconds
Configured hold time is 120, keepalive interval is 70 seconds
Minimum holdtime from neighbor is 0 seconds

.

.

.
BGP neighbor is 192.168.3.2, remote AS 65550, external link
Description: finance
BGP version 4, remote router ID 0.0.0.0
BGP state = Idle
Last read 02:03:48, last write 02:03:48, hold time is 120, keepalive interval is 70

seconds
Configured hold time is 120, keepalive interval is 70 seconds
Minimum holdtime from neighbor is 0 seconds

show ip bgp neighbors advertised-routes

次に、172.16.232.178ネイバーのみにアドバタイズされたルートを表示する例を示しま
す。
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Device# show ip bgp neighbors 172.16.232.178 advertised-routes

BGP table version is 27, local router ID is 172.16.232.181
Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i - internal
Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete
Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*>i10.0.0.0 172.16.232.179 0 100 0 ?
*> 10.20.2.0 10.0.0.0 0 32768 i

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 48 : show ip bgp neighbors advertised-routesのフィールドの説明

説明フィールド

テーブルの内部バージョン番号。これは、ネイバーが更新されたプライマリ

ルーティングテーブルです。テーブルが変更されると、番号が増えます。

BGP table
version

ローカル BGPスピーカーの IPアドレス。local router ID

テーブルエントリのステータス。テーブルの各行の最初にステータスが表示

されます。次のいずれかの値を指定できます。

• s：テーブルエントリが抑制されます。

• d：テーブルエントリが抑制され、BGPネイバーにアドバタイズされま
せん。

• h：テーブルエントリに履歴情報に基づく最良パスが含まれていません。

• *：テーブルエントリが有効です。

• >：テーブルエントリがそのネットワークで使用するための最良エント
リです。

• i：テーブルエントリが内部BGP（iBGP）セッションを経由して学習さ
れます。

Status codes

エントリの作成元。作成元のコードはテーブルの各行の終わりにあります。

次のいずれかの値を指定できます。

• i：内部ゲートウェイプロトコル（IGP）から発信され、networkルータ
コンフィギュレーションコマンドを使用してアドバタイズされたエント

リ。

• e：外部ゲートウェイプロトコル（EGP）から発信されたエントリ。

• ?：パスの発信元はクリアされません。通常、これは、IGPから BGPに
再配布されたルートです。

Origin codes

ネットワークエンティティの IPアドレスNetwork
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説明フィールド

パケットを宛先ネットワークに転送するのに使用される次システムの IPア
ドレス。エントリ 0.0.0.0は、宛先ネットワークへのパスに非 BGPルートが
あることを示します。

Next Hop

表示されている場合、これは相互自律システムメトリックの値です。この

フィールドはあまり使用されません。

Metric

setlocal-preferenceルートマップコンフィギュレーションコマンドで設定さ
れたローカルプリファレンス値。デフォルト値は 100です。

LocPrf

自律システムフィルタを介して設定されたルートの重み。Weight

宛先ネットワークへの自律システムパス。パス内の各自律システムに対し

て、このフィールド内に 1エントリを含めることができます。
Path

show ip bgp neighbors check-control-plane-failure

次に、check-control-plane-failureオプションを設定して入力された showipbgpneighbors
コマンドの出力例を示します。

Device# show ip bgp neighbors 10.10.10.1

BGP neighbor is 10.10.10.1, remote AS 10, internal link
Fall over configured for session
BFD is configured. BFD peer is Up. Using BFD to detect fast fallover (single-hop) with
c-bit check-control-plane-failure.
Inherits from template cbit-tps for session parameters
BGP version 4, remote router ID 10.7.7.7
BGP state = Established, up for 00:03:55
Last read 00:00:02, last write 00:00:21, hold time is 180, keepalive interval is 60

seconds
Neighbor sessions:
1 active, is not multisession capable (disabled)

Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received(new)
Four-octets ASN Capability: advertised and received
Address family IPv4 Unicast: advertised and received
Enhanced Refresh Capability: advertised and received
Multisession Capability:
Stateful switchover support enabled: NO for session 1

show ip bgp neighbors paths

次に、pathsキーワードを指定して入力された showipbgpneighborsコマンドの出力例
を示します。

Device# show ip bgp neighbors 172.29.232.178 paths 10

Address Refcount Metric Path
0x60E577B0 2 40 10 ?
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次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 49 : show ip bgp neighbors pathsのフィールドの説明

説明フィール

ド

パスが保存される内部アドレス。Address

そのパスを使用しているルートの数。Refcount

パスのMulti Exit Discriminator（MED）メトリック（BGPバージョン 2および 3の
このメトリック名は INTER_ASです）。

Metric

そのルートの自律システムパスと、そのルートの発信元コード。Path

show ip bgp neighbors received prefix-filter

次の例は、10.0.0.0ネットワークのすべてのルートをフィルタリングするプレフィック
スリストが 192.168.20.72ネイバーから受信されたことを示しています。

Device# show ip bgp neighbors 192.168.20.72 received prefix-filter

Address family:IPv4 Unicast
ip prefix-list 192.168.20.72:1 entries

seq 5 deny 10.0.0.0/8 le 32

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 50 : show ip bgp neighbors received prefix-filterのフィールドの説明

説明フィールド

プレフィックスフィルタが受信されるアドレスファミリモード。Address
family

指定したネイバーから送信されたプレフィックスリスト。ip prefix-list

show ip bgp neighbors policy

次の出力例に表示されているのは、192.168.1.2にあるネイバーに適用されたポリシー
です。この出力には、継承されたポリシーと、このネイバーデバイスで設定されたポ

リシーの両方が表示されています。継承されたポリシーは、ピアグループ、またはピ

アポリシーテンプレートからネイバーが継承したポリシーです。

Device# show ip bgp neighbors 192.168.1.2 policy

Neighbor: 192.168.1.2, Address-Family: IPv4 Unicast
Locally configured policies:
route-map ROUTE in
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Inherited polices:
prefix-list NO-MARKETING in
route-map ROUTE in
weight 300
maximum-prefix 10000

Cisco IOSリリース 12.0(31)S、12.4(4)T、12.2(18)SXE、および 12.2(33)SB

次に、BFDピアである BGPネイバーの高速フォールオーバーを検出するために
Bidirectional Forwarding Detection（BFD）が使用されていることを確認する
showipbgpneighborsコマンドの出力例を示します。

Device# show ip bgp neighbors

BGP neighbor is 172.16.10.2, remote AS 45000, external link
.
.
.
Using BFD to detect fast fallover

Cisco IOSリリース 12.2(33)SRAおよび 12.4(20)T

次に、showipbgpneighborsコマンドの出力例を示します。ここでは、BGPTCPパス最
大伝送ユニット（MTU）ディスカバリが 172.16.1.2にある BGPネイバーに対してイ
ネーブルになっていることを確認しています。

Device# show ip bgp neighbors 172.16.1.2

BGP neighbor is 172.16.1.2, remote AS 45000, internal link
BGP version 4, remote router ID 172.16.1.99

.

.

.
For address family: IPv4 Unicast
BGP table version 5, neighbor version 5/0

.

.

.
Address tracking is enabled, the RIB does have a route to 172.16.1.2
Address tracking requires at least a /24 route to the peer
Connections established 3; dropped 2
Last reset 00:00:35, due to Router ID changed
Transport(tcp) path-mtu-discovery is enabled

.

.

.
SRTT: 146 ms, RTTO: 1283 ms, RTV: 1137 ms, KRTT: 0 ms
minRTT: 8 ms, maxRTT: 300 ms, ACK hold: 200 ms
Flags: higher precedence, retransmission timeout, nagle, path mtu capable

Cisco IOS Release 12.2(33)SXH

次に showipbgpneighborsコマンドの出力例を示します。ここでは、ネイバー192.168.3.2
がピアグループ group192のメンバーであり、この BGPネイバーが動的に作成された

IPユニキャストルーティングコマンド
134

IPユニキャストルーティングコマンド
show ip bgp neighbors



ことを示すサブネット範囲グループ 192.168.0.0/16に属していることを確認していま
す。

Device# show ip bgp neighbors 192.168.3.2

BGP neighbor is *192.168.3.2, remote AS 50000, external link
Member of peer-group group192 for session parameters
Belongs to the subnet range group: 192.168.0.0/16
BGP version 4, remote router ID 192.168.3.2
BGP state = Established, up for 00:06:35
Last read 00:00:33, last write 00:00:25, hold time is 180, keepalive intervals
Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received(new)
Address family IPv4 Unicast: advertised and received

Message statistics:
InQ depth is 0
OutQ depth is 0

Sent Rcvd
Opens: 1 1
Notifications: 0 0
Updates: 0 0
Keepalives: 7 7
Route Refresh: 0 0
Total: 8 8

Default minimum time between advertisement runs is 30 seconds
For address family: IPv4 Unicast
BGP table version 1, neighbor version 1/0
Output queue size : 0
Index 1, Offset 0, Mask 0x2
1 update-group member
group192 peer-group member

.

.

.

Cisco IOSリリース 12.2(33)SRCおよび 12.2(33)SB

次に、showipbgpneighborsコマンドの出力の一部を示します。ここでは、192.168.3.2
にある外部 BGPピアに対する BGPグレースフルリスタート機能のステータスを確認
しています。グレースフルリスタートは、この BGPピアに対してディセーブルであ
ると示されています。

Device# show ip bgp neighbors 192.168.3.2

BGP neighbor is 192.168.3.2, remote AS 50000, external link
Inherits from template S2 for session parameters
BGP version 4, remote router ID 192.168.3.2
BGP state = Established, up for 00:01:41
Last read 00:00:45, last write 00:00:45, hold time is 180, keepalive intervals
Neighbor sessions:
1 active, is multisession capable

Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received(new)
Address family IPv4 Unicast: advertised and received

.

.

.

IPユニキャストルーティングコマンド
135

IPユニキャストルーティングコマンド
show ip bgp neighbors



Address tracking is enabled, the RIB does have a route to 192.168.3.2
Connections established 1; dropped 0
Last reset never
Transport(tcp) path-mtu-discovery is enabled
Graceful-Restart is disabled

Connection state is ESTAB, I/O status: 1, unread input bytes: 0

Cisco IOSリリース 15.1(1)S：例

次に、showipbgpneighborsコマンドの出力の一部を示します。このリリースでは、グ
レースフルリスタートまたは NSFが有効の場合、レイヤ 2 VFNアドレスファミリ情
報が表示されます。

Device# show ip bgp neighbors

Load for five secs: 2%/0%; one minute: 0%; five minutes: 0%
Time source is hardware calendar, *21:49:17.034 GMT Wed Sep 22 2010
BGP neighbor is 10.1.1.3, remote AS 2, internal link
BGP version 4, remote router ID 10.1.1.3
BGP state = Established, up for 00:14:32
Last read 00:00:30, last write 00:00:43, hold time is 180, keepalive interval is 60

seconds
Neighbor sessions:
1 active, is not multisession capable (disabled)

Neighbor capabilities:
Route refresh: advertised and received(new)
Four-octets ASN Capability: advertised and received
Address family IPv4 Unicast: advertised and received
Address family L2VPN Vpls: advertised and received
Graceful Restart Capability: advertised and received
Remote Restart timer is 120 seconds
Address families advertised by peer:
IPv4 Unicast (was not preserved), L2VPN Vpls (was not preserved)

Multisession Capability:
Message statistics:
InQ depth is 0
OutQ depth is 0

Sent Rcvd
Opens: 1 1
Notifications: 0 0
Updates: 4 16
Keepalives: 16 16
Route Refresh: 0 0
Total: 21 33

Default minimum time between advertisement runs is 0 seconds
For address family: IPv4 Unicast
Session: 10.1.1.3
BGP table version 34, neighbor version 34/0
Output queue size : 0
Index 1, Advertise bit 0
1 update-group member
Slow-peer detection is disabled
Slow-peer split-update-group dynamic is disabled

Sent Rcvd
Prefix activity: ---- ----
Prefixes Current: 2 11 (Consumes 572 bytes)
Prefixes Total: 4 19
Implicit Withdraw: 2 6
Explicit Withdraw: 0 2
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Used as bestpath: n/a 7
Used as multipath: n/a 0

Outbound Inbound
Local Policy Denied Prefixes: -------- -------
NEXT_HOP is us: n/a 1
Bestpath from this peer: 20 n/a
Bestpath from iBGP peer: 8 n/a
Invalid Path: 10 n/a
Total: 38 1

Number of NLRIs in the update sent: max 2, min 0
Last detected as dynamic slow peer: never
Dynamic slow peer recovered: never
For address family: L2VPN Vpls
Session: 10.1.1.3
BGP table version 8, neighbor version 8/0
Output queue size : 0
Index 1, Advertise bit 0
1 update-group member
Slow-peer detection is disabled
Slow-peer split-update-group dynamic is disabled

Sent Rcvd
Prefix activity: ---- ----
Prefixes Current: 1 1 (Consumes 68 bytes)
Prefixes Total: 2 1
Implicit Withdraw: 1 0
Explicit Withdraw: 0 0
Used as bestpath: n/a 1
Used as multipath: n/a 0

Outbound Inbound
Local Policy Denied Prefixes: -------- -------
Bestpath from this peer: 4 n/a
Bestpath from iBGP peer: 1 n/a
Invalid Path: 2 n/a
Total: 7 0

Number of NLRIs in the update sent: max 1, min 0
Last detected as dynamic slow peer: never
Dynamic slow peer recovered: never
Address tracking is enabled, the RIB does have a route to 10.1.1.3
Connections established 1; dropped 0
Last reset never
Transport(tcp) path-mtu-discovery is enabled
Graceful-Restart is enabled, restart-time 120 seconds, stalepath-time 360 seconds

Connection state is ESTAB, I/O status: 1, unread input bytes: 0
Connection is ECN Disabled
Mininum incoming TTL 0, Outgoing TTL 255
Local host: 10.1.1.1, Local port: 179
Foreign host: 10.1.1.3, Foreign port: 48485
Connection tableid (VRF): 0
Enqueued packets for retransmit: 0, input: 0 mis-ordered: 0 (0 bytes)
Event Timers (current time is 0xE750C):
Timer Starts Wakeups Next
Retrans 18 0 0x0
TimeWait 0 0 0x0
AckHold 22 20 0x0
SendWnd 0 0 0x0
KeepAlive 0 0 0x0
GiveUp 0 0 0x0
PmtuAger 0 0 0x0
DeadWait 0 0 0x0
Linger 0 0 0x0
iss: 3196633674 snduna: 3196634254 sndnxt: 3196634254 sndwnd: 15805
irs: 1633793063 rcvnxt: 1633794411 rcvwnd: 15037 delrcvwnd: 1347
SRTT: 273 ms, RTTO: 490 ms, RTV: 217 ms, KRTT: 0 ms
minRTT: 2 ms, maxRTT: 300 ms, ACK hold: 200 ms
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Status Flags: passive open, gen tcbs
Option Flags: nagle, path mtu capable
Datagrams (max data segment is 1436 bytes):
Rcvd: 42 (out of order: 0), with data: 24, total data bytes: 1347
Sent: 40 (retransmit: 0 fastretransmit: 0),with data: 19, total data bytes: 579

BGP属性フィルタと拡張属性エラーの処理

次に、showipbgpneighborsコマンドの出力例を示します。ここでは、discard属性値お
よび treat-as-withdraw属性値が設定されていることが示されています。また、
treat-as-withdraw属性に一致する受信した更新の数、discard属性に一致する受信した更
新の数、および treat-as-withdrawである受信した不正な更新の数も示されます。

Device# show ip bgp vpnv4 all neighbors 10.0.103.1

BGP neighbor is 10.0.103.1, remote AS 100, internal link
Path-attribute treat-as-withdraw inbound
Path-attribute treat-as-withdraw value 128
Path-attribute treat-as-withdraw 128 in: count 2
Path-attribute discard 128 inbound
Path-attribute discard 128 in: count 2

Outbound Inbound
Local Policy Denied Prefixes: -------- -------
MALFORM treat as withdraw: 0 1
Total: 0 1

BGPの追加パス

次の出力は、ネイバーが追加のパスをアドバタイズし、受信した追加のパスを送信で

きることを示します。また、追加のパスとアドバタイズされたパスを受信することも

できます。

Device# show ip bgp neighbors 10.108.50.2

BGP neighbor is 10.108.50.2, remote AS 1, internal link
BGP version 4, remote router ID 192.168.252.252
BGP state = Established, up for 00:24:25
Last read 00:00:24, last write 00:00:24, hold time is 180, keepalive interval is 60

seconds
Neighbor capabilities:
Additional paths Send: advertised and received
Additional paths Receive: advertised and received
Route refresh: advertised and received(old & new)
Graceful Restart Capabilty: advertised and received
Address family IPv4 Unicast: advertised and received

BGP：複数のクラスタ ID

次の出力では、ネイバーのクラスタ IDが表示されます。（縦棒と「include」を意味す
る文字「i」によって、デバイスは「i」の後にユーザの入力を含む行だけを表示します
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（この場合は「cluster-id」））。表示されるクラスタ IDは、ネイバーまたはテンプ
レートによって直接設定されたものです。

Device# show ip bgp neighbors 192.168.2.2 | i cluster-id

Configured with the cluster-id 192.168.15.6

関連コマンド 説明コマンド

デフォルトの表示を変更し、BGP4バイト自律システ
ム番号の正規表現一致形式を、asplain（10進数の値）
からドット付き表記にします。

bgpasnotationdot

不正な属性をwithdrawnとして持つ更新メッセージを
処理するデフォルトの動作を復元するか、または拡張

された属性エラー処理機能に iBGPピアを含めます。

bgpenhanced-error

指定されたパス属性を含む指定されたネイバーからの

不要な更新メッセージを破棄するようにデバイスを設

定します。

neighborpath-attributediscard

指定されたネイバーから指定した属性を含む不要な更

新メッセージを取り消すようにデバイスを設定しま

す。

neighborpath-attributetreat-as-withdraw

BGPルートとともにMPLSラベルをネイバー BGP
ルータに送信できるようにBGPルータを設定します。

neighborsend-label

BGPルータが、CSC-CEルータと、隣接する CSC-PE
ルータへの BGPルートに関する明示的なヌル情報を
含むMPLSラベルを送信できるようにします。

neighborsend-labelexplicit-null

BGPルーティングプロセスを設定します。routerbgp
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show ip eigrp interfaces
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）用に設定されたインターフェイスに関する
情報を表示するには、ユーザ EXECまたは特権 EXECモードで showipeigrpinterfacesコマンド
を使用します。

show ip eigrp [vrf vrf-name] [autonomous-system-number] interfaces [type number] [{detail}]

構文の説明 （任意）指定された仮想ルーティング/転送（VRF）インスタンスに
関する情報を表示します。

vrf vrf-name

（任意）出力をフィルタリングする必要がある自律システム番号。autonomous-system-number

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）
オンラインヘルプ機能を使用します。

type

（任意）インターフェイスまたはサブインターフェイスの番号で

す。ネットワーキングデバイスに対する番号付け構文の詳細につい

ては、疑問符（?）のオンラインヘルプ機能を使用してください。

number

（任意）特定の EIGRPプロセスの EIGRPインターフェイスに関す
る詳細情報を表示します。

detail

コマンドモード ユーザ EXEC (>)

特権 EXEC（#）

コマンド履歴 表 51 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン アクティブな EIGRPインターフェイスと EIGRP固有のインターフェイス設定と統計情報を表
示するには、showipeigrpinterfacesコマンドを使用します。オプションの type number引数と
detailキーワードは任意の順序で入力できます。

インターフェイスが指定される場合、そのインターフェイスに関する情報だけが表示されま

す。それ以外は、EIGRPが動作しているすべてのインターフェイスに関する情報が表示さま
す。

自律システムが指定された場合、指定された自律システムについてのルーティングプロセスの

みが表示されます。指定されない場合、すべての EIGRPプロセスが表示されます。

このコマンドは、EIGRP名前付きコンフィギュレーションおよび EIGRP自律システムコン
フィギュレーションに関する情報を表示するために使用できます。
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このコマンドは、showeigrpaddress-familyinterfacesコマンドの場合と同じ情報を表示します。
シスコでは、showeigrpaddress-familyinterfacesコマンドを使用することを推奨しています。

例 次に、showipeigrpinterfacesコマンドの出力例を示します。

Device# show ip eigrp interfaces

EIGRP-IPv4 Interfaces for AS(60)
Xmit Queue Mean Pacing Time Multicast Pending

Interface Peers Un/Reliable SRTT Un/Reliable Flow Timer Routes
Di0 0 0/0 0 11/434 0 0
Et0 1 0/0 337 0/10 0 0
SE0:1.16 1 0/0 10 1/63 103 0
Tu0 1 0/0 330 0/16 0 0

次の show ip eigrp interfaces detailコマンドの出力例は、アクティブなすべての EIGRP
インターフェイスに関する詳細情報を表示します。

Device# show ip eigrp interfaces detail

EIGRP-IPv4 Interfaces for AS(1)
Xmit Queue PeerQ Mean Pacing Time Multicast Pending

Interface Peers Un/Reliable Un/Reliable SRTT Un/Reliable Flow Timer
Routes
Et0/0 1 0/0 0/0 525 0/2 3264
0
Hello-interval is 5, Hold-time is 15
Split-horizon is enabled
Next xmit serial <none>
Packetized sent/expedited: 3/0
Hello's sent/expedited: 6/2
Un/reliable mcasts: 0/6 Un/reliable ucasts: 7/4
Mcast exceptions: 1 CR packets: 1 ACKs suppressed: 0
Retransmissions sent: 1 Out-of-sequence rcvd: 0
Topology-ids on interface - 0
Authentication mode is not set

次の show ip eigrp interfaces detailコマンドの出力例は、no-ecmp-modeオプションと
ともに no ip next-hop selfコマンドが設定されている特定のインターフェイスに関する
詳細情報を表示します。

Device# show ip eigrp interfaces detail tunnel 0

EIGRP-IPv4 Interfaces for AS(1)
Xmit Queue PeerQ Mean Pacing Time Multicast Pending

Interface Peers Un/Reliable Un/Reliable SRTT Un/Reliable Flow Timer
Routes
Tu0/0 2 0/0 0/0 2 0/0 50 0
Hello-interval is 5, Hold-time is 15
Split-horizon is disabled
Next xmit serial <none>
Packetized sent/expedited: 24/3
Hello's sent/expedited: 28083/9
Un/reliable mcasts: 0/19 Un/reliable ucasts: 18/64
Mcast exceptions: 5 CR packets: 5 ACKs suppressed: 0
Retransmissions sent: 52 Out-of-sequence rcvd: 2
Next-hop-self disabled, next-hop info forwarded, ECMP mode Enabled
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Topology-ids on interface - 0
Authentication mode is not set

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。

表 52 : show ip eigrp interfacesフィールドの説明

説明フィールド

EIGRPが設定されるインターフェイス。Interface

直接接続された EIGRPネイバーの数。Peers

インターフェイス上の特定のピアに送信するためにキューに入れられ

た信頼性の低いパケットと信頼性の高いパケットの数。

PeerQ Un/Reliable

信頼性の低い送信キューおよび信頼性の高い送信キューに残っている

パケットの数。

Xmit QueueUn/Reliable

平均スムーズラウンドトリップ時間（SRTT）間隔（秒単位）Mean SRTT

インターフェイスから EIGRPパケット（信頼性の低いパケットおよ
び信頼性の高いパケット）を送信するタイミングを決定するために使

用されるペーシング時間（秒単位）。

Pacing TimeUn/Reliable

デバイスがマルチキャスト EIGRPパケットを送信する最大秒数。Multicast Flow Timer

送信キュー内で送信を待機しているルートの数。Pending Routes

インターフェイス上のネイバーにパケットを送信するために準備され

た EIGRPルートの数、および複数のルートが 1つのパケットに格納
された回数。

Packetized
sent/expedited

インターフェイス上で送信された EIGRP helloパケットの数と、迅速
化されたパケットの数。

Hello’s sent/expedited

関連コマンド 説明コマンド

EIGRPに設定されているアドレスファミリインターフェイ
スに関する情報を表示します。

showeigrpaddress-familyinterfaces

EIGRPによって検出されたネイバーを表示します。showipeigrpneighbors
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show ip eigrp neighbors
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）によって検出されたネイバーを表示するに
は、特権 EXECモードで showipeigrpneighborsコマンドを使用します。

show ip eigrp [vrf vrf-name] [autonomous-system-number] neighbors [{static|detail}]
[interface-type interface-number]

構文の説明 （任意）指定されたVPNルーティングおよび転送（VRF）イン
スタンスに関する情報を表示します。

vrf vrf-name

（任意）自律システム番号固有の出力が表示されます。autonomous-system-number

（任意）スタティックネイバーを表示します。static

（任意）詳細なネイバー情報を表示します。detail

（任意）インターフェイス固有の出力が表示されます。interface-type interface-number

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 表 53 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン showipeigrpneighborsコマンドは、EIGRP名前付きコンフィギュレーションおよびEIGRP自律
システムコンフィギュレーションに関する情報を表示するために使用できます。動的および静

的ネイバー状態を表示するには、showipeigrpneighborsコマンドを使用します。このコマンド
を使用して、特定のタイプのトランスポート問題をデバッグすることもできます。

このコマンドは、showeigrpaddress-familyneighborsコマンドの場合と同じ情報を表示します。
シスコでは、showeigrpaddress-familyneighborsコマンドを使用することを推奨しています。

例 次に、showipeigrpneighborsコマンドの出力例を示します。

Device# show ip eigrp neighbors

H Address Interface Hold Uptime SRTT RTO Q Seq
(sec) (ms) Cnt Num

0 10.1.1.2 Et0/0 13 00:00:03 1996 5000 0 5
2 10.1.1.9 Et0/0 14 00:02:24 206 5000 0 5
1 10.1.2.3 Et0/1 11 00:20:39 2202 5000 0 5

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。
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表 54 : show ip eigrp neighborsフィールドの説明

説明フィール

ド

EIGRPピアの IPアドレスAddress

ルータがピアから helloパケットを受信するインターフェイスInterface

ピアのダウンを宣言する前に、EIGRPがピアからのヒアリングを待機する時間
（秒）。

Hold

ローカルルータが最初にこのネイバーからヒアリングしてからの経過時間（時:
分:秒）。

Uptime

スムーズラウンドトリップ時間。これは、EIGRPパケットがこのネイバーに送信
される際に必要な時間およびローカルルータがそのパケットの確認応答を受信す

る際にかかる時間（ミリ秒単位）の数字です。

SRTT

Retransmission Timeout（再送信のタイムアウト）（ミリ秒）。これは、再送信
キューからネイバーへパケットを再送信するまでソフトウェアが待機する時間で

す。

RTO

ソフトウェアが送信を待機する EIGRPパケット（アップデート、クエリー、応
答）の数。

Q Cnt

このネイバーから受信した最新アップデート、クエリー、または応答パケットの

シーケンス番号。

Seq Num

次に、showipeigrpneighbors detailコマンドの出力例を示します。

Device# show ip eigrp neighbors detail

EIGRP-IPv4 VR(foo) Address-Family Neighbors for AS(1)
H Address Interface Hold Uptime SRTT RTO Q Seq

(sec) (ms) Cnt Num
0 192.168.10.1 Gi2/0 12 00:00:21 1600 5000 0 3

Static neighbor (Lisp Encap)
Version 8.0/2.0, Retrans: 0, Retries: 0, Prefixes: 1
Topology-ids from peer - 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 55 : show ip eigrp neighbors detailフィールドの説明

説明フィール

ド

このカラムは、指定されたネイバーとの間で確立されたピアリングセッションの

順番を示します。順番は、0から始まる連続した番号で指定されます。
H

EIGRPピアの IPアドレスAddress
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説明フィール

ド

ルータがピアから helloパケットを受信するインターフェイスInterface

ピアのダウンを宣言する前に、EIGRPがピアからのヒアリングを待機する時間
（秒）。

Hold

このネイバーからのルートが LISPによってカプセル化されたことを示します。Lisp Encap

ローカルルータが最初にこのネイバーからヒアリングしてからの経過時間（時:
分:秒）。

Uptime

スムーズラウンドトリップ時間。これは、EIGRPパケットがこのネイバーに送信
される際に必要な時間およびローカルルータがそのパケットの確認応答を受信す

る際にかかる時間（ミリ秒単位）の数字です。

SRTT

Retransmission Timeout（再送信のタイムアウト）（ミリ秒）。これは、再送信
キューからネイバーへパケットを再送信するまでソフトウェアが待機する時間で

す。

RTO

ソフトウェアが送信を待機する EIGRPパケット（アップデート、クエリー、応
答）の数。

Q Cnt

このネイバーから受信した最新アップデート、クエリー、または応答パケットの

シーケンス番号。

Seq Num

指定されたピアが実行中のソフトウェアバージョン。Version

パケットを再送信した回数。Retrans

パケットの再送を試行した回数。[Retries]

関連コマンド 説明コマンド

EIGRPによって検出されたネイバーを表示します。showeigrpaddress-familyneighbors
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show ip eigrp topology
Enhanced InteriorGatewayRouting Protocol（EIGRP）トポロジテーブルのエントリを表示するに
は、ユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで show ip eigrp topologyコマンドを使用し
ます。

show ip eigrp topology[{vrf vrf-nameautonomous-system-number|network
[{mask}]prefix|active|all-links|detail-links|frr|name|pending|summary|zero-successors}]

構文の説明 （任意）指定された仮想ルーティング/転送（VRF）インスタンスに
関する情報を表示します。

vrf vrf-name

（任意）自律システム番号。autonomous-system-number

（任意）ネットワークアドレス。network

（任意）ネットワークマスク。mask

（任意）<network>/<length>形式のネットワークプレフィックス
（例：192.168.0.0/16）。

prefix

（任意）アクティブ状態にあるすべてのトポロジエントリを表示し

ます。

active

（任意）（到達不能な後継ソースを含む）EIGRPトポロジテーブ
ル内の全エントリを表示します。

all-links

（任意）追加詳細のあるすべてのトポロジエントリを表示します。detail-links

（任意）Fast Reroute（FRR）ループフリー代替（LFA）に関する情
報を表示します。

frr

（任意）IPv4トポロジテーブル名を表示します。この名前はトポ
ロジ識別子で、Multitopology Routing（MTR）のトポロジ関連情報
を示します。

name

（任意）ネイバーからのアップデートを待機しているか、ネイバー

への応答を待機している、EIGRPトポロジテーブル内のすべての
エントリを表示します。

pending

（任意）EIGRPトポロジテーブルの要約を表示します。summary

（任意）サクセサがゼロの使用可能なルートを表示します。zero-successors

コマンドデフォルト このコマンドがオプションのキーワードなしで使用される場合、フィージブルサクセサのある

トポロジエントリだけが表示され、実行可能なパスだけが表示されます。
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コマンドモード ユーザ EXEC (>)

特権 EXEC（#）

コマンド履歴 表 56 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン show ip eigrp topologyコマンドを使用して、トポロジエントリ、実行可能なパス、実行不可能
なパス、メトリック、および状態を表示します。このコマンドは、引数またはキーワードなし

で使用して、フィージブルサクセサと実行可能なパスを持つトポロジエントリのみを表示す

ることができます。all-linksキーワードは、実行可能かどうかにかかわらずすべてのパスを表
示し、detail-linksキーワードはこれらのパスに関する追加の詳細を表示します。

EIGRP名前付きコンフィギュレーションおよび EIGRP自律システムコンフィギュレーション
に関する情報を表示するには、このコマンドを使用します。このコマンドは、show eigrp
address-family topologyコマンドの場合と同じ情報を表示します。show eigrp address-family
topologyコマンドを使用することを推奨します。

例 次に、show ip eigrp topologyコマンドの出力例を示します。

Device# show ip eigrp topology

EIGRP-IPv4 Topology Table for AS(1)/ID(10.0.0.1)
Codes: P - Passive, A - Active, U - Update, Q - Query, R - Reply,

r - Reply status, s - sia status
P 10.0.0.0/8, 1 successors, FD is 409600

via 192.0.2.1 (409600/128256), Ethernet0/0
P 172.16.1.0/24, 1 successors, FD is 409600

via 192.0.2.1 (409600/128256), Ethernet0/0
P 10.0.0.0/8, 1 successors, FD is 281600

via Summary (281600/0), Null0
P 10.0.1.0/24, 1 successors, FD is 281600

via Connected, Ethernet0/0

次の show ip eigrp topology prefixコマンドの出力例は、単一のプレフィックスに関す
る詳細情報を表示します。表示されるプレフィックスは EIGRP内部ルートです。

Device# show ip eigrp topology 10.0.0.0/8

EIGRP-IPv4 VR(vr1) Topology Entry for AS(1)/ID(10.1.1.2) for 10.0.0.0/8
State is Passive, Query origin flag is 1, 1 Successor(s), FD is 82329600, RIB is 643200

Descriptor Blocks:
10.1.1.1 (Ethernet2/0), from 10.1.1.1, Send flag is 0x0

Composite metric is (82329600/163840), route is Internal
Vector metric:
Minimum bandwidth is 16000 Kbit
Total delay is 631250000 picoseconds
Reliability is 255/255
Load is ½55
Minimum MTU is 1500
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Hop count is 1
Originating router is 10.1.1.1

次の show ip eigrp topology prefixコマンドの出力例は、単一のプレフィックスに関す
る詳細情報を表示します。表示されるプレフィックスは EIGRP外部ルートです。

Device# show ip eigrp topology 172.16.1.0/24

EIGRP-IPv4 Topology Entry for AS(1)/ID(10.0.0.1) for 172.16.1.0/24
State is Passive, Query origin flag is 1, 1 Successor(s), FD is 409600, RIB is 643200
Descriptor Blocks:
172.16.1.0/24 (Ethernet0/0), from 10.0.1.2, Send flag is 0x0

Composite metric is (409600/128256), route is External
Vector metric:
Minimum bandwidth is 10000 Kbit
Total delay is 6000 picoseconds
Reliability is 255/255
Load is ½55
Minimum MTU is 1500
Hop count is 1
Originating router is 172.16.1.0/24
External data:
AS number of route is 0
External protocol is Connected, external metric is 0
Administrator tag is 0 (0x00000000)

次の show ip eigrp topology prefixコマンドの出力例は、EIGRPトポロジでno-ecmp-mode
キーワードを指定しないで no ip next-hop-selfコマンドを設定した場合の Equal Cost
Multipath（ECMP）モード情報を表示します。ECMPモードは、アドバタイズされてい
るパスに関する情報を提供します。複数のサクセサが存在する場合、一番上のパスが

すべてのインターフェイス上のデフォルトパスとしてアドバタイズされ、出力に「ECMP
Mode: Advertise by default」と表示されます。デフォルトパス以外のパスがアドバタイ
ズされる場合は、「ECMP Mode: Advertise out <Interface name>」と表示されます。

トポロジテーブルには、特定のプレフィックスのルートエントリが表示されます。

ルートは、メトリック、ネクストホップ、およびインフォソースに基づいてソートさ

れます。Dynamic Multipoint VPN（DMVPN）シナリオでは、同じメトリックとネクス
トホップを持つルートがインフォソースに基づいてソートされます。ECMPのトップ
ルートは常にアドバタイズされます。

Device# show ip eigrp topology 192.168.10.0/24

EIGRP-IPv4 Topology Entry for AS(1)/ID(10.10.100.100) for 192.168.10.0/24
State is Passive, Query origin flag is 1, 2 Successor(s), FD is 284160
Descriptor Blocks:
10.100.1.0 (Tunnel0), from 10.100.0.1, Send flag is 0x0

Composite metric is (284160/281600), route is Internal
Vector metric:
Minimum bandwidth is 10000 Kbit
Total delay is 1100 microseconds
Reliability is 255/255
Load is ½55
Minimum MTU is 1400
Hop count is 1
Originating router is 10.10.1.1
ECMP Mode: Advertise by default
10.100.0.2 (Tunnel1), from 10.100.0.2, Send flag is 0X0
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Composite metric is (284160/281600), route is Internal
Vector metric:
Minimum bandwidth is 10000 Kbit
Total delay is 1100 microseconds
Reliability is 255/255
Load is ½55
Minimum MTU is 1400
Hop count is 1
Originating router is 10.10.2.2
ECMP Mode: Advertise out Tunnel1

次の show ip eigrp topology all-linksコマンドの出力例は、実行可能でないものを含む
すべてのパスを表示します。

Device# show ip eigrp topology all-links

EIGRP-IPv4 Topology Table for AS(1)/ID(10.0.0.1)
Codes: P - Passive, A - Active, U - Update, Q - Query, R - Reply,

r - reply Status, s - sia Status
P 172.16.1.0/24, 1 successors, FD is 409600, serno 14

via 10.10.1.2 (409600/128256), Ethernet0/0
via 10.1.4.3 (2586111744/2585599744), Serial3/0, serno 18

次の show ip eigrp topology detail-linksコマンドの出力例は、ルートに関する追加の詳
細情報を表示します。

Device# show ip eigrp topology detail-links

EIGRP-IPv4 Topology Table for AS(1)/ID(10.0.0.1)
Codes: P - Passive, A - Active, U - Update, Q - Query, R - Reply,

r - reply Status, s - sia Status
P 10.0.0.0/8, 1 successors, FD is 409600, serno 6

via 10.10.1.2 (409600/128256), Ethernet0/0
P 172.16.1.0/24, 1 successors, FD is 409600, serno 14

via 10.10.1.2 (409600/128256), Ethernet0/0
P 10.0.0.0/8, 1 successors, FD is 281600, serno 3

via Summary (281600/0), Null0
P 10.1.1.0/24, 1 successors, FD is 281600, serno 1

via Connected, Ethernet0/0

次の show ip eigrp topology frrコマンドの出力例は、EIGRPトポロジの LFAに関する
詳細情報を表示します。

Device# show ip eigrp topology frr

EIGRP-IPv4 VR(test) Topology Table for AS(1)/ID(10.1.1.1)
Codes: P - Passive, A - Active, U - Update, Q - Query, R - Reply,

r - reply Status, s - sia Status

P 192.168.2.0/24, 1 successors, FD is 131153920
via 10.1.1.2 (131153920/163840), Ethernet0/0
via 10.3.3.3 (137625600/6635520), Ethernet0/1, [LFA]

P 192.168.1.0/24, 1 successors, FD is 131153920
via 10.1.1.2 (131153920/163840), Ethernet0/0
via 10.4.4.4 (137625600/6635520), Ethernet0/2, [LFA]
via 10.3.3.3 (137625600/6635520), Ethernet0/1

P 192.168.4.0/32, 1 successors, FD is 131727360
via 10.4.4.4 (131727360/7208960), Ethernet0/2

P 192.168.3.0/24, 1 successors, FD is 131072000
via Connected, Ethernet0/1

P 192.168.5.0/24, 1 successors, FD is 131072000
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via Connected, Ethernet0/0
P 10.10.10.0/24, 1 successors, FD is 262144000

via 10.1.1.2 (262144000/196608000), Ethernet0/0
via 10.4.4.4 (131727360/7208960), Ethernet0/2, [LFA]

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。

表 57 : show ip eigrp topologyフィールドの説明

説明フィールド

このトポロジテーブルエントリの状態。Passive
およびActiveは、宛先に関するEIGRP状態を参
照します。Update、Query、および Replyは、送
信されているパケットのタイプを参照します。

• P - Passive：このルートに対して EIGRP計
算が実行されていないことを示します。

• A -Active：このルートに対してEIGRP計算
が実行されていることを示します。

• U-Update：このルートに対して保留アップ
デートパケットが送信を待機していること

を示します。

• Q-Query：このルートに対して保留クエリー
パケットが送信を待機していることを示し

ます。

• R - Reply：このルートに対して保留応答パ
ケットが送信を待機していることを示しま

す。

• r - Reply status：EIGRPがこのルートに対し
てクエリーを送信し、指定されたパスから

の応答を待機しています。

• s - sia status：EIGRPクエリーパケットが
stuck-in-active（SIA）ステータスであること
を示します。

Codes

サクセサの数。この数値は、IPルーティング
テーブル内のネクストホップの数に対応します。

「successors」が大文字で表示される場合、ルー
トまたはネクストホップは遷移状態です。

successors

シリアル番号。serno
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説明フィールド

フィジブルディスタンス。フィージブルディス

タンスは、宛先に到達するための最適なメトリッ

クか、ルートがアクティブになったときに認識

された最適なメトリックです。この値はフィジ

ビリティ条件チェックに使用されます。レポー

トされたデバイスのディスタンスがフィージブ

ルディスタンス未満の場合、フィージビリティ

コンディションが満たされて、そのルートは

フィージブルサクセサになります。ソフトウェ

アは、パスをフィージブルサクセサだと判断し

た後は、その宛先にクエリーを送信する必要は

ありません。

FD

パッシブルートをアドバタイズするネクスト

ホップアドレス。

via

関連コマンド 説明コマンド

EIGRPアドレスファミリトポロジテーブル内のエントリ
を表示します。

show eigrp address-family topology
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show ip eigrp traffic
送受信したEnhanced InteriorGatewayRouting Protocol（EIGRP）パケット数を表示するには、特
権 EXECモードで showipeigrptrafficコマンドを使用します。

show ip eigrp [vrf {vrf-name|*}] [autonomous-system-number] traffic

構文の説明 （任意）指定されたVRFに関する情報を表示します。vrf vrf-name

（任意）すべての VRFに関する情報を表示します。vrf*

（任意）自律システム番号。autonomous-system-number

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 表 58 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン このコマンドは、EIGRP名前付きコンフィギュレーションおよび EIGRP自律システム（AS）
コンフィギュレーションに関する情報を表示するために使用できます。

このコマンドは、showeigrpaddress-familytrafficコマンドの場合と同じ情報を表示します。シ
スコでは、showeigrpaddress-familytrafficコマンドを使用することを推奨しています。

例 次に、showipeigrptraffic コマンドの出力例を示します。

Device# show ip eigrp traffic
EIGRP-IPv4 Traffic Statistics for AS(60)
Hellos sent/received: 21429/2809
Updates sent/received: 22/17
Queries sent/received: 0/0
Replies sent/received: 0/0
Acks sent/received: 16/13
SIA-Queries sent/received: 0/0
SIA-Replies sent/received: 0/0
Hello Process ID: 204
PDM Process ID: 203
Socket Queue: 0/2000/2/0 (current/max/highest/drops)
Input Queue: 0/2000/2/0 (current/max/highest/drops)

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 59 : show ip eigrp trafficフィールドの説明

説明フィールド

送受信された helloパケットの数Hellos sent/received
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説明フィールド

送受信されたアップデートパケットの数Updates sent/received

送受信されたクエリーパケットの数Queries sent/received

送受信された応答パケットの数Replies sent/received

送受信される確認応答パケットの数Acks sent/received

送受信される Stuck in Activeクエリーパケット数SIA-Queries
sent/received

送受信される Stuck in Active応答パケットのスタック数SIA-Replies sent/received

helloプロセス IDHello Process ID

プロトコル依存モジュール IOSプロセス IDPDM Process ID

IPから EIGRP helloプロセスへのソケットキューカウンタSocket Queue

EIGRP helloプロセスから EIGRP PDMへのソケットキューカウン
タ

Input queue

関連コマンド 説明コマンド

送受信されたEIGRPパケットの数を表示します。showeigrpaddress-familytraffic
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show ip ospf
OpenShortest Path First（OSPF）ルーティングプロセスに関する一般情報を表示するには、ユー
ザ EXECまたは特権 EXECモードで showipospfコマンドを使用します。

show ip ospf [process-id]

構文の説明 （任意）プロセス ID。この引数を指定すると、指定されたルーティングプロセス
の情報だけが追加されます。

process-id

コマンドモード ユーザ EXEC、特権 EXEC

コマンド履歴 表 60 :

変更内容メインラインリリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

例 次に、特定のOSPFプロセス IDを指定しないで入力されたときの、showipospfコマン
ドの出力例を示します。

Device# show ip ospf

Routing Process "ospf 201" with ID 10.0.0.1 and Domain ID 10.20.0.1
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
SPF schedule delay 5 secs, Hold time between two SPFs 10 secs
Minimum LSA interval 5 secs. Minimum LSA arrival 1 secs
LSA group pacing timer 100 secs
Interface flood pacing timer 55 msecs
Retransmission pacing timer 100 msecs
Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 2. 2 normal 0 stub 0 nssa
External flood list length 0

Area BACKBONE(0)
Number of interfaces in this area is 2
Area has message digest authentication
SPF algorithm executed 4 times
Area ranges are
Number of LSA 4. Checksum Sum 0x29BEB
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless LSA 3
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

Area 172.16.26.0
Number of interfaces in this area is 0
Area has no authentication
SPF algorithm executed 1 times
Area ranges are
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192.168.0.0/16 Passive Advertise
Number of LSA 1. Checksum Sum 0x44FD
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless LSA 1
Number of indication LSA 1
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

Cisco IOS Release 12.2(18)SXE、12.0(31)S、および 12.4(4)T

次に、BFD機能が OSPFプロセス 123でイネーブルされているかどうか確認する
showipospfコマンドの出力例を示します。この出力では、対応するコマンド出力が太
字で表示されています。

Device# show ip ospf

Routing Process "ospf 123" with ID 172.16.10.1
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
Supports Link-local Signaling (LLS)
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Incremental-SPF disabled
Minimum LSA interval 5 secs
Minimum LSA arrival 1000 msecs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x000000
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 0x000000
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 1. 1 normal 0 stub 0 nssa
External flood list length 0
BFD is enabled
Area BACKBONE(0)

Number of interfaces in this area is 2
Area has no authentication
SPF algorithm last executed 00:00:03.708 ago
SPF algorithm executed 27 times
Area ranges are
Number of LSA 3. Checksum Sum 0x00AEF1
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 0x000000
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 61 : show ip ospfフィールドの説明

説明フィールド

プロセス IDおよび OSPFルータ ID。Routing process “ospf 201” with ID
10.0.0.1
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説明フィールド

サポートされるサービスタイプの数（タイプ 0のみ）Supports...

SPF計算の遅延時間（秒単位）。SPF schedule delay

リンクステートアドバタイズメント間の最小間隔（秒

単位）。

Minimum LSA interval

設定されているLSAグループペーシングタイマー（秒
単位）。

LSA group pacing timer

設定されているLSAフラッドペーシングタイマー（ミ
リ秒単位）。

Interface flood pacing timer

設定されているLSA再送信ペーシングタイマー（ミリ
秒単位）。

Retransmission pacing timer

外部リンクステートアドバタイズメントの数。Number of external LSA

不透明リンクステートアドバタイズメントの数。Number of opaque AS LSA

デマンド回線外部および不透明リンクステートアドバ

タイズメントの数。

Number of DCbitless external and opaque
AS LSA

donot age外部および不透明リンクステートアドバタイ
ズメントの数。

Number of DoNotAge external and
opaque AS LSA

ルータに設定されているエリアの数。Number of areas in this router is

外部フラッドリストの長さ。External flood list length

BFDが OSPFプロセスでイネーブルにされています。BFD is enabled

次に、Type-5 LSA機能の OSPF Forwarding Address Suppressionが設定されている場合
の showipospfコマンドの出力からの抜粋を示します。

Device# show ip ospf
.
.
.
Area 2

Number of interfaces in this area is 4
It is a NSSA area
Perform type-7/type-5 LSA translation, suppress forwarding address

.

.

.
Routing Process "ospf 1" with ID 192.168.0.1
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
Supports Link-local Signaling (LLS)
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
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Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Incremental-SPF disabled
Minimum LSA interval 5 secs
Minimum LSA arrival 1000 msecs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 0. 0 normal 0 stub 0 nssa
External flood list length 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 62 : show ip ospfフィールドの説明

説明フィールド

OSPFエリアおよびタグ。Area

エリアで設定されているインターフェイスの数。Number of interfaces...

指定できるタイプは、内部、エリア境界、または自律シ

ステム境界です。

It is...

プロセス IDおよび OSPFルータ ID。Routing process “ospf 1” with ID
192.168.0.1

サポートされるサービスタイプの数（タイプ 0のみ）Supports...

起動時の SPF計算の遅延時間。Initial SPF schedule delay

連続するSPF計算間の最小ホールド時間（ミリ秒単位）。Minimum hold time

連続するSPF計算間の最大ホールド時間（ミリ秒単位）。Maximum wait time

増分 SPF計算のステータス。Incremental-SPF

リンクステートアドバタイズメント間の最小間隔（秒単

位）、およびリンクステートアドバタイズメント間の最

小到着時間（ミリ秒単位）。

Minimum LSA...

設定されている LSAグループペーシングタイマー（秒
単位）。

LSA group pacing timer

設定されている LSAフラッドペーシングタイマー（ミ
リ秒単位）。

Interface flood pacing timer

設定されているLSA再送信ペーシングタイマー（ミリ秒
単位）。

Retransmission pacing timer

受信した LSAの数およびタイプNumber of...
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説明フィールド

外部リンクステートアドバタイズメントの数。Number of external LSA

不透明リンクステートアドバタイズメントの数。Number of opaque AS LSA

デマンド回線外部および不透明リンクステートアドバタ

イズメントの数。

Number of DCbitless external and
opaque AS LSA

donot age外部および不透明リンクステートアドバタイズ
メントの数。

Number of DoNotAge external and
opaque AS LSA

タイプ別にリストされたルータに設定されているエリア

の数。

Number of areas in this router is

外部フラッドリストの長さ。External flood list length

次に、showipospfコマンドの出力例を示します。この例では、ユーザが、
redistributionmaximum-prefixコマンドを使用して再配布ルートの制限を 2000に設定
しています。SPFスロットリングは timersthrottlespfコマンドを使用して設定されまし
た。

Device# show ip ospf 1
Routing Process "ospf 1" with ID 10.0.0.1
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
Supports Link-local Signaling (LLS)
It is an autonomous system boundary router
Redistributing External Routes from,

static, includes subnets in redistribution
Maximum limit of redistributed prefixes 2000
Threshold for warning message 75%

Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 63 : show ip ospfフィールドの説明

説明フィールド

プロセス IDおよび OSPFルータ ID。Routing process “ospf 1” with ID
10.0.0.1

サポートされているサービスのタイプの数。Supports ...

指定できるタイプは、内部、エリア境界、または自律シス

テム境界ルータです。

It is ...

再配布されたルートのプロトコル別リスト。Redistributing External Routes from
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説明フィールド

再配布ルートの数の制限を指定するために

redistributionmaximum-prefixコマンドに設定されている
値。

Maximum limit of redistributed
prefixes

redistributionmaximum-prefixコマンドで設定された、警告
メッセージを表示するために必要な再配布ルートのしきい

値の割合。デフォルトは、最大値の 75%です。

Threshold for warning message

SPFスロットリングの初期SPFスケジュールまでの遅延（ミ
リ秒単位）。timersthrottlespfコマンドを使用して設定され
ます。

Initial SPF schedule delay

SPFスロットリングの2つの連続するSPF計算間の最小ホー
ルド時間（ミリ秒単位）。timersthrottlespfコマンドを使用
して設定されます。

Minimum hold time between two
consecutive SPFs

SPFスロットリングの2つの連続するSPF計算間の最大ホー
ルド時間（ミリ秒単位）。timersthrottlespfコマンドを使用
して設定されます。

Maximum wait time between two
consecutive SPFs

ルータのエリアの数、エリアアドレスなど。Number of areas

次に、showipospfコマンドの出力例を示します。この例では、ユーザが、LSAスロッ
トリングを設定しています。これらの出力行は太字で示されます。

Device# show ip ospf 1
Routing Process "ospf 4" with ID 10.10.24.4
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
Supports Link-local Signaling (LLS)
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Incremental-SPF disabled
Initial LSA throttle delay 100 msecs
Minimum hold time for LSA throttle 10000 msecs

Maximum wait time for LSA throttle 45000 msecs
Minimum LSA arrival 1000 msecs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 1. 1 normal 0 stub 0 nssa
External flood list length 0

Area 24
Number of interfaces in this area is 2
Area has no authentication
SPF algorithm last executed 04:28:18.396 ago
SPF algorithm executed 8 times

IPユニキャストルーティングコマンド
159

IPユニキャストルーティングコマンド
show ip ospf



Area ranges are
Number of LSA 4. Checksum Sum 0x23EB9
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

次に、showipospfコマンドの例を示します。この例では、ユーザが、
redistributionmaximum-prefixコマンドを使用して再配布ルートの制限を 2000に設定
しています。SPFスロットリングは timersthrottlespfコマンドを使用して設定されまし
た。

Device# show ip ospf 1
Routing Process "ospf 1" with ID 192.168.0.0
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
Supports Link-local Signaling (LLS)
It is an autonomous system boundary router
Redistributing External Routes from,

static, includes subnets in redistribution
Maximum limit of redistributed prefixes 2000
Threshold for warning message 75%

Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 64 : show ip ospfフィールドの説明

説明フィールド

プロセス IDおよび OSPFルータ ID。Routing process “ospf 1” with ID
192.168.0.0

サポートされている TOSの数。Supports ...

指定できるタイプは、内部、エリアボーダーまたは自律シ

ステム境界ルータです。

It is ...

再配布されたルートのプロトコル別リスト。Redistributing External Routes from

再配布ルートの数の制限を指定するために

redistributionmaximum-prefixコマンドに設定されている
値。

Maximum limit of redistributed
prefixes

redistributionmaximum-prefixコマンドで設定された、警告
メッセージを表示するために必要な再配布ルートのしきい

値の割合。デフォルトは、最大値の 75%です。

Threshold for warning message

SPFスロットリングの初期SPFスケジュールまでの遅延（ミ
リ秒単位）。timersthrottlespfコマンドを使用して設定され
ます。

Initial SPF schedule delay
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説明フィールド

SPFスロットリングの2つの連続するSPF計算間の最小ホー
ルド時間（ミリ秒単位）。timersthrottlespfコマンドを使用
して設定されます。

Minimum hold time between two
consecutive SPFs

SPFスロットリングの2つの連続するSPF計算間の最大ホー
ルド時間（ミリ秒単位）。timersthrottlespfコマンドを使用
して設定されます。

Maximum wait time between two
consecutive SPFs

ルータのエリアの数、エリアアドレスなど。Number of areas

次に、showipospfコマンドの出力例を示します。この例では、ユーザが、LSAスロッ
トリングを設定しています。これらの出力行は太字で示されます。

Device# show ip ospf 1
Routing Process "ospf 4" with ID 10.10.24.4
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
Supports Link-local Signaling (LLS)
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Incremental-SPF disabled
Initial LSA throttle delay 100 msecs
Minimum hold time for LSA throttle 10000 msecs
Maximum wait time for LSA throttle 45000 msecs
Minimum LSA arrival 1000 msecs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 1. 1 normal 0 stub 0 nssa
External flood list length 0

Area 24
Number of interfaces in this area is 2
Area has no authentication
SPF algorithm last executed 04:28:18.396 ago
SPF algorithm executed 8 times
Area ranges are
Number of LSA 4. Checksum Sum 0x23EB9
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0
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show ip ospf border-routers
エリア境界ルータ（ABR）および自律システム境界ルータ（ASBR）に対する内部OpenShortest
Path First（OSPF）ルーティングテーブルエントリを表示するには、特権 EXECモードで
showipospfborder-routersコマンドを使用します。

show ip ospf border-routers

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

例 次に、showipospfborder-routersコマンドの出力例を示します。

Device# show ip ospf border-routers
OSPF Process 109 internal Routing Table
Codes: i - Intra-area route, I - Inter-area route
i 192.168.97.53 [10] via 172.16.1.53, Serial0, ABR, Area 0.0.0.3, SPF 3
i 192.168.103.51 [10] via 192.168.96.51, Serial0, ABR, Area 0.0.0.3, SPF 3
I 192.168.103.52 [22] via 192.168.96.51, Serial0, ASBR, Area 0.0.0.3, SPF 3
I 192.168.103.52 [22] via 172.16.1.53, Serial0, ASBR, Area 0.0.0.3, SPF 3

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 65 : showipospfborder-routersフィールドの説明

説明フィールド

宛先のルータ ID192.168.97.53

このルートを使用するコスト[10]

宛先に対するネクストホップvia
172.16.1.53

発信インターフェイスのインターフェイスタイプSerial0

宛先のルータタイプ。ABR、ASBRまたはこれら両方のいずれかです。ABR

このルートが学習されるエリアのエリア ID。Area

このルートをインストールするShortest PathFirst（SPF）計算の内部番号。SPF 3
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show ip ospf database
特定のルータの Open Shortest Path First（OSPF）データベースに関連する情報リストを表示す
るには、EXECモードで showipospfdatabaseコマンドを使用します。

show ip ospf [process-id area-id] database
show ip ospf [process-id area-id] database [adv-router [ip-address]]
show ip ospf [process-id area-id] database [asbr-summary] [link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [asbr-summary] [link-state-id] [adv-router
[ip-address]]
show ip ospf [process-id area-id] database [asbr-summary] [link-state-id] [self-originate]
[link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [database-summary]
show ip ospf [process-id] database [external] [link-state-id]
show ip ospf [process-id] database [external] [link-state-id] [adv-router [ip-address]]
show ip ospf [process-id area-id] database [external] [link-state-id] [self-originate] [link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [network] [link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [network] [link-state-id] [adv-router [ip-address]]
show ip ospf [process-id area-id] database [network] [link-state-id] [self-originate] [link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [nssa-external] [link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [nssa-external] [link-state-id] [adv-router [ip-address]]
show ip ospf [process-id area-id] database [nssa-external] [link-state-id] [self-originate]
[link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [router] [link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [router] [adv-router [ip-address]]
show ip ospf [process-id area-id] database [router] [self-originate] [link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [self-originate] [link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [summary] [link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [summary] [link-state-id] [adv-router [ip-address]]
show ip ospf [process-id area-id] database [summary] [link-state-id] [self-originate] [link-state-id]

構文の説明 （任意）内部 ID。ローカルで割り当てられ、任意の正の整数を使用でき
ます。ここで使用される数は、OSPFルーティングプロセスをイネーブル
にするときに管理目的で割り当てられた数です。

process-id

（任意）特定のエリアを定義するために使用するnetworkルータコンフィ
ギュレーションコマンドで定義された OSPFアドレス範囲に関連付けら
れるエリア番号。

area-id

（任意）指定ルータのすべての LSAを表示します。IPアドレスを指定し
ない場合、ローカルルータ自体の情報が表示されます（これはself-originate
の場合と同じです）。

adv-router
[ip-address
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（任意）アドバタイズメントによって説明されるインターネット環境の部

分。入力値は、アドバタイズメントの LSタイプにより異なります。IPア
ドレス形式で入力する必要があります。

リンクステートアドバタイズメントがネットワークを示す場合、link-state-id
では、次のいずれかの形式を使用できます。

ネットワークの IPアドレス（タイプ 3サマリーリンクアドバタイズメン
トおよび自律システム外部リンクアドバタイズメントなどの場合）。

リンクステート IDから取得された派生アドレス（ネットワークのサブ
ネットマスクを使用してネットワークリンクアドバタイズメントのリン

クステート IDをマスクすることによって、ネットワークの IPアドレス
が生成されることに注意してください）。

リンクステートアドバタイズメントにルータの説明が記載されている場

合は、必ず、リンクステート IDが、記載されたルータのOSPFルータ ID
になります。

自律システム外部アドバタイズメント（LSタイプ = 5）がデフォルトの
ルートを説明する場合、そのリンクステート IDはデフォルトの宛先
（0.0.0.0）に設定されます。

link-state-id

（任意）自律システム境界ルータサマリー LSA限定の情報を表示しま
す。

asbr-summary

（任意）データベースの各エリアの各 LSAタイプの数および合計を表示
します。

database-summary

（任意）外部 LSAの情報だけを表示します。external

（任意）ネットワーク LSAの情報だけを表示します。network

（任意）NSSA外部 LSAの情報だけを表示します。nssa-external

（任意）ルータ LSAの情報だけを表示します。router

（任意）自己生成 LSA（ローカルルータから）だけ表示します。self-originate

（任意）サマリー LSAの情報だけを表示します。summary

コマンドモード EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン このコマンドは、さまざまな形式で、異なるOSPFリンクステートアドバタイズメントに関す
る情報を提供します。
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例 次に、引数やキーワードが使用されていないときの showipospfdatabaseコマンドの出
力例を示します。

Device# show ip ospf database
OSPF Router with id(192.168.239.66) (Process ID 300)

Displaying Router Link States(Area 0.0.0.0)
Link ID ADV Router Age Seq# Checksum Link count

172.16.21.6 172.16.21.6 1731 0x80002CFB 0x69BC 8
172.16.21.5 172.16.21.5 1112 0x800009D2 0xA2B8 5
172.16.1.2 172.16.1.2 1662 0x80000A98 0x4CB6 9
172.16.1.1 172.16.1.1 1115 0x800009B6 0x5F2C 1
172.16.1.5 172.16.1.5 1691 0x80002BC 0x2A1A 5
172.16.65.6 172.16.65.6 1395 0x80001947 0xEEE1 4
172.16.241.5 172.16.241.5 1161 0x8000007C 0x7C70 1
172.16.27.6 172.16.27.6 1723 0x80000548 0x8641 4
172.16.70.6 172.16.70.6 1485 0x80000B97 0xEB84 6

Displaying Net Link States(Area 0.0.0.0)
Link ID ADV Router Age Seq# Checksum

172.16.1.3 192.168.239.66 1245 0x800000EC 0x82E
Displaying Summary Net Link States(Area 0.0.0.0)

Link ID ADV Router Age Seq# Checksum
172.16.240.0 172.16.241.5 1152 0x80000077 0x7A05
172.16.241.0 172.16.241.5 1152 0x80000070 0xAEB7
172.16.244.0 172.16.241.5 1152 0x80000071 0x95CB

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 66 : show ip ospf Databaseフィールドの説明

説明フィール

ド

ルータ ID番号Link ID

アドバタイズルータの ID。ADV
Router

リンクステート経過時間Age

リンクステートシーケンス番号（以前の、または重複したLSAを検出します）Seq#

リンクステートアドバタイズメントの詳細な内容の FletcherチェックサムChecksum

ルータで検出されたインターフェイスの数Link count

次に、asbr-summaryキーワードを指定した showipospfdatabaseコマンドの出力例を示
します。

Device# show ip ospf database asbr-summary
OSPF Router with id(192.168.239.66) (Process ID 300)

Displaying Summary ASB Link States(Area 0.0.0.0)
LS age: 1463
Options: (No TOS-capability)
LS Type: Summary Links(AS Boundary Router)
Link State ID: 172.16.245.1 (AS Boundary Router address)
Advertising Router: 172.16.241.5
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LS Seq Number: 80000072
Checksum: 0x3548
Length: 28
Network Mask: 0.0.0.0 TOS: 0 Metric: 1

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 67 : show ip ospf database asbr-summaryフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号OSPF Router with
id

OSPFプロセス IDProcess ID

リンクステート経過時間LS age

サービスオプションのタイプ（タイプ 0のみ）Options

リンクステートタイプLS Type

リンクステート ID（自律システム境界ルータ）Link State ID

アドバタイズルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス（以前の、または重複した LSAを検出しま
す）

LS Seq Number

LSのチェックサム（リンクステートアドバタイズメントの詳細な内容の
Fletcherチェックサム）

Checksum

LSAの長さ（バイト単位）Length

実行されたネットワークマスクNetwork Mask

サービスのタイプ。TOS

リンクステートメトリックMetric

次に、externalキーワードを指定した showipospfdatabaseコマンドの出力例を示しま
す。

Device# show ip ospf database external
OSPF Router with id(192.168.239.66) (Autonomous system 300)

Displaying AS External Link States
LS age: 280
Options: (No TOS-capability)
LS Type: AS External Link
Link State ID: 10.105.0.0 (External Network Number)
Advertising Router: 172.16.70.6
LS Seq Number: 80000AFD
Checksum: 0xC3A
Length: 36
Network Mask: 255.255.0.0
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Metric Type: 2 (Larger than any link state path)
TOS: 0
Metric: 1
Forward Address: 0.0.0.0
External Route Tag: 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 68 : show ip ospf database externalフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号OSPF Router with
id

OSPF自律システム番号（OSPFプロセス ID）Autonomous system

リンクステート経過時間LS age

サービスオプションのタイプ（タイプ 0のみ）Options

リンクステートタイプLS Type

リンクステート ID（外部ネットワーク番号）。Link State ID

アドバタイズルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス番号（以前の、または重複した LSAを検出し
ます）

LS Seq Number

LSのチェックサム（LSAの詳細な内容の Fletcherチェックサム）。Checksum

LSAの長さ（バイト単位）Length

実行されたネットワークマスクNetwork Mask

外部タイプ。Metric Type

サービスのタイプ。TOS

リンクステートメトリックMetric

転送アドレス。アドバタイズされた宛先へのデータトラフィックは、こ

のアドレスに転送されます。転送アドレスが 0.0.0.0に設定されている場
合は、代わりに、データトラフィックがアドバタイズメントの送信元に

転送されます。

Forward Address

外部ルートタグ、各外部ルートに関連付けられる 32ビットフィールド。
これは、OSPFプロトコル自体では使用されません。

External Route Tag

次に、networkキーワードを指定した showipospfdatabaseコマンドの出力例を示しま
す。
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Device# show ip ospf database network
OSPF Router with id(192.168.239.66) (Process ID 300)

Displaying Net Link States(Area 0.0.0.0)
LS age: 1367
Options: (No TOS-capability)
LS Type: Network Links
Link State ID: 172.16.1.3 (address of Designated Router)
Advertising Router: 192.168.239.66
LS Seq Number: 800000E7
Checksum: 0x1229
Length: 52
Network Mask: 255.255.255.0

Attached Router: 192.168.239.66
Attached Router: 172.16.241.5
Attached Router: 172.16.1.1
Attached Router: 172.16.54.5
Attached Router: 172.16.1.5

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 69 : show ip ospf database networkフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号OSPF Router with
id

OSPFプロセス IDProcess ID 300

リンクステート経過時間LS age

サービスオプションのタイプ（タイプ 0のみ）Options

リンクステートタイプLS Type:

指定ルータのリンクステート IDLink State ID

アドバタイズルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス（以前の、または重複した LSAを検出しま
す）

LS Seq Number

LSのチェックサム（リンクステートアドバタイズメントの詳細な内容の
Fletcherチェックサム）

Checksum

LSAの長さ（バイト単位）Length

実行されたネットワークマスクNetwork Mask

ルータタイプの定義AS Boundary
Router

ネットワークに関連付けられるルータの IPアドレス別リストAttached Router

次に、routerキーワードを指定した showipospfdatabaseコマンドの出力例を示します。
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Device# show ip ospf database router
OSPF Router with id(192.168.239.66) (Process ID 300)
Displaying Router Link States(Area 0.0.0.0)
LS age: 1176
Options: (No TOS-capability)
LS Type: Router Links
Link State ID: 172.16.21.6
Advertising Router: 172.16.21.6
LS Seq Number: 80002CF6
Checksum: 0x73B7
Length: 120
AS Boundary Router
155 Number of Links: 8
Link connected to: another Router (point-to-point)
(link ID) Neighboring Router ID: 172.16.21.5
(Link Data) Router Interface address: 172.16.21.6
Number of TOS metrics: 0
TOS 0 Metrics: 2

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 70 : show ip ospf database routerフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号OSPF Router with
id

OSPFプロセス IDProcess ID

リンクステート経過時間LS age

サービスオプションのタイプ（タイプ 0のみ）Options

リンクステートタイプLS Type

リンクステート IDLink State ID

アドバタイズルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス（以前の、または重複した LSAを検出しま
す）

LS Seq Number

LSのチェックサム（リンクステートアドバタイズメントの詳細な内容の
Fletcherチェックサム）

Checksum

LSAの長さ（バイト単位）Length

ルータタイプの定義AS Boundary
Router

アクティブリンクの数Number of Links

リンクタイプlink ID
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説明フィールド

ルータインターフェイスアドレスLink Data

タイプオブサービスメトリック（タイプ 0限定）TOS

次に、summaryキーワードを指定した showipospfdatabaseコマンドの出力例を示しま
す。

Device# show ip ospf database summary
OSPF Router with id(192.168.239.66) (Process ID 300)

Displaying Summary Net Link States(Area 0.0.0.0)
LS age: 1401
Options: (No TOS-capability)
LS Type: Summary Links(Network)
Link State ID: 172.16.240.0 (summary Network Number)
Advertising Router: 172.16.241.5
LS Seq Number: 80000072
Checksum: 0x84FF
Length: 28
Network Mask: 255.255.255.0 TOS: 0 Metric: 1

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 71 : show ip ospf database summaryフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号OSPF Router with
id

OSPFプロセス IDProcess ID

リンクステート経過時間LS age

サービスオプションのタイプ（タイプ 0のみ）Options

リンクステートタイプLS Type

リンクステート ID（サマリーネットワーク番号）。Link State ID

アドバタイズルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス（以前の、または重複した LSAを検出しま
す）

LS Seq Number

LSのチェックサム（リンクステートアドバタイズメントの詳細な内容の
Fletcherチェックサム）

Checksum

LSAの長さ（バイト単位）Length

実行されたネットワークマスクNetwork Mask

サービスのタイプ。TOS
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説明フィールド

リンクステートメトリックMetric

次に、database-summaryキーワードを指定した showipospfdatabaseコマンドの出力例
を示します。

Device# show ip ospf database database-summary
OSPF Router with ID (10.0.0.1) (Process ID 1)
Area 0 database summary
LSA Type Count Delete Maxage
Router 3 0 0
Network 0 0 0
Summary Net 0 0 0
Summary ASBR 0 0 0
Type-7 Ext 0 0 0
Self-originated Type-7 0

Opaque Link 0 0 0
Opaque Area 0 0 0
Subtotal 3 0 0

Process 1 database summary
LSA Type Count Delete Maxage
Router 3 0 0
Network 0 0 0
Summary Net 0 0 0
Summary ASBR 0 0 0
Type-7 Ext 0 0 0
Opaque Link 0 0 0
Opaque Area 0 0 0
Type-5 Ext 0 0 0

Self-originated Type-5 200
Opaque AS 0 0 0
Total 203 0 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 72 : show ip ospf database database-summaryフィールドの説明

説明フィールド

エリア番号Area 0 database summary

最初のカラムで特定されたタイプの LSAの数Count

エリアのルータ LSAの数Router

エリアのネットワーク LSAの数Network

エリアの要約 LSAの数Summary Net

エリアの要約自律システム境界ルータ（ASBR）リンクステートア
ドバタイズメントの数

Summary ASBR

タイプ 7 LSAの数Type-7 Ext

自動送信タイプ 7 LSASelf-originated Type-7

IPユニキャストルーティングコマンド
171

IPユニキャストルーティングコマンド
show ip ospf database



説明フィールド

タイプ 9 LSAの数Opaque Link

タイプ 10 LSAカウントOpaque Area

エリアの LSAの合計Subtotal

エリア内で「Deleted」とマークされたリンクステートアドバタイ
ズメントの数。

Delete

エリア内で「Maxaged」とマークされたリンクステートアドバタ
イズメントの数。

Maxage

プロセスのデータベースサマリーProcess 1 database
summary

最初のカラムで特定されたタイプの LSAの数Count

プロセスのルータ LSAの数Router

プロセスのネットワーク LSAの数Network

プロセスのサマリー LSAの数Summary Net

プロセスの要約自律システム境界ルータ（ASBR）リンクステート
アドバタイズメントの数

Summary ASBR

タイプ 7 LSAの数Type-7 Ext

タイプ 9 LSAの数Opaque Link

タイプ 10 LSAの数Opaque Area

タイプ 5 LSAの数Type-5 Ext

自動送信タイプ 5 LSAの数Self-Originated Type-5

タイプ 11 LSAの数Opaque AS

プロセスの LSAの合計Total

プロセス内で「Deleted」とマークされたリンクステートアドバタ
イズメントの数。

Delete

プロセス内で「Maxaged」とマークされたリンクステートアドバ
タイズメントの数。

Maxage
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show ip ospf interface
OpenShortestPathFirst（OSPF）に関連するインターフェイス情報を表示するには、ユーザEXEC
または特権 EXECモードで show ip ospf interfaceコマンドを使用します。

show ip [ospf] [process-id] interface [type number] [brief] [multicast] [topology
{topology-name|base}]

構文の説明 （任意）プロセス ID番号。この引数を指定すると、指定されたルー
ティングプロセスの情報だけが追加されます。指定できる範囲は 1～
65535です。

process-id

（任意）インターフェイスタイプ。引数 typeを指定すると、指定され
たインターフェイスタイプの情報だけが追加されます。

type

（任意）インターフェイス番号。引数numberを指定すると、指定され
たインターフェイス番号の情報だけが追加されます。

number

（任意）OSPFインターフェイス、状態、アドレスとマスク、およびデ
バイスのエリアに関する簡単な概要情報を表示します。

brief

（任意）マルチキャスト情報を表示します。multicast

（任意）ネームドトポロジインスタンスに関する OSPF関連情報を表
示します。

topology
topology-name

（任意）基本トポロジに関する OSPF関連情報を表示します。topology base

コマンドモード ユーザ EXEC (>)

特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

例 次に、イーサネットインターフェイス0/0が指定されている場合の show ipospf interface
コマンドの出力例を示します。これは、インターフェイス上で LFAと FRRが有効に
なっていて、保護されるインターフェイスと保護するインターフェイスの両方になり

得ることを示しています。

Device# show ip ospf interface ethernet 0/0

Ethernet0/0 is up, line protocol is up
Internet Address 192.168.254.202/24, Area 0
Process ID 1, Router ID 192.168.99.1, Network Type BROADCAST, Cost: 10
Topology-MTID Cost Disabled Shutdown Topology Name
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0 10 no no Base
Transmit Delay is 1 sec, State DR, Priority 1
Designated Router (ID) 192.168.99.1, Interface address 192.168.254.202
Backup Designated router (ID) 192.168.254.10, Interface address 192.168.254.10
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
oob-resync timeout 40
Hello due in 00:00:05

Supports Link-local Signaling (LLS)
Cisco NSF helper support enabled
IETF NSF helper support enabled
Can be protected by per-prefix Loop-free FastReroute
Can be used for per-prefix Loop-free FastReroute repair paths
Index 1/1, flood queue length 0
Next 0x0(0)/0x0(0)
Last flood scan length is 1, maximum is 1
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
Adjacent with neighbor 192.168.254.10 (Backup Designated Router)

Suppress hello for 0 neighbor(s)

Cisco IOSリリース 12.2(33)SRBでは、次の show ip ospf interface brief topology VOICE
コマンドの出力例には、MultitopologyRouting（MTR）VOICEトポロジがインターフェ
イスコンフィギュレーションで設定されていることなどの、情報の概要が示されま

す。

Device# show ip ospf interface brief topology VOICE

VOICE Topology (MTID 10)
Interface PID Area IP Address/Mask Cost State Nbrs F/C
Lo0 1 0 10.0.0.2/32 1 LOOP 0/0
Se2/0 1 0 10.1.0.2/30 10 P2P 1/1

次の show ip ospf interface brief topology VOICEコマンドの出力例では、インターフェ
イスに対するMTRVOICEトポロジの詳細が示されています。キーワード briefを指定
せずにこのコマンドを入力すると、詳細が表示されます。

Device# show ip ospf interface topology VOICE

VOICE Topology (MTID 10)
Loopback0 is up, line protocol is up

Internet Address 10.0.0.2/32, Area 0
Process ID 1, Router ID 10.0.0.2, Network Type LOOPBACK
Topology-MTID Cost Disabled Shutdown Topology Name

10 1 no no VOICE
Loopback interface is treated as a stub Host Serial2/0 is up, line protocol is up
Internet Address 10.1.0.2/30, Area 0
Process ID 1, Router ID 10.0.0.2, Network Type POINT_TO_POINT
Topology-MTID Cost Disabled Shutdown Topology Name

10 10 no no VOICE
Transmit Delay is 1 sec, State POINT_TO_POINT
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
oob-resync timeout 40
Hello due in 00:00:03

Supports Link-local Signaling (LLS)
Cisco NSF helper support enabled
IETF NSF helper support enabled
Index 1/1, flood queue length 0
Next 0x0(0)/0x0(0)
Last flood scan length is 1, maximum is 1
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
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Adjacent with neighbor 10.0.0.1
Suppress hello for 0 neighbor(s)

Cisco IOSリリース 12.2(33)SRCでは、次の show ip ospf interfaceコマンドの出力例は、
設定された存続可能時間（TTL）の制限に関する詳細を表示します。
Device# show ip ospf interface ethernet 0
.
.
.
Strict TTL checking enabled
! or a message similar to the following is displayed
Strict TTL checking enabled, up to 4 hops allowed
.
.
.

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。

表 73 : show ip ospf interfaceフィールドの説明

説明フィールド

物理リンクのステータス、およびプロトコルの動作ステータ

ス。

Ethernet

OSPFプロセス IDProcess ID

OSPFエリア。Area

インターフェイスに割り当てられる管理コスト。Cost

インターフェイスの動作状態。State

OSPFネイバーカウント。Nbrs F/C

インターフェイス IPアドレス、サブネットマスク、および
エリアアドレス

Internet Address

MTRトポロジのMultitopology Identifier（MTID）。ピアに送
信する情報が関連付けられるトポロジをプロトコルが識別で

きるように割り当てられている番号。

Topology-MTID

転送遅延（秒単位）、インターフェイスステート、およびデ

バイスプライオリティ。

Transmit Delay

指定ルータ IDおよび各インターフェイス IPアドレス。Designated Router

バックアップ指定ルータ IDおよび各インターフェイス IPア
ドレス。

Backup Designated router

タイマーインターバルの設定Timer intervals configured

次のhelloパケットがこのインターフェイスから送信されるま
での時間（秒単位）。

Hello
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説明フィールド

使用できるホップは 1つだけです。Strict TTL checking enabled

一定のホップカウントが明示的に設定されています。Strict TTL checking enabled, up
to 4 hops allowed

ネットワークネイバーの数、および隣接ネイバーのリスト。Neighbor Count
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show ip ospf neighbor
Open Shortest Path First（OSPF）ネイバー情報をインターフェイス単位で表示するには、特権
EXECモードで showipospfneighborコマンドを使用します。

show ip ospf neighbor [interface-type interface-number] [neighbor-id] [detail] [fast-reroute]
[summary [per-instance]]

構文の説明 （任意）特定のOSPFインターフェイスに関連付けられるタイプお
よび番号。

interface-type
interface-number

（任意）ネイバーホスト名または A.B.C.D形式の IPアドレス。neighbor-id

（任意）指定されたすべてのネイバーの詳細を表示します（すべて

のネイバーをリストします）。

detail

（任意）ネイバーごとの境界ルータテーブルおよび SPF統計情報
を表示します。

fast-reroute

（任意）すべてのネイバーの総数サマリーを表示します。summary

（任意）各ネイバー状態のネイバーの総数を表示します。設定され

た OSPFインスタンスごとに出力が個別に出力されます。
per-instance

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

例 次の show ip ospf neighborコマンドの出力例では、各ネイバーのサマリー情報が 1行
に表示されています。

Device# show ip ospf neighbor

Neighbor ID Pri State Dead Time Address Interface
10.199.199.137 1 FULL/DR 0:00:31 192.168.80.37 Ethernet0
172.16.48.1 1 FULL/DROTHER 0:00:33 172.16.48.1 Fddi0
172.16.48.200 1 FULL/DROTHER 0:00:33 172.16.48.200 Fddi0
10.199.199.137 5 FULL/DR 0:00:33 172.16.48.189 Fddi0

次に、ネイバー IDと一致するネイバーに関するサマリー情報を示す出力例を示しま
す。

Device# show ip ospf neighbor 10.199.199.137

Neighbor 10.199.199.137, interface address 192.168.80.37
In the area 0.0.0.0 via interface Ethernet0
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Neighbor priority is 1, State is FULL
Options 2
Dead timer due in 0:00:32
Link State retransmission due in 0:00:04

Neighbor 10.199.199.137, interface address 172.16.48.189
In the area 0.0.0.0 via interface Fddi0
Neighbor priority is 5, State is FULL
Options 2
Dead timer due in 0:00:32
Link State retransmission due in 0:00:03

インターフェイスとネイバー IDを指定すると、次に示す出力例のように、インター
フェイスのネイバー IDと一致するネイバーが表示されます。

Device# show ip ospf neighbor ethernet 0 10.199.199.137

Neighbor 10.199.199.137, interface address 192.168.80.37
In the area 0.0.0.0 via interface Ethernet0
Neighbor priority is 1, State is FULL
Options 2
Dead timer due in 0:00:37
Link State retransmission due in 0:00:04

また、次に示す出力例のように、ネイバー IDなしでインターフェイスを指定して、指
定したインターフェイスのすべてのネイバーを表示することもできます。

Device# show ip ospf neighbor fddi 0

ID Pri State Dead Time Address Interface
172.16.48.1 1 FULL/DROTHER 0:00:33 172.16.48.1 Fddi0
172.16.48.200 1 FULL/DROTHER 0:00:32 172.16.48.200 Fddi0
10.199.199.137 5 FULL/DR 0:00:32 172.16.48.189 Fddi0

次に、show ip ospf neighbor detailコマンドの出力例を示します。

Device# show ip ospf neighbor detail

Neighbor 192.168.5.2, interface address 10.225.200.28
In the area 0 via interface GigabitEthernet1/0/0
Neighbor priority is 1, State is FULL, 6 state changes
DR is 10.225.200.28 BDR is 10.225.200.30
Options is 0x42
LLS Options is 0x1 (LR), last OOB-Resync 00:03:08 ago
Dead timer due in 00:00:36
Neighbor is up for 00:09:46
Index 1/1, retransmission queue length 0, number of retransmission 1
First 0x0(0)/0x0(0) Next 0x0(0)/0x0(0)
Last retransmission scan length is 1, maximum is 1
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum is 0 msec

下の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。

表 74 : showipospfneighbordetailフィールドの説明

説明フィールド

ネイバールータ ID。Neighbor
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説明フィールド

インターフェイスの IPアドレス。interface address

OSPFネイバーが認識されるエリアおよびインターフェイス。In the area

ネイバーおよびネイバー状態のルータプライオリティ。Neighbor priority

OSPFステート一方のOSPFネイバーがTTLセキュリティをイネー
ブルにしている場合、接続のもう一方は、INIT状態のネイバーを
示します。

State

ネイバーが作成されて以降の状態変化の数。この値は、

clearipospfcountersneighborコマンドを使用してリセットできま
す。

state changes

インターフェイスの指定ルータのルータ IDDR is

インターフェイスのバックアップ指定ルータのルータ IDBDR is

hello packet optionsフィールドの内容（Eビット専用。可能な値は
0および 2です。2はエリアがスタブでないことを示し、0はエリ
アがスタブであることを示します）。

Options

時:分:秒形式で指定される時刻前に実行されたリンクローカルシ
グナリングおよびアウトオブバンド（OOB）リンクステートデー
タベース再同期。これは、ノンストップフォワーディング（NSF）
情報です。このフィールドは、最後に成功したNSF対応ルータと
のアウトオブバンド再同期化を示します。

LLS Options..., last
OOB-Resync

Cisco IOSソフトウェアがネイバーデッドを宣言するまでの予想
時間（時:分:秒形式）。

Dead timer due in

ネイバーが二方向状態になってからの時間（時:分:秒形式）。Neighbor is up for

エリア規模および自律システム規模の再送信キューのネイバーの

位置。

Index

再送信キューのエレメントの数retransmission queue length

アップデートパケットがフラッディング中に再送信された回数。number of retransmission

フラッディング詳細のメモリ位置。First

フラッディング詳細のメモリ位置。Next

最後の再送信パケット内のリンクステートアドバタイズメント

（LSA）の数
Last retransmission scan
length

任意の再送信パケットで送信された LSAの最大数maximum
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説明フィールド

最後の再送信パケットの構築にかかった時間。Last retransmission scan time

任意の再送信パケットの構築にかかった最大時間（ミリ秒単位）。maximum

次に、各ネイバーのサマリー情報を 1行に表示する show ip ospf neighborコマンド
の出力例を示します。一方の OSPFネイバーが TTLセキュリティをイネーブルにして
いる場合、接続のもう一方は、INIT状態のネイバーを示します。

Device# show ip ospf neighbor

Neighbor ID Pri State Dead Time Address Interface
10.199.199.137 1 FULL/DR 0:00:31 192.168.80.37 Ethernet0
172.16.48.1 1 FULL/DROTHER 0:00:33 172.16.48.1 Fddi0
172.16.48.200 1 FULL/DROTHER 0:00:33 172.16.48.200 Fddi0
10.199.199.137 5 FULL/DR 0:00:33 172.16.48.189 Fddi0
172.16.1.201 1 INIT/DROTHER 00.00.35 10.1.1.201 Ethernet0/0

Cisco IOS Release 15.1(3)S

次の show ip ospf neighborコマンドの出力例は、ネイバーの視点からネットワーク
を示しています。

Device# show ip ospf neighbor 192.0.2.1 fast-reroute
OSPF Router with ID (192.1.1.1) (Process ID 1)

Area with ID (0)

Neighbor with Router ID 192.0.2.1:
Reachable over:
Ethernet0/0, IP address 192.0.2.1, cost 10

SPF was executed 1 times, distance to computing router 10

Router distance table:
192.1.1.1 i [10]
192.0.2.1 i [0]
192.3.3.3 i [10]
192.4.4.4 i [20]
192.5.5.5 i [20]

Network LSA distance table:
192.2.12.2 i [10]
192.2.13.3 i [20]
192.2.14.4 i [20]
192.2.15.5 i [20]

次に、show ip ospf neighbor summaryコマンドの出力例を示します。

Device# show ip ospf neighbor summary

Neighbor summary for all OSPF processes

DOWN 0
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ATTEMPT 0
INIT 0
2WAY 0
EXSTART 0
EXCHANGE 0
LOADING 0
FULL 1
Total count 1 (Undergoing NSF 0)

次に、show ip ospf neighbor summary per-instanceコマンドの出力例を示します。

Device# show ip ospf neighbor summary

OSPF Router with ID (1.0.0.10) (Process ID 1)

DOWN 0
ATTEMPT 0
INIT 0
2WAY 0
EXSTART 0
EXCHANGE 0
LOADING 0
FULL 1
Total count 1 (Undergoing NSF 0)

Neighbor summary for all OSPF processes

DOWN 0
ATTEMPT 0
INIT 0
2WAY 0
EXSTART 0
EXCHANGE 0
LOADING 0
FULL 1
Total count 1 (Undergoing NSF 0)

表 75 : showipospfneighborsummaryおよび showipospfneighborsummaryper-instanceのフィールドの説明

説明フィールド

当該ネイバーから情報（hello）を受信していませんが、この状態でも、そのネイ
バーに helloパケットを送信することは可能です。

DOWN

この状態は、Non-Broadcast Multi-Access（NBMA）環境内の手動で設定されたネ
イバーに対してのみ有効です。Attemptステートでは、ルータは、デッド時間間
隔内に helloを受信しなかったネイバーにポーリング時間間隔ごとにユニキャス
ト helloパケットを送信します。

ATTEMPT

この状態は、ルータがネイバーから受信した helloパケットに、受信側ルータの
IDが含まれていなかったことを意味します。ルータがネイバーから helloパケッ
トを受信すると、有効な helloパケットを受信した確認として、送信側のルータ
IDを helloパケットにリストします。

INIT
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説明フィールド

このネイバー状態は、ルータ間で双方向通信が確立されていることを意味しま

す。

2WAY

この状態は、2つの隣接ルータ間の隣接関係を作成する最初のステップです。こ
のステップの目標は、どのルータがマスターであるかを決定し、最初のDDシー
ケンス番号を決定することです。この状態以上のネイバーの会話は、隣接関係と

呼ばれます。

EXSTART

この状態では、OSPFルータが Database Descriptor（DBD）パケットを交換しま
す。DatabaseDescriptorにはリンクステートアドバタイズメント（LSA）ヘッダー
だけが含まれ、リンクステートデータベース全体のコンテンツが記述されます。

各 DBDパケットにはシーケンス番号があり、そのシーケンス番号を増分するの
は、スレーブによって明示的に確認されているマスターだけです。また、このス

テートで、ルータはリンクステート要求パケットとリンクステートアップデー

トパケット（LSA全体を含む）を送信します。受信したDBDの内容は、ルータ
リンクステートデータベースに含まれる情報と比較され、ネイバーに新規また

は最新のリンクステート情報があるかどうかがチェックされます。

EXCHANGE

この状態では、リンクステート情報の実際の交換が行われます。DBDからの情
報に基づいて、ルータはリンクステート要求パケットを送信します。次に、ネ

イバーは、リンクステートアップデートパケットで要求されたリンクステート

情報を提供します。隣接中に、デバイスは古い LSAまたは不足している LSAを
受信すると、リンクステート要求パケットを送信してその LSAを要求します。
すべてのリンクステートアップデートパケットが確認されます。

LOADING

この状態では、デバイスは互いに完全隣接ネイバーとなっています。すべてのデ

バイスおよびネットワーク LSAが交換され、デバイスのデータベースは完全に
同期化されます。

Fullは、OSPFデバイスの通常のステートです。デバイスが別の状態でスタック
している場合は、隣接関係の形成に問題があることを示しています。唯一の例外

は、2-wayステートです。2-wayステートは、ブロードキャストネットワークで
は通常です。デバイスは、DRおよび BDRだけで Fullステートに達します。ネ
イバーは、常に互いを 2-wayと見なします。

FULL
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show ip ospf virtual-links
Open Shortest Path First（OSPF）仮想リンクのパラメータと現在の状態を表示するには、EXEC
モードで showipospfvirtual-linksコマンドを使用します。

show ip ospf virtual-links

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドモード EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン showipospfvirtual-linksコマンドで表示される情報は、OSPFルーティング操作のデバッグに役
立ちます。

例 次に、showipospfvirtual-linksコマンドの出力例を示します。

Device# show ip ospf virtual-links
Virtual Link to router 192.168.101.2 is up
Transit area 0.0.0.1, via interface Ethernet0, Cost of using 10
Transmit Delay is 1 sec, State POINT_TO_POINT
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Hello due in 0:00:08
Adjacency State FULL

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 76 : showipospfvirtual-linksフィールドの説明

説明フィールド

OSPFネイバー、およびそのネイバーとのリンクがアッ
プまたはダウン状態であるか指定します。

Virtual Link to router 192.168.101.2 is
up

仮想リンクが形成される移行エリア。Transit area 0.0.0.1

仮想リンクが形成されるインターフェイス。via interface Ethernet0

仮想リンクを介して OSPFネイバーに到達するときの
コスト。

Cost of using 10

仮想リンクの移行遅延（秒単位）。Transmit Delay is 1 sec

OSPFネイバーの状態。State POINT_TO_POINT

リンクに設定されるさまざまなタイマー間隔。Timer intervals...

IPユニキャストルーティングコマンド
183

IPユニキャストルーティングコマンド
show ip ospf virtual-links



説明フィールド

ネイバーからの次の helloの予想時間。Hello due in 0:00:08

ネイバー間の隣接状態。Adjacency State FULL
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summary-address（OSPF）
OpenShortest Path First（OSPF）の集約アドレスを作成するには、ルータコンフィギュレーショ
ンモードで summary-addressコマンドを使用します。デフォルトに戻す場合は、このコマン
ドの no形式を入力します。

summary-address commandsummary-address {ip-address mask|prefix mask} [not-advertise]
[tag tag] [nssa-only]
no summary-address {ip-address mask|prefix mask} [not-advertise] [tag tag] [nssa-only]

構文の説明 アドレスの範囲を表すために指定するサマリーアドレス。ip-address

サマリールートに使用される IPサブネットマスク。mask

宛先の IPルートプレフィックス。prefix

（任意）指定されたプレフィックス/マスクペアと一致するルートを抑制します。
このキーワードは OSPFだけに適用されます。

not-advertise

（任意）ルートマップを介した再配布を制御する「一致」値として使用できる

タグ値を指定します。このキーワードは OSPFだけに適用されます。
tag tag

（任意）指定したプレフィックスに対して生成されるサマリールートがある場

合、そのサマリールートの nssa-only属性を設定します。これにより、サマリー
が Not-So-Stubby-Area（NSSA）エリアに制限されます。

nssa-only

コマンドデフォルト このコマンドの動作は、デフォルトではディセーブルです。

コマンドモード ルータコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン 他のルーティングプロトコルから学習したルートを集約できます。サマリーのアドバタイズに

使用されるメトリックは、すべての特定ルートの中で最小のメトリックです。このコマンド

は、ルーティングテーブルの容量縮小に有効です。

このコマンドをOSPFに対して使用すると、OSPF自律システム境界ルータ（ASBR）により、
このアドレスの対象となる再配布されるすべてのルートの集約として、1つの外部ルートがア
ドバタイズされます。OSPFの場合、このコマンドでは、OSPF内に再配布される他のルーティ
ングプロトコルからのルートだけが集約されます。OSPFエリア間のルート集約にはarearange
コマンドを使用します。

OSPFは summary-address0.0.0.00.0.0.0コマンドをサポートしていません。
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例 次の例では、集約アドレス 10.1.0.0にアドレス 10.1.1.0、10.1.2.0、10.1.3.0などが含ま
れています。外部 LSAでは、アドレス 10.1.0.0だけがアドバタイズされます。

summary-address 10.1.0.0 255.255.0.0

関連コマンド 説明コマンド

エリア境界でルートを統合および集約します。arearange

OSPFの単純パスワード認証を使用しているネイバールータが使用
するパスワードを割り当てます。

ipospfauthentication-key

OSPF Message Digest 5（MD5）認証をイネーブルにします。ipospfmessage-digest-key
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timers throttle spf
OpenShortest Path First（OSPF）Shortest Path First（SPF）スロットリングをオンにするには、適
切なコンフィギュレーションモードで timersthrottlespfコマンドを使用します。OSPF SPFス
ロットリングをオフにするには、このコマンドの no形式を使用します。

timers throttle spf spf-start spf-hold spf-max-wait
no timers throttle spf spf-start spf-hold spf-max-wait

構文の説明 変更後のSPF計算をスケジューリングするための初期遅延（ミリ秒単位）。値の
範囲は 1～ 600000です。IPv6の OSPFでは、デフォルト値は 5000です。

spf-start

2つの連続する SPF計算の間の最小ホールド時間（ミリ秒単位）。値の範囲は 1
～ 600000です。IPv6の OSPFでは、デフォルト値は 10,000です。

spf-hold

2つの連続する SPF計算の間の最大待機時間（ミリ秒単位）。値の範囲は 1～
600000です。IPv6の OSPFでは、デフォルト値は 10,000です。

spf-max-wait

コマンドデフォルト SPFスロットリングは設定されていません。

コマンドモード IPv6ルータコンフィギュレーション（config-rtr）用のアドレスファミリコンフィギュレーショ
ン（config-router-af）ルータアドレスファミリトポロジコンフィギュレーション
（config-router-af-topology）ルータコンフィギュレーション（config-router）OSPF

コマンド履歴 表 77 :

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.5.1a

使用上のガイドライン SPF計算間の初回待機時間は、spf-start引数で指定される時間（ミリ秒単位）です。連続する
各待機間隔は、待機時間が引数 spf-max-waitで指定した最大時間（ミリ秒単位）に達するまで、
現在のホールドレベル（ミリ秒単位）の 2倍となります。値がリセットされるまで、または
SPF計算間でリンクステートアドバタイズメント（LSA）が受信されるまで、従属待機時間は
最大のまま残ります。

Release 12.2(33)SRB

Multi-Topology Routing（MTR）機能を設定する場合、timersthrottlespfコマンドでトポロジを
認識できるようにするために、ルータアドレスファミリトポロジコンフィギュレーション

モードで、この OSPFルータコンフィギュレーションコマンドを入力する必要があります。

Release 15.2(1)T

OSPFv3プロセスに接続されたインターフェイスで ospfv3networkmanetコマンドを設定する
と、spf-start、spf-hold、および spf-max-wait引数のデフォルト値は、それぞれ 1000ミリ秒、
1000ミリ秒、および 2000ミリ秒に短縮されます。
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例 次に、timersthrottlespfコマンドの遅延、ホールド、および最大間隔の各値がそれぞれ
5、1000、および 90,000ミリ秒に設定されるようにルータを設定する例を示します。

router ospf 1
router-id 10.10.10.2
log-adjacency-changes
timers throttle spf 5 1000 90000
redistribute static subnets
network 10.21.21.0 0.0.0.255 area 0
network 10.22.22.0 0.0.0.255 area 00

次に、timers throttle spfコマンドの遅延、ホールド、および最大間隔の各値がそれぞ
れ 500、1000、および 10,000ミリ秒に設定されるように IPv6を使用したルータを設定
する例を示します。

ipv6 router ospf 1
event-log size 10000 one-shot
log-adjacency-changes
timers throttle spf 500 1000 10000

関連コマンド 説明コマンド

ネットワークタイプをモバイルアドホックネットワーク（MANET）に
設定します。

ospfv3networkmanet
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